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平成28年第６回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年２月13日（月曜日）

開 会 午前10時31分

散 会 午前11時30分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 自衛隊について（那覇空港における自衛隊

機の事故について）

２ 那覇空港における自衛隊機の事故の再発防

止に関する意見書について（追加議題）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

基地防災統括監 池 田 竹 州 君

参 事 兼
運 天 修 君基地対策課長

企 画 部
宮 城 優 君

交通政策課班長

文化観光スポーツ部
糸 数 勝 君

観 光 振 興 課 長

審査概要

那覇空港における自衛隊機の事故について知事

公室長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、「那覇空港における自衛隊機の事故の再

発防止に関する意見書」の提出について協議した

結果、別掲のとおり提出することになった。

那覇空港における自衛隊機によ

るトラブルの再発防止に関する

意見書

去る１月30日、那覇空港において、航空自衛隊那

覇基地所属のＦ15戦闘機が訓練に向かうため滑走路

に進入したところ前輪のタイヤが外れ動けなくな

り、滑走路が２時間近く閉鎖されるというトラブル

が発生した。

このトラブルにより、国内線の欠航、目的地の変

更や出発地への引き返し、日本航空機が米軍嘉手納

基地に着陸して乗客が２時間半機内で待機した後に

那覇空港に向かうなどの大幅な遅延の発生、運航ダ

イヤの乱れはその後も続き多くの民間航空機や１万

人近い利用客へ影響が出た。

このような中、トラブルから４日後の２月３日に

は、同基地所属のＦ15戦闘機の飛行が再開されてお

り、脱輪の原因も調査中で県民への周知もない中で

の飛行再開に対し、観光関係者や空港周辺の住民な

ど多くの県民から不安の声が上がっている。

那覇空港の離発着数は国内５番目の多さで、年間

15万回以上と既に処理容量を超え、さらに近年は、

国際線の増便や自衛隊機の緊急発進も増加するなど

過密な運用が続いており、安全及び安定運用が強く

望まれているところである。

よって、本県議会は、那覇空港における民間航空

機と県民生活の安全・安定を確保するため、自衛隊

機によるトラブル発生に対し抗議するとともに、下

記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記

１ トラブルの原因究明と調査結果の公表を行うこ

と。

２ トラブルの再発防止に努め、安全確保に向けた

万全の対策を講じること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年２月15日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

国 土 交 通 大 臣

防 衛 大 臣 宛て

沖縄及び北方対策担当大臣

航空自衛隊南西航空混成団司令
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総務企画委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年１月18日
（２日間）

至 平成29年１月19日

視察調査の場所

石垣市

視察調査事項

１ 総合開発及び地域振興について（石垣市及び

竹富町における地域振興策、沖縄離島体験交流

促進事業、石油製品輸送等補助事業及び離島特

産品等マーケティング支援事業の現状と課題に

ついて）

参 加 者

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

上 原 章 君

経済労働委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年１月28日
（７日間）

至 平成29年２月３日

視察調査の場所

オーストラリア連邦サウスウェールズ州シドニー

市

視察調査事項

１ 農林水産業について（市場・店舗におけるオ

ーストラリアＷＡＧＹＵの取り引き状況及びフ

ィッシュマーケットについて）

２ 観光について（ＭＩＣＥについて）

３ 商・鉱・工業について及び国内外の交流につ

いて（シドニーにおける県産品の販路開拓及び

ウチナーネットワークについて）

参 加 者

委 員 長 山 内 末 子 さん

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

島 袋 大 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年２月８日（水曜日）

開 会 午後２時０分

散 会 午後４時42分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 教育及び学術文化について（沖縄県公立学

校教員候補者選考試験等について）

２ 参考人招致について（教育及び学術文化に

係る沖縄県公立学校教員候補者選考試験等に

ついて）（追加議題）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

瑞慶覧 功 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名
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教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育管理統括監 宜野座 葵 君

教育指導統括監 與那嶺 善 道 君

学校人事課長 新 垣 健 一 君

審査概要

安慶田前副知事による沖縄県公立学校教員候補

者選考試験等の関与について教育長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、参考人招致について協議し、決定した。

文教厚生委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年１月24日
（３日間）

至 平成29年１月26日

視察調査の場所

長野県、東京都

視察調査事項

１ 保健衛生について（ぴんころ運動推進事業に

ついて、ひきこもり支援について）

２ 社会福祉及び社会保障について（地域包括ケ

アシステムについて）

参 加 者

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

委 員 末 松 文 信 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

瑞慶覧 功 君

土木環境委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年１月16日
（３日間）

至 平成29年１月18日

視察調査の場所

神奈川県、埼玉県、東京都

視察調査事項

１ 公害防止及び環境保全について（犬・猫殺処

分ゼロへの取り組みについて）

２ 公害防止及び環境保全について（公共関与に

よるリサイクル施設について）

３ 港湾の整備事業について（横浜港大さん橋国

際旅客ターミナルの利活用について）

４ 公害防止及び環境保全について（自然史博物

館について）

参 加 者

委 員 長 新 垣 清 涼 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年１月27日（金曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前11時23分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＡＨ１

Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事故等について）

２ 米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事故

現場視察調査について（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君
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崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

山 川 典 二 君

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

知事公室参事兼 運 天 修 君
基地対策課長

審査概要

米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事故等に

ついて知事公室参事兼基地対策課長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事

故現場視察調査について協議した結果、不時着現

場の調査及びうるま市与那城伊計自治会長等との

意見交換を実施することで意見の一致を見た。

（２）

◎平成29年２月９日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時20分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＡＨ１

Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事故等に関する意

見書及び同抗議決議について）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

末 松 文 信 君

嘉 陽 宗 儀 君

審査概要

「米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター不時着事故等

に関する意見書」及び「同抗議決議」の提出につ

いて協議した結果、別掲のとおり提出することに

なった。

米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター

不時着事故等に関する意見書

去る１月20日午後７時30分ごろ、米軍普天間基地

所属のＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプターが、うるま市与那

城伊計の農道に不時着する事故が発生した。

不時着した場所は、地元農家等が日常的に利用す

る農道であり、リゾートホテルも近接していること

から、一歩間違えば人命、財産にかかわる重大な事

故につながりかねず、周辺住民はもとより県民に大

きな不安を与えている。

昨年９月に発生したＡＶ８Ｂハリアー攻撃機墜落

事故以降、12月にはＭＶ22オスプレイ、今回のＡＨ

１Ｚ攻撃ヘリコプターと、異なる機種によるあって

はならない事故が短期間に立て続けに発生してお

り、もはや事故の再発防止に対する米軍の姿勢に強

い疑問と不信感を抱かざるを得ない。さらに、同機

は事故原因の十分な説明もないまま、翌日午前には

現場を離陸し、同型機による通常の訓練が実施され

ていることはまことに遺憾である。

地域住民によると、現場周辺では低空飛行訓練等

の増加によって、リーフ内で行う漁の漁獲量が落ち

込むなど、漁業収入にも大きな影響を与えていると

の訴えもある。

また、不時着事故が発生した当日、キャンプ・シ

ュワブを離陸した米軍ヘリが、基地周辺住民等の再

三の申し入れにもかかわらず、民間地や国道等の上

空で兵士をつり下げて訓練を行っている様子が確認

されたとの報道もあり、米軍の運用を優先し基地と

隣り合わせの生活を余儀なくされている県民への配

慮を欠いた米軍基地のあり方に強い憤りを禁じ得な

い。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、今回の事故等に対し厳重に抗議するととも

に、下記の事項が速やかに措置されるよう強く要請
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する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やか

に県民に明らかにすること。

２ 事故原因の究明、安全対策及び再発防止策が講

じられるまでの間、県内に おける同機種の飛行

を中止すること。

３ 民間地上空など訓練空域以外における訓練を中

止すること。

４ 航空機の整備・保守点検体制を徹底的に見直し

てその結果を公表し、実効 性のある安全管理と

事故の再発防止を図ること。

５ 兵員に対する教育及び訓練の管理を徹底するこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年２月15日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

米軍ＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプター

不時着事故等に関する抗議決議

去る１月20日午後７時30分ごろ、米軍普天間基地

所属のＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプターが、うるま市与那

城伊計の農道に不時着する事故が発生した。

不時着した場所は、地元農家等が日常的に利用す

る農道であり、リゾートホテルも近接していること

から、一歩間違えば人命、財産にかかわる重大な事

故につながりかねず、周辺住民はもとより県民に大

きな不安を与えている。

昨年９月に発生したＡＶ８Ｂハリアー攻撃機墜落

事故以降、12月にはＭＶ22オスプレイ、今回のＡＨ

１Ｚ攻撃ヘリコプターと、異なる機種によるあって

はならない事故が短期間に立て続けに発生してお

り、もはや事故の再発防止に対する米軍の姿勢に強

い疑問と不信感を抱かざるを得ない。さらに、同機

は事故原因の十分な説明もないまま、翌日午前には

現場を離陸し、同型機による通常の訓練が実施され

ていることはまことに遺憾である。

地域住民によると、現場周辺では低空飛行訓練等

の増加によって、リーフ内で行う漁の漁獲量が落ち

込むなど、漁業収入にも大きな影響を与えていると

の訴えもある。

また、不時着事故が発生した当日、キャンプ・シ

ュワブを離陸した米軍ヘリが、基地周辺住民等の再

三の申し入れにもかかわらず、民間地や国道等の上

空で兵士をつり下げて訓練を行っている様子が確認

されたとの報道もあり、米軍の運用を優先し基地と

隣り合わせの生活を余儀なくされている県民への配

慮を欠いた米軍基地のあり方に強い憤りを禁じ得な

い。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、今回の事故等に対し厳重に抗議するととも

に、下記の事項が速やかに措置されるよう強く要求

する。

記

１ 事故原因を徹底的に究明し、その結果を速やか

に県民に明らかにすること。

２ 事故原因の究明、安全対策及び再発防止策が講

じられるまでの間、県内に おける同機種の飛行

を中止すること。

３ 民間地上空など訓練空域以外における訓練を中

止すること。

４ 航空機の整備・保守点検体制を徹底的に見直し

てその結果を公表し、実効 性のある安全管理と

事故の再発防止を図ること。

５ 兵員に対する教育及び訓練の管理を徹底するこ

と。

上記のとおり決議する。

平成29年２月15日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官
宛て

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官

在 沖 米 国 総 領 事

米軍基地関係特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

平成29年１月11日（１日）
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視察調査の場所

国頭村及び東村（米軍北部訓練場ヘリパッドＮ１

地区及びＮ４地区）

視察調査事項

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係

諸問題の調査及び対策の樹立（米軍北部訓練場

ヘリパッドの運用状況、騒音等の周辺環境に及

ぼす影響と対策等）

参 加 者

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

（２）

視察調査の日時

平成29年２月７日（１日）

視察調査の場所

うるま市与那城伊計

視察調査事項

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係

諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＡＨ１Ｚ攻

撃ヘリコプター不時着事故現場調査、うるま市

伊計自治会長等との意見交換）

参 加 者

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君
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平成29年第１回沖縄県議会(定例会)





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時５分

散 会 午後６時17分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算事項の調査

について

３ 乙第27号議案 副知事の選任について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 武 君

人 事 課 長 嘉 数 登 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算事項の調

査について協議し、決定した。

次に、乙第27号議案について、総務部長から提

案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、副知事

選任予定者の現在の大学での地位、常勤や非常勤

等での勤務状況等について質疑が行われた。

次に、議案を採決した結果、別掲のとおり決定

した。

（２）

◎平成29年３月９日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時２分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（知事公室、総務部及び公安委員会所管

分）

２ 甲第８号議案 平成29年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

３ 甲第20号議案 平成29年度沖縄県公債管理

特別会計予算

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

広 報 課 長 金 城 敦 君

参 事 兼
運 天 修 君基地対策課長

辺野古新基地建設
金 城 典 和 君

問 題 対 策 課 長

防災危機管理課長 知 念 弘 光 君

総 務 部 長 金 城 武 君

総務私学課長 宮 城 嗣 吉 君

人 事 課 長 嘉 数 登 君

行政管理課長 真 鳥 洋 企 君

財 政 課 長 宮 城 力 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君

管 財 課 長 照 屋 政 秀 君

警 察 本 部 長 池 田 克 史 君
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警 務 部 長 中 島 寛 君

生活安全部長 梶 原 芳 也 君

子供・女性
砂 川 淳 君安全対策課長

刑 事 部 長 渡真利 健 良 君

交 通 部 長 大 城 正 人 君

交通規制課長 與 儀 淳 君

審査概要

甲第１号議案について知事公室長、総務部長及

び警察本部長から、甲第８号議案及び甲第20号議

案について総務部長からそれぞれ予算概要の説明

を聴取した後、質疑に入り、特定地域特別振興事

業の内容及び市町村ごとの取り組み状況と今後の

方向性、ワシントン駐在員活動事業費に関連して

ワシントン事務所設置の効果、沖縄の基地問題に

関する連邦議会調査局報告書への所感、辺野古新

基地建設問題対策事業に関連して事業内容及び成

果、普天間飛行場の５年以内の運用停止はどう進

めていくのか、不発弾処理事業に関連して補助金

の増加理由及び内訳と平成28年度の市町村の執行

状況、災害対策拠点整備事業の内容及び財源内訳、

消防防災ヘリ導入検討事業の内容及び検討委員の

構成、平成29年度予算編成に当たっての考え方、

雇用問題への取り組み予定、平成29年度の当初予

算案で県税収入が堅調な背景と全国との比較、私

立学校等教育振興費の補助金増額の理由、私立学

校設備改築促進事業費補助金の内容、ファシリテ

ィマネジメント推進事業における公共施設の有効

利用の取り組み、糸満警察署新庁舎建設事業に係

る署内の遺体安置室の設置状況及び経過年数と今

後の改築計画、飲酒運転撲滅運動の実績と今後の

対策、夜間検問の実施回数増による効果の有無、

県内薬物事犯の過去５年間の検挙人数及びうち一

般人の人数、薬物の密輸件数、薬物乱用対策、少

年対策費のうち少年警察支援要員事業の内容等に

ついて質疑が行われた。

（３）

◎平成29年３月10日（金曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時47分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（企画部、出納事務局、監査委員事務局、

人事委員会事務局及び議会事務局所管分）

２ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 下 地 明 和 君

参 事 下 地 正 之 君

企画調整課長 儀 間 秀 樹 君

企画調整課副参事 友 利 公 子 さん

企画調整課副参事 下 地 常 夫 君

交通政策課長 座 安 治 君

交 通 政 策 課
武 田 真 君

公共交通推進室長

科学技術振興課長 長 濱 為 一 君

総合情報政策課長 上 原 孝 夫 君

地域・離島課長 屋比久 義 君

市町村課副参事 髙江洲 昌 幸 君

会 計 管 理 者 金 良 多恵子 さん

出納事務局
美 里 毅 君会 計 課 長

監査委員事務局長 武 村 勲 君

人事委員会事務局長 親 川 達 男 君

議会事務局長 知 念 正 治 君

審査概要

甲第１号議案について企画部長から予算概要の

説明を聴取した後、質疑に入り、公共交通利用環

境改善事業の内容及び減額理由と今後の事業計

画、通信対策事業費の予算減額の理由、超高速ブ

ロードバンド環境整備促進事業の今後の計画、離

島活性化特別事業費の内容、石油製品の離島消費
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者への販売価格の現状及び本島並み価格に向けた

課題、ＩＣ乗車券開発・導入のための補助内容及

びバス会社の導入状況と割引制度の拡充状況、保

証金などの預かり金を預かる部署、大型ＭＩＣＥ

施設整備運営事業の入札保証金の支払い状況等に

ついて質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、ワシントン駐在員の業務内容と事務所設

置の費用対効果について、大型ＭＩＣＥ施設整備

事業についての２件を要調査事項として報告する

ことに決定した。

（４）

◎平成29年３月21日（火曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後２時25分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県個人情報保護条例の

一部を改正する条例

２ 乙第２号議案 沖縄県私立学校施設改築促

進事業基金条例の一部を改正する条例

３ 乙第３号議案 沖縄県職員の勤務時間、休

日及び休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例

４ 乙第４号議案 沖縄県職員の配偶者同行休

業に関する条例の一部を改正する条例

５ 乙第５号議案 沖縄県の事務処理の特例に

関する条例の一部を改正する条例

６ 乙第６号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例

７ 乙第14号議案 沖縄県警察職員の定員に関

する条例の一部を改正する条例

８ 乙第23号議案 包括外部監査契約の締結に

ついて

９ 陳情平成28年第40号、同第97号、同第101号、

同第105号、同第158号、同第166号、同第171号、

同第174号、陳情第12号

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 武 君

総務私学課長 宮 城 嗣 吉 君

人 事 課 長 嘉 数 登 君

職員厚生課長 稲 福 淳 子 さん

財 政 課 長 宮 城 力 君

企画部総合情
上 原 孝 夫 君報政策課長

農林水産部営
長 嶺 和 弥 君農支援課班長

土木建築部技術
砂 川 勇 二 君

・建設業課班長

土木建築部建築
金 城 新 吾 君

指 導 課 班 長

警察本部警務部長 中 島 寛 君

警察本部生活安全

部子供・女性安全 奥 間 政 賢 君
対 策 課 長

警察本部生活安全

部安全な町づくり 新 里 薫 君
推 進 室 長

警察本部刑事部
河 上 慎太郎 君

捜査第二課長

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

警察本部警備部長 重 久 真 毅 君

審査概要

乙第１号議案から乙第６号議案まで、乙第23号

議案について総務部長から提案理由の説明を聴取

した後、質疑に入り、乙第１号議案については、

今回の条例改正による国民の利点、個人情報の流

出対策、個人情報保護に関する職員への啓発状況、

マイナンバーカードの交付率及び普及への取り組

み状況、個人情報保護法の適用を受ける事業者の

範囲等について質疑が行われた。

次に、乙第２号議案については、改正後の私立
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学校への補助見通し、補助金利用後の建てかえ要

件、補助率２分の１の根拠及び拡充の可能性、県

内私学校舎の耐震化状況及び災害時避難場所への

指定状況、補助金上限のかさ上げ及び利便性の向

上等について質疑が行われた。

次に、乙第３号議案については、育児休業の対

象となる子の範囲、育児休業及び介護休暇の取得

率、男性の育児休業取得件数及び取得率向上のた

めの取り組み、介護休暇の取得要件及び３年の期

間とする理由、非常勤職員の取得可否等について

質疑が行われた。

次に、乙第４号議案については、県職員の利用

実績、職務復帰する場合の身分、休業期間を３年

以内とする根拠、県外へ同行する場合及び市町村

職員への適用の有無等について質疑が行われた。

次に、乙第５号議案については、質疑なし。

次に、乙第６号議案については、改正への関係

団体や業界の反応、使用料及び手数料の積算根拠

及び改正のスパン、建築物エネルギー消費性能適

合性判定の経過措置の有無等について質疑が行わ

れた。

次に、乙第23号議案については、質疑なし。

次に、陳情２件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、乙第14号議案について警務部長から提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、全国と沖

縄県の地方警察官の増員数の比較、増員される三

分野の決定方法、国際情勢変化への対応、本県警

察官一人当たりの負担人数及び全国比較、ストー

カー・ＤＶ事案の県内相談件数と全国比較及び相

談体制、特殊詐欺の種類と県内被害総額及び検挙

件数、国際テロ対策を担う警察官の素養等につい

て質疑が行われた。

次に、陳情３件について警務部長、交通部長及

び警備部長からそれぞれ説明を聴取した後、質疑

が行われた。

（５）

◎平成29年３月22日（水曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時20分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 沖縄県個人情報保護条例

の一部を改正する条例

２ 乙第２号議案 沖縄県私立学校施設改築促

進事業基金条例の一部を改正する条例

３ 乙第３号議案 沖縄県職員の勤務時間、休

日及び休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例

４ 乙第４号議案 沖縄県職員の配偶者同行休

業に関する条例の一部を改正する条例

５ 乙第５号議案 沖縄県の事務処理の特例に

関する条例の一部を改正する条例

６ 乙第６号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例

７ 乙第７号議案 沖縄県個人番号の利用及び

特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

正する条例

８ 乙第14号議案 沖縄県警察職員の定員に関

する条例の一部を改正する条例

９ 乙第23号議案 包括外部監査契約の締結に

ついて

10 陳情平成28年第37号、同第40号、同第48号、

同第55号、同第67号、同第89号、同第97号、

同第101号、同第105号、同第155号、同第158号、

同第166号、同第171号、同第174号、陳情第

３号、第10号、第12号、第20号、第32号、第

33号

11 自衛隊について（那覇空港における自衛隊

機の事故について）（追加議題）

12 不発弾等対策について（沖縄県不発弾等対

策に関する条例（素案）について）

13 閉会中継続審査・調査について

14 広報、危機管理及び消防防災について（北

朝鮮に対し毅然とした対処等を求める意見書

及び中国に対し毅然とした対処等を求める意

見書について）（追加議題）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君
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玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
運 天 修 君基地対策課長

防災危機管理課長 知 念 弘 光 君

環 境 部

環境政策課副参事 普天間 朝 好 君

環 境 部
仲宗根 一 哉 君環境保全課長

子ども生活福祉部

消費・くらし安全 長 嶺 祥 君
課 長

文化観光スポーツ
仲 里 和 之 君

部観光振興課班長

企 画 部 長 下 地 明 和 君

総合情報政策課長 上 原 孝 夫 君

地域・離島課長 屋比久 義 君

市町村課長 松 永 亨 君

市町村課副参事 髙江洲 昌 幸 君

議会事務局
宮 城 弘 君政務調査課長

議会事務局
政務調査課 仲宗根 園 子 さん
課 長 補 佐

審査概要

乙第７号議案について企画部長から提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、条例で定める独

自事務の具体例及び件数、任命権者間や自治体間

での情報連携における遵法意識の醸成等について

質疑が行われた。

次に、陳情４件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、那覇空港における自衛隊機の事故につい

て知事公室長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、陳情７件について知事公室長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄県不発弾等対策に関する条例（素案）

について議会事務局政務調査課長から説明を聴取

した後、協議が行われた。

次に、議案９件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、陳情20件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、「北朝鮮に対し毅然とした対処等を求め

る意見書及び中国に対し毅然とした対処等を求め

る意見書」の提出について協議した結果、意見の

一致を見なかった。

総務企画委員会議案処理一覧表
イ 処理（10件）

（先議）

議案番号 議 案 名 議会の結果

乙第 2 7 号 副知事の選任について
全 会 一 致

同 意

議案番号 議 案 名 議会の結果

乙 第 １ 号 沖縄県個人情報保護条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ２ 号 沖縄県私立学校施設改築促進事業基金条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ３ 号
沖縄県職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例等の一部を改正す

〃
る条例

乙 第 ４ 号 沖縄県職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例 〃
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議案番号 議 案 名 議会の結果

乙 第 ５ 号 沖縄県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ６ 号 沖縄県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ７ 号
沖縄県個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改

〃
正する条例

乙第 1 4 号 沖縄県警察職員の定員に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙第 2 3 号 包括外部監査契約の締結について
全 会 一 致

可 決

総務企画委員会陳情処理一覧表
イ 処理（１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳情者名
審査の

措 置
年月日 結 果

会議規則第90条に

第 ３ 号
平成28年 平成28年度久米島町の振興施 久米島町長

採 択
よる地方自治法第

12月21日 策に関する陳情 大田 治雄外２人 125条の措置

（知 事）

ロ 審査未了（５件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
年月日

平成28年
平成28年 東村高江における派遣機動隊による過剰警備・大弾圧

沖縄から基地をなくし世界

第 9 7 号
９月９日 をやめさせるための陳情

の平和を求める市民連絡会

（継続） 新崎 盛暉外４人

平成28年
基地の県内移設に反対する

第101号
平成28年 米軍着陸帯建設に当たり県外から配備される機動隊の 県民会議

（継続）
９月13日 援助要請の撤回を求める陳情 共同代表 山城 博治外５

人

平成28年
平成28年

沖縄県公安委員会が県外６都府県の公安委員会に要請
大宜味村喜如嘉626番地

第105号
９月16日

した「警察職員の援助要求について」の撤回を求める
山本 大五郎外１人

（継続） 陳情

平成28年
平成28年 沖縄県公安委員会による機動隊員の派遣要請を撤回し、宮古島市平良字狩俣１番地

第171号
12月７日 派遣の中止及び撤退を求める陳情 楚南 有香子

（継続）

平成28年
平成28年 沖縄県公安委員会による「援助要求」の取り消し等に

全日本自治体退職者会沖縄

第174号
12月７日 関する陳情

県本部

（継続） 会長 比嘉 有仁外１人
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総務企画委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第37号 集団的自衛権を容認する

「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

２ 陳情平成28年第40号 女性副知事登用に関する

陳情

３ 陳情平成28年第48号 放射能公害被災者に人権

の光を求める陳情

４ 陳情平成28年第55号 沖縄で議論されることな

く突然提出された「国連先住民族勧告」の撤回を

要求する意見書及び決議の可決を求める陳情

５ 陳情平成28年第67号 沖縄県自治会連合会に対

する補助金交付等に関する陳情

６ 陳情平成28年第89号 美ぎ島美しゃ（宮古・八

重山）圏域の振興発展に関する陳情

７ 陳情平成28年第155号 石垣島川平湾沖に座礁

した外国漁船撤去に対し国と県の支援を求める陳

情

８ 陳情平成28年第158号 県有施設等の敷地内全

面禁煙に関する陳情

９ 陳情平成28年第166号 機動隊や警察による市

民弾圧の中止に関する陳情

10 陳情第10号 与論・沖縄間の航空運賃の軽減措

置に関する陳情

11 陳情第12号 法定積載で安心・安全な交通安全

が担保できる適正単価を求める陳情

12 陳情第20号 石垣市振興に関する陳情

13 陳情第32号 陸自ミサイル部隊の配備に関する

陳情

14 陳情第33号 石垣島への陸上自衛隊配備の反対

を求める陳情

15 広報、危機管理及び消防防災について（所管事

務調査）

16 不発弾等対策について（所管事務調査）

17 予算及び行財政について（所管事務調査）

18 県税及び公有財産について（所管事務調査）

19 市町村行財政について（所管事務調査）

20 県職員の給与について（所管事務調査）

21 学事について（所管事務調査）

22 県庁舎について（所管事務調査）

23 総合開発及び地域振興について（所管事務調査）

24 交通運輸及び通信について（所管事務調査）

25 土地利用対策について（所管事務調査）

26 警察行政について（所管事務調査）

27 自衛隊について（所管事務調査）

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年２月22日（水曜日）

開 会 午前11時31分

散 会 午後６時36分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 委員長の辞任について

２ 委員長の互選（追加議題）

委員の異動

２月22日の会議において、山内末子さんが文教

厚生委員に、瑞慶覧功君が文教厚生委員から本委

員に、それぞれ委員会の所属変更がなされた。

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

山 内 末 子 さん

審査概要

委員長の山内末子さんから副委員長に対し委員

長辞任願が提出されたため、副委員長が委員長辞

任に関する職務を行い、委員会条例第10条により

辞任が許可された。

次に、辞任により委員長が欠けたため、副委員

長が委員長の互選を行い、指名推薦により瑞慶覧

功君が委員長に選任された。
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（２）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時６分

散 会 午後５時13分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算事項の調査

について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

砂 川 利 勝 君

大 城 一 馬 君

金 城 勉 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算事項の調

査について協議し、決定した。

（３）

◎平成29年３月９日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時31分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（農林水産部及び労働委員会所管分）

２ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第９号議案 平成29年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

４ 甲第10号議案 平成29年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

５ 甲第11号議案 平成29年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

瀬 長 美佐雄 君

砂 川 利 勝 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農林水産総務課長 石 垣 永 浩 君

農林水産総務課
生 沢 均 君

研 究 企 画 監

流通・加工推進課長 幸 地 稔 君

農政経済課長 崎 原 盛 光 君

営農支援課長 竹ノ内 昭 一 君

園芸振興課長 松 尾 安 人 君

糖業農産課長 屋 宜 宣 由 君

畜 産 課 長 池 村 薫 君

村づくり計画課長 大 村 学 君

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

森林管理課長 金 城 克 明 君

水 産 課 長 新 里 勝 也 君

漁港漁場課長 島 袋 均 君

中央卸売市場長 喜 納 兼 二 君

労 働 委 員 会
大 城 玲 子 さん

参事監兼事務局長

審査概要

甲第１号議案、甲第２号議案、甲第９号議案か

ら甲第11号議案までについて農林水産部長から予

算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、共同利

用機械の整備における高性能農業機械の導入状

況、おきなわ型農産物ブランディング推進事業の

目的、効果、数値目標、県の那覇空港滑走路増設

工事に係る岩礁破砕許可申請に対する許可の時

期、乳用育成牛の供給体制に対する取り組み、沖

縄の山菜の種類及び試験の結果等について質疑が

行われた。
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（４）

◎平成29年３月10日（金曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時11分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（商工労働部及び文化観光スポーツ部所

管分）

２ 甲第３号議案 平成29年度沖縄県小規模企

業者等設備導入資金特別会計予算

３ 甲第４号議案 平成29年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

４ 甲第12号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

５ 甲第14号議案 平成29年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

６ 甲第15号議案 平成29年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

７ 甲第20号議案 平成29年度沖縄県公債管理

特別会計予算（商工労働部所管分）

８ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

瀬 長 美佐雄 君

砂 川 利 勝 君

説明員の職、氏名

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業政策課長 伊 集 直 哉 君

アジア経済戦略課長 仲榮眞 均 君

ものづくり振興課長 山 城 貴 子 さん

中小企業支援課長 金 城 学 君

企業立地推進課長 金 城 清 光 君

情報産業振興課長 盛 田 光 尚 君

雇用政策課長 喜友名 朝 弘 君

労働政策課長 屋 宜 宣 秀 君

文化観光スポーツ部長 前 田 光 幸 君

観光政策課長 前 原 正 人 君

観光振興課長 糸 数 勝 君

観光整備課長 平 敷 達 也 君

観 光 整 備 課
幸 喜 敦 君

観光施設推進監

文化振興課長 茂 太 強 君

芸術大学事務局長 慶 田 喜美男 君

博物館・美術館
村 山 剛 君

参事兼副館長

空手振興課長 山 川 哲 男 君

スポーツ振興課長 瑞慶覧 康 博 君

交流推進課長 下 地 誠 君

審査概要

甲第１号議案、甲第３号議案、甲第４号議案、

甲第12号議案、甲第14号議案、甲第15号議案及び

甲第20号議案について商工労働部長から、甲第１

号議案について文化観光スポーツ部長からそれぞ

れ予算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、航

空機整備基地整備事業における総経費及び今後の

整備事業、アジア経済戦略構想・推進検証事業の

概要及び推進体制、地域ビジネス力育成強化事業

の概要、技能五輪･アビリンピックの規模と会場

及び場所、先端医療産業開発拠点形成事業の内容

及び委託先、沖縄食文化保存・普及・継承事業の

内容及び普及方法、大型ＭＩＣＥ受入環境整備事

業の設計予算を通すことによる各部署の事業予算

への影響の有無、沖縄空手の振興に対する今後の

取り組み、教育旅行の充実のための取り組み等に

ついて質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、大型ＭＩＣＥ受入環境整備事業について

の１件を要調査事項として報告することに決定し

た。

（５）

◎平成29年３月21日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時27分

場 所 第１委員会室

議 題
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１ 乙第10号議案 沖縄健康バイオテクノロジ

ー研究開発センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例

２ 乙第21号議案 債権の放棄について

３ 請願平成28年第４号、陳情平成28年第49号、

同第54号、同第62号、同第77号、同第82号、

同第86号、同第89号の２、同第94号、同第120号、

同第121号、同第147号、同第148号、同第152号、

同第159号、同第165号、陳情第３号の２、第16号

及び第22号

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農林水産総務課
生 沢 均 君

研 究 企 画 監

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業政策課長 伊 集 直 哉 君

中小企業支援課長 金 城 学 君

雇用政策課長 喜友名 朝 弘 君

労働政策課長 屋 宜 宣 秀 君

文化観光スポーツ部長 前 田 光 幸 君

観光政策課長 前 原 正 人 君

観光振興課長 糸 数 勝 君

スポーツ振興課長 瑞慶覧 康 博 君

観光整備課長 平 敷 達 也 君

審査概要

乙第10号議案及び乙第21号議案について商工労

働部長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に

入り、乙第10号議案については、質疑なし。

乙第21号議案については、債権放棄時期の是非、

債権債務整理の実績及び今後整理が必要な未収金

の額等について質疑が行われた。

次に、陳情７件について商工労働部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情７件について文化観光

スポーツ部長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、陳情５件について農林水産部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願１件及び陳情18件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

経済労働委員会議案処理一覧表
イ 処理（２件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 1 0 号
沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センターの設置及び管理に関する条 全 会 一 致

例の一部を改正する条例 原 案 可 決

乙 第 2 1 号 債権の放棄について
全 会 一 致

可 決

経済労働委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願平成28年第４号 ウインタースポーツ育成

に関する請願

２ 陳情平成28年第49号 今期サトウキビの低糖度

に対する支援を求める陳情

３ 陳情平成28年第54号 「しまくとぅば教育セン
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ター」の設置要請を受け入れた学校教育を行わな

いよう求める陳情

４ 陳情平成28年第62号 レンタカーを活用したド

ライバー委託事業を断固阻止するよう求める陳情

５ 陳情平成28年第77号 沖縄特例通訳案内士育成

研修制度に関する陳情

６ 陳情平成28年第82号 「全琉ハーリー大会」に

関する陳情

７ 陳情平成28年第86号 再生可能エネルギー発電

設備から住環境を守ることに関する陳情

８ 陳情平成28年第89号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

９ 陳情平成28年第94号 台湾を国として認めるた

めの意見書提出を求める陳情

10 陳情第120号 県発注工事における県内木工事

業者への優先発注に関する陳情

11 陳情平成28年第121号 最低賃金引き上げを求

める陳情

12 陳情平成28年第147号 県立職業能力開発校に

おける自動車整備科の再編計画に関する陳情

13 陳情平成28年第148号 サトウキビ価格・政策

確立に関する陳情

14 陳情平成28年第152号 女性が仕事と生活を両

立させて働き続けることができる施策の拡充を求

める陳情

15 陳情平成28年第159号 泊魚市場の糸満市場へ

の移転計画の中止等に関する陳情

16 陳情平成28年第165号 軽度知的障害者等への

支援機関の充実を求める陳情

17 陳情第３号の２ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

18 陳情第16号 沖縄県立浦添職業能力開発校にお

けるエクステリア科の存続を求める陳情

19 陳情第22号 沖縄観光の健全な発展と県独自の

施策の実施を求める陳情

20 農林水産業について（所管事務調査）

21 商・鉱・工業について（所管事務調査）

22 労働問題について（所管事務調査）

23 観光について（所管事務調査）

24 県民文化について（所管事務調査）

25 スポーツについて（所管事務調査）

26 国内外の交流について（所管事務調査）

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年２月20日（月曜日）

開 会 午後２時０分

散 会 午後４時５分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 教育及び学術文化について（沖縄県公立学

校教員候補者選考試験等について）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

瑞慶覧 功 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

参 考 人

前沖縄県副知事 安慶田 光 男 君

補 助 者

弁 護 士 川 崎 幸 治 君

審査概要

沖縄県公立学校教員候補者選考試験等について

参考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

（２）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時５分

散 会 午後５時18分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算事項の調査

について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん
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副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算事項の調

査について協議し、決定した。

（３）

◎平成29年３月９日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後５時19分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（子ども生活福祉部及び教育委員会所管

分）

２ 甲第６号議案 平成29年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

福祉政策課長 大 城 直 人 君

福祉政策課
長 浜 広 明 君福祉支援監

高齢者福祉
上 地 幸 正 君介 護 課 長

青少年・子ども
名渡山 晶 子 さん家 庭 課 長

子ども未来
喜舎場 健 太 君政 策 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

消費・くらし
長 嶺 祥 君安 全 課 長

平和援護・
玉 城 律 子 さん男女参画課長

教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育管理統括監 宜野座 葵 君

総 務 課 長 親 泊 信一郎 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

施 設 課 長 識 名 敦 君

学校人事課長 新 垣 健 一 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

保健体育課長 平 良 朝 治 君

生涯学習振興課長 佐次田 薫 君

生涯学習振興課新
城 田 久 嗣 君

県立図書館準備室長

審査概要

甲第１号議案及び甲第６号議案について子ども

生活福祉部長から、甲第１号議案について教育長

からそれぞれ提案理由の説明を聴取した後、質疑

に入り、放課後児童クラブ支援事業の実績と同ク

ラブに係る待機児童の有無、「戦世の記憶」平和

発信強化事業の内容と予算措置の状況、保育士確

保対策に係る予算額の確認、県及び市町村におけ

る待機児童解消計画の内容、重度心身障害児レス

パイトケア推進基金事業の概要とニーズの状況、

連携型中高一貫教育の取り組み、家庭教育力推進

「やーなれー」事業における家庭教育アドバイザ

ー養成の実績、「高校生調査」の中間報告に対す

る評価、高校生奨学給付金制度の利用状況、国に

おける中学校施設整備補助事業費に係る空調設備

の維持費改定の影響等について質疑が行われた。

（４）

◎平成29年３月10日（金曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後４時57分

場 所 第７委員会室

議 題
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１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（保健医療部所管分）

２ 甲第21号議案 平成29年度沖縄県病院事業

会計予算

３ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療政策課長 大 城 博 君

保健医療政策課
諸見里 真 君

医師確保対策監

保健医療政策課
国 吉 悦 子 さん

看 護 専 門 監

健康長寿課長 山 川 宗 貞 君

国民健康保険課長 宮 平 道 子 さん

薬務疾病対策課長 玉 城 宏 幸 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

県立病院課長 津嘉山 朝 雄 君

県立病院課
真栄城 守 君経営企画監

県立病院課
與那覇 博 康 君医療企画監

県立病院課
平 良 孝 美 さん看護企画監

県立病院課副参事 大 城 久 尚 君

北部病院長 仲 間 司 君

中部病院長 本 竹 秀 光 君

南部医療センター

・ こ ど も 医 療 佐久本 薫 君
セ ン タ ー 院 長

精和病院長 親富祖 勝 己 君

宮古病院長 上 原 哲 夫 君

八重山病院長 依 光 たみ枝 さん

審査概要

甲第１号議案について保健医療部長から、甲第

21号議案について病院事業局長からそれぞれ提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、がん検診

の受診率の推移、子供医療費の試算結果、肝炎対

策の委託料に係る予算要求額が大幅に減額されて

いる理由、新国民健康保険制度移行準備事業の実

施に伴うメリット、骨髄バンク登録を推進するた

めの方策、県立病院における未収金の総額とこれ

を改善するためのケースワーカーの役割、県立病

院の医師不足解消に向けた取り組み、新八重山病

院建設事業の進捗状況、病院事業における財産貸

し付けの状況、北部医療圏における地域周産期医

療センターの状況等について質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

し、決定した。

（５）

◎平成29年３月21日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時６分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第８号議案 沖縄県児童福祉施設の設備

及び運営に関する基準を求める条例の一部を

改正する条例

２ 乙第９号議案 沖縄県看護師等修学資金貸

与条例の一部を改正する条例

３ 乙第19号議案 債権の放棄について

４ 乙第20号議案 債権の放棄について

５ 請願平成28年第13号及び請願第１号、陳情

平成28年第37号の２、同第50号、同第61号、

同第79号、同第85号、同第89号の３、同第99号、

同第111号、同第114号、同第118号、同第133号、

同第139号、同第141号から同第143号まで、

同第157号、同第162号、同第177号、陳情第

２号、第３号の３、第７号、第15号、第18号、

第19号、第20号の２、第24号、第26号及び第

34号

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

照 屋 守 之 君
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次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

総 務 部
新 垣 浩 昭 君管財課班長

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

高齢者福祉
上 地 幸 正 君介 護 課 長

青少年・子ども
名渡山 晶 子 さん家 庭 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

平和援護・
玉 城 律 子 さん男女参画課長

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

保健医療政策課長 大 城 博 君

保健医療政策課
国 吉 悦 子 さん

看 護 専 門 監

生活衛生課長 與那原 良 克 君

薬務疾病対策課長 玉 城 宏 幸 君

土 木 建 築 部
鉢 嶺 貞 雄 君

道路管理課副参事

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

審査概要

乙第８号議案及び乙第19号議案について子ども

生活福祉部長から、乙第９号議案及び乙第20号議

案について保健医療部長からそれぞれ提案理由の

説明を聴取した後、質疑に入り、乙第８号議案に

ついては、児童福祉法改正前の情緒障害児短期治

療施設と同法改正後の児童心理治療施設の違い、

児童心理治療施設の入所対象となる児童の判断基

準と対象年齢、入所定員の算定根拠、児童相談所

と医療機関や警察等との連携のあり方、児童心理

治療施設の業務に必要となる資格の内容、職員の

配置に関する規程の有無等ついて質疑が行われ

た。

乙第９号議案については、質疑なし。

乙第19号議案については、連帯保証人に対する

督促の方法、償還者に対する相談業務等の支援の

状況、債権回収業務の委託化の検討、債権放棄の

常態化に対する懸念、母子寡婦福祉貸付基金にお

ける未収金の状況、自己破産確定後速やかに債権

放棄を行わなかった理由、貸し付け後の自立支援

に向けた横断的な取り組みの有無等について質疑

が行われた。

乙第20号議案については、連帯保証人を立てて

いない理由、債務者の所在確認の方法、現地調査

を行わなかった理由、看護師等就学資金貸付金に

係る未収金の状況、県の債権管理方針が定められ

た経緯等について質疑が行われた。

次に、陳情19件について子ども生活福祉部長か

ら、請願２件及び陳情10件について保健医療部長

から、陳情１件について病院事業局長からそれぞ

れ説明を聴取した後、質疑が行われた。

（６）

◎平成29年３月22日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時３分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第８号議案 沖縄県児童福祉施設の設備

及び運営に関する基準を求める条例の一部を

改正する条例

２ 乙第９号議案 沖縄県看護師等修学資金貸

与条例の一部を改正する条例

３ 乙第13号議案 沖縄県学校職員定数条例の

一部を改正する条例

４ 乙第19号議案 債権の放棄について

５ 乙第20号議案 債権の放棄について

６ 請願平成28年第13号及び請願第１号、陳情

平成28年第37号の２、同第50号、同第51号、

同第54号の２、同第61号、同第69号、同第72号、

同第79号、同第83号、同第85号、同第89号の

３、同第96号、同第99号、同第111号、同第

114号、同第118号、同第132号、同第133号、

同第139号、同第141号から同第143号まで、

同第154号、同第157号、同第162号、同第164号、

同第170号、同第177号、陳情第２号、第３号

の３、第７号、第15号、第18号、第19号、第

20号の２、第24号、第26号及び第34号
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７ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育指導統括監 與那嶺 善 道 君

総 務 課 長 親 泊 信一郎 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

施 設 課 長 識 名 敦 君

学校人事課長 新 垣 健 一 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

参 事 兼
石 川 聡 君義務教育課長

審査概要

乙第13号議案について教育長から提案理由の説

明を聴取した後、質疑に入り、沖縄本島北部地域

における県立高校の志願倍率が低い理由、県立特

別支援学校におけるクラス配置の状況、人材育成

に係る具体的な方策の有無、小・中学校における

教職員の正規率の向上に向けた取り組み、県立中

学校の学級数が増加した理由、農業の担い手育成

に向けた農林水産部との連携のあり方、通級指導

教員が増員される理由、寄宿舎職員の状況、栄養

教諭が未配置となっている学校における食育指導

の状況、全国学力テストの結果等について質疑が

行われた。

次に、陳情13件について教育長から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

次に、議案５件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願２件及び陳情38件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

（７）

◎平成29年３月27日（月曜日）

開 会 午後２時０分

散 会 午後４時30分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 教育及び学術文化について（沖縄県公立学

校教員候補者選考試験等について）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

参 考 人

前沖縄県教育長 諸見里 明 君

補 助 者

弁 護 士 松 田 政 行 君

弁 護 士 山 崎 貴 啓 君

審査概要

沖縄県公立学校教員候補者選考試験等について

参考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

文教厚生委員会議案処理一覧表
イ 処理（５件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ８ 号
沖縄県児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改 全 会 一 致

正する条例 原 案 可 決
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議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ９ 号 沖縄県看護師等修学資金貸与条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 1 3 号 沖縄県学校職員定数条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 9 号 債権の放棄について
全 会 一 致

可 決

乙 第 2 0 号 債権の放棄について 〃

文教厚生委員会請願処理一覧表
イ 審査未了（１件）

請願番号
受 理

件 名 請 願 者 名
年月日

平成28年
平成28年 厚生労働省における受動喫煙防止対策強化措置につい 沖縄県たばこ耕作組合

第 1 3 号
12月６日 て意見書提出を求める請願 副組合長 太田 彰外２名

（継続）

文教厚生委員会陳情処理一覧表
イ 処理（９件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
美ぎ島美しゃ市町村会

会議規則第90条に

第 8 9 号 平成28年 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）
会長 石垣市長 中山 採 択

よる地方自治法第

の ３ ８月22日 圏域の振興発展に関する陳情
義隆

125条の措置

（継続） （知事及び教育委員会）

平成28年
沖縄県障害のある人もない人 障がいのある人もない人

第 9 9 号
平成28年 も共に暮らしやすい社会づく もいのち輝く条例づくり

〃 〃

（継続）
９月12日 り条例施行後３年目の見直し の会

に関する陳情 代表 長位 鈴子

平成28年
会議規則第90条に

第118号
平成28年 沖縄県における管理栄養士養 沖縄県栄養士会

〃
よる地方自治法第

（継続）
９月27日 成校設置に関する陳情 会長 下地 洋子 125条の措置

（知 事）

平成28年 沖縄県立八重山農林高等
会議規則第90条に

第132号
平成28年 離島の高校の寄宿舎改築に関

学校 沖縄みずほ会 〃
よる地方自治法第

（継続）
10月４日 する陳情

会長 大浜 敏夫
125条の措置

（教育委員会）

平成28年 沖縄戦遺骨収集ボランテ
会議規則第90条に

第177号
平成28年 首里城内第32軍司令部壕説明

ィア「ガマフヤー」 〃
よる地方自治法第

（継続）
12月７日 板の文言復活を求める陳情

代表 具志堅 隆松
125条の措置

（知 事）
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陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

会議規則第90条に

第 ３ 号 平成28年 平成28年度久米島町の振興施 久米島町長
採 択

よる地方自治法第

の ３ 12月21日 策に関する陳情 大田 治雄外２人 125条の措置

（知事及び教育委員会）

精神障害者に対する「重度心 公益社団法人 沖縄県精
会議規則第90条に

第 1 8 号
平成29年

身障がい者医療費補助制度の 神保健福祉会連合会 〃
よる地方自治法第

２月15日
適用」に関する陳情 会長 島田 正博

125条の措置

（知 事）

第 2 0 号 平成29年
石垣市議会野党連絡協議

の ２ ２月22日
石垣市振興に関する陳情 会 〃 〃

会長 長浜 信夫外４人

平成29年 骨髄バンクドナー女性制度導
沖縄県骨髄バンクを支援

第 2 4 号
３月２日 入に関する陳情

する会 〃 〃

代表 上江洲 富夫

文教厚生委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第１号 民泊サービスにおける簡易宿泊営

業のフロント業務簡便化に関する請願

２ 陳情平成28年第37号の２ 集団的自衛権を容認

する「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳

情

３ 陳情平成28年第50号 認可外保育園の現状と活

用に関する陳情

４ 陳情平成28年第51号 「慰霊の日」のあり方に

関する陳情

５ 陳情平成28年第54号の２ 「しまくとぅば教育

センター」の設置要請を受け入れた学校教育を行

わないよう求める陳情

６ 陳情平成28年第61号 犯罪被害者支援条例の制

定を求める陳情

７ 陳情平成28年第69号 過度な競争になっている

「学力推進運動」を改め、子供たちに豊かな教育

を求める陳情

８ 陳情平成28年第72号 学校における「集団フッ

化物洗口導入」に反対する陳情

９ 陳情平成28年第79号 「民泊新法」についての

意見書の提出を求める陳情

10 陳情平成28年第83号 「沖縄県内で学ぶ学生へ

の給付型奨学金」に関する陳情

11 陳情平成28年第85号 成人向けビデオに関する

陳情

12 陳情平成28年第96号 「しまくとぅばの保護・

強化に関する条例」の制定に関する陳情

13 陳情平成28年第111号 障害者への合理的配慮

や対応に関する陳情

14 陳情平成28年第114号 離島・北部地区におけ

る歯科衛生士の不足に対する学生就学支援に関す

る陳情

15 陳情平成28年第133号 離婚後の親子の面会交

流に関する法整備と支援を求める陳情

16 陳情平成28年第139号 子供の医療費助成への

「罰則」廃止と国の制度化を求める陳情

17 陳情平成28年第141号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」の提出

を求める陳情

18 陳情平成28年第142号 介護保険制度の見直し

に対する陳情

19 陳情平成28年第143号 「要介護１・２」の「一

部保険給付からの除外」を中止し、安心、安全の

介護保障を国の責任で実現するよう求める陳情

20 陳情平成28年第154号 医療ケアが必要な子供

の就学支援と就学の改善を求める陳情

21 陳情平成28年第157号 認可外保育園に関する

陳情
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22 陳情平成28年第162号 意思疎通支援事業等の

充実に関する陳情

23 陳情平成28年第164号 普天間高等学校の西普

天間地区返還跡地への移転に関する陳情

24 陳情平成28年第170号 スクールカウンセラー

に準ずる者の待遇改善に関する陳情

25 陳情第２号 ヤンバルに基幹病院の早期創設を

求める陳情

26 陳情第７号 沖退連2016年度医療・介護制度及

び地域公共交通機関に関する陳情

27 陳情第15号 沖縄戦身元不明孤児の身元判明事

業を求める陳情

28 陳情第19号 北朝鮮による拉致の可能性を排除

できない沖縄県民の早期救出と真相解明を求める

陳情

29 陳情第26号 ヘイトスピーチに関する陳情

30 陳情第34号 学校法人うるま学園うるま医療福

祉大学設立に関する陳情

31 青少年について（所管事務調査）

32 社会福祉及び社会保障について（所管事務調査）

33 県民生活について（所管事務調査）

34 交通安全問題について（所管事務調査）

35 平和及び男女共同参画について（所管事務調査）

36 保健衛生について（所管事務調査）

37 医療について（所管事務調査）

38 教育及び学術文化について（所管事務調査）

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時６分

散 会 午後５時20分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 本委員会の所管事務に係る予算事項の調査

について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る予算事項の調

査について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年３月９日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時31分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（土木建築部所管分）

２ 甲第５号議案 平成29年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

３ 甲第７号議案 平成29年度沖縄県下水道事

業特別会計予算

４ 甲第13号議案 平成29年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

５ 甲第16号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計予算

６ 甲第17号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

７ 甲第18号議案 平成29年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

８ 甲第19号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君
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仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

商工労働部 屋 宜 宣 秀 君
労働政策課長

土木建築部長 宮 城 理 君

土木総務課長 上運天 先 一 君

技術・建設業課長 津嘉山 司 君

道路街路課長 古 堅 孝 君

道路管理課長 小橋川 透 君

河 川 課 長 照 屋 寛 志 君

海岸防災課長 永 山 正 君

港 湾 課 長 我那覇 生 男 君

港湾課港湾開発監 外 間 修 君

空 港 課 長 與那覇 聰 君

都 市 計 画 ・ 松 島 良 成 君
モノレール課長

下水道課長 金 城 光 祐 君

建築指導課長 立 津 さとみ さん

施設建築課長 嘉 川 陽 一 君

審査概要

甲第１号議案、甲第５号議案、甲第７号議案、

甲第13号議案、甲第16号議案から甲第19号議案ま

でについて土木建築部長から予算概要の説明を聴

取した後、質疑に入り、土木建築部全体の予算額

減の理由や執行率の状況、伊平屋空港建設に向け

ての状況、辺野古埋立事業に係る承認取消判断に

至る過程、航空機整備基地整備事業の進捗状況、

沖縄振興公共投資交付金と沖縄振興特別推進交付

金減による市町村への影響等について質疑が行わ

れた。

（３）

◎平成29年３月10日（金曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後５時８分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算（環境部所管分）

２ 甲第22号議案 平成29年度沖縄県水道事業

会計予算

３ 甲第23号議案 平成29年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

４ 予算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境企画統括監 棚 原 憲 実 君

参 事 謝名堂 聡 君

環境政策課基地
玉 城 不二美 さん

環境特別対策室長

環境政策課副参事 普天間 朝 好 君

環境保全課長 仲宗根 一 哉 君

環境整備課長 松 田 了 君

自然保護課長 金 城 賢 君

環境再生課長 崎 洋 一 君

企 業 局 長 町 田 優 君

企業企画統括監 大 村 敏 久 君

企業技術統括監 稲 嶺 信 男 君

参 事 兼 渡嘉敷 道 夫 君
総務企画課長

経 理 課 長 上 原 淳 君

配水管理課長 仲 村 豊 君

建設計画課長 石 新 実 君

審査概要

甲第１号議案について環境部長から、甲第22号

議案及び甲第23号議案について企業局長からそれ

ぞれ予算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、

公共関与産業廃棄物管理型最終処分場建設の進捗
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状況と今後のスケジュール、動物愛護に関するボ

ランティアへの補助の有無や沖縄県の殺処分数に

関する目標、国立自然史博物館誘致に関する県の

見解、離島廃棄物適正化処理促進事業の概要、赤

土流出の原因と対策、東系導水路トンネル補強工

事の進捗状況と今後の見通し、南城市の老朽化管

路の更新計画、市町村から工業用水の配水計画要

望が出た場合の対応、水道広域化施設整備事業に

係る本島周辺離島への用水供給開始時期、水道事

業及び工業用水道事業の収支バランス等について

質疑が行われた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

を行い、土木建築部が辺野古埋立事業の審査をし

た項目が取り消しに足るものだったのかについて

を要調査事項として報告することに決定した。

（４）

◎平成29年３月21日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後６時42分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第11号議案 沖縄県空港の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例

２ 乙第12号議案 沖縄県文教地区建築条例の

一部を改正する条例

３ 乙第15号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

４ 乙第16号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

５ 乙第17号議案 財産の取得について

６ 乙第18号議案 財産の取得について

７ 乙第22号議案 訴えの提起について

８ 乙第24号議案 県道の路線の認定及び廃止

について

９ 乙第25号議案 公共下水道の幹線管渠等の

設置に係る事業の執行に伴う負担金の徴収に

ついて

10 乙第26号議案 流域下水道の建設事業執行

に伴う負担金の徴収についての議決内容の一

部変更について

11 陳情平成28年第31号、同第32号、同第41号、

同第44号、同第45号の４、同第46号、同第56号、

同第57号、同第59号、同第64号、同第65号、

同第75号、同第76号、同第84号、同第88号、

同第89号の４、同第106号、同第107号、同

第115号、同第134号、同第135号、同第145号、

同第156号、同第160号、同第169号、陳情第

３号の４，第８号、第９号、第11号、第12号

の２、第20号の３、第21号、第29号及び第30号

12 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

参 事 謝名堂 聡 君

環境整備課長 松 田 了 君

自然保護課長 金 城 賢 君

土木建築部長 宮 城 理 君

建築都市統括監 豊 岡 正 広 君

技術・建設業課長 津嘉山 司 君

道路街路課長 古 堅 孝 君

道路管理課長 小橋川 透 君

河 川 課 長 照 屋 寛 志 君

海岸防災課長 永 山 正 君

港 湾 課 長 我那覇 生 雄 君

空 港 課 長 與那覇 聰 君

下水道課長 金 城 光 祐 君

建築指導課長 立 津 さとみ さん

住 宅 課 長 佐久川 尚 君

住宅課副参事 比屋根 勉 君

審査概要

乙第11号議案、乙第12号議案、乙第15号議案か

ら乙第18号議案まで、乙第22号議案及び乙第24号

議案から乙第26号議案までについて土木建築部長

から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、
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乙第11号議案については、ボンディングの意味、

条例改正理由、他国での運用開始時期等について

質疑が行われた。

乙第12号議案については、県内の文教地区の指

定状況、権限移譲の内容、市町村との権限移譲の

協議状況等について質疑が行われた。

乙第15号議案については、工事の次年度繰り越

しの可能性、今後の工事の進め方、設計・見積も

りの実態等について質疑が行われた。

乙第16号議案については、地すべり防止区域の

工事への対策、宜野湾北中城線整備の優先順位現

道の拡幅状況等について質疑が行われた。

乙第17号議案については、クレーン導入による

効果、ＭＩＣＥ立地による港湾計画への影響、入

札の状況等について質疑が行われた。

乙第18号議案については、質疑なし。

乙第22号議案については、過去５年間の強制執

行の実績、平成28年度の県営住宅使用料減免額増

加の理由、ケースワーカーの体制等について質疑

が行われた。

乙第24号議案については、質疑なし。

乙第25号議案については、特定環境保全公共下

水道の概要及び補助率、当該事業についての今後

の見通し、下水道の接続率等について質疑が行わ

れた。

乙第26号議案については、公共下水道について

八重瀬町から相談の有無、農業集落排水と公共下

水道の統合等について質疑が行われた。

次に、陳情27件について土木建築部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情10件について環境部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案10件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、陳情34件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

土木環境委員会議案処理一覧表
イ 処理（10件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 1 1 号 沖縄県空港の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 1 2 号 沖縄県文教地区建築条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 5 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について
全 会 一 致

可 決

乙 第 1 6 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について 〃

乙 第 1 7 号 財産の取得について 〃

乙 第 1 8 号 財産の取得について 〃

乙 第 2 2 号 訴えの提起について 〃

乙 第 2 4 号 県道の路線の認定及び廃止について 〃

乙 第 2 5 号
公共下水道の幹線管渠等の設置に係る事業の執行に伴う負担金の徴収につ

〃
いて

乙 第 2 6 号
流域下水道の建設事業執行に伴う負担金の徴収についての議決内容の一部

〃
変更について
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土木環境委員会陳情処理一覧表
イ 処理（１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年 「名護市一般廃棄物最終処分
一般社団法人廃棄物処理 会議規則第90条に

第 5 9 号
平成28年

場の不適正なる維持管理」に
施設技術管理協会

採 択
よる地方自治法第

（継続）
６月27日

関する陳情
九州沖縄代表代議員 125条の措置

岸本 直也 （知 事）

土木環境委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第31号 県内各離島の港湾整備及

び港湾環境の整備に関する陳情

２ 陳情平成28年第32号 県内各離島の港湾整備及

び港湾環境の整備に関する陳情

３ 陳情平成28年第41号 県内各離島の港湾整備及

び港湾環境の整備に関する陳情

４ 陳情平成28年第44号 県内各離島の港湾整備及

び港湾環境の整備に関する陳情

５ 陳情平成28年第45号の４ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

６ 陳情平成28年第46号 県内各離島の港湾整備及

び港湾環境の整備に関する陳情

７ 陳情平成28年第56号 本部港「立体駐車場」の

早期整備に関する陳情

８ 陳情平成28年第57号 本部港「立体駐車場」の

早期整備に関する陳情

９ 陳情平成28年第64号 玉城那覇自転車道の早期

整備及び市道整備が重複する路線の早期整備を求

める陳情

10 陳情平成28年第65号 南部東道路整備に関する

陳情

11 陳情平成28年第75号 県内下請業者優先活用の

周知徹底に関する陳情

12 陳情平成28年第76号 公共工事の施工による損

害賠償を求める陳情

13 陳情平成28年第84号 伊平屋空港の整備に関す

る陳情

14 陳情平成28年第88号 泊埠頭岸壁使用に関する

陳情

15 陳情平成28年第89号の４ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

16 陳情平成28年第106号 県の建設業許可業者及

び県指定の建築確認検査機関の業務改善と指導を

求める陳情

17 陳情平成28年第107号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情

18 陳情平成28年第115号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情

19 陳情平成28年第134号 県内各離島の港湾整備

及び港湾環境の整備に関する陳情

20 陳情平成28年第135号 兼城相互団地の擁壁決

壊防止対策を求める陳情

21 陳情平成28年第145号 公共工事設計労務単価

の適切な引き上げに関する陳情

22 陳情平成28年第156号 県営古波蔵第３市街地

住宅の整備に関する陳情

23 陳情平成28年第160号 那覇港泊埠頭の乗船施

設整備に関する陳情

24 陳情平成28年第169号 公有水面埋立事業にお

ける埋立用材に係る外来生物の侵入防止に関する

条例の改正に関する陳情

25 陳情第３号の４ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

26 陳情第８号 ペットに対する受動喫煙防止対策

を求める陳情

27 陳情第９号 アスファルト舗装版の切断汚濁水

（汚泥）及び紛体（粉じん）の適正処理に関する

陳情

28 陳情第11号 「沖縄県の蝶（県蝶）」の制定に

関する陳情

29 陳情第12号の２ 法定積載で安心・安全な交通

安全が担保できる適正単価を求める陳情

30 陳情第20号の３ 石垣市振興に関する陳情

31 陳情第21号 「（仮称）竹富島コンドイビーチ

リゾート事業計画」の開発行為許可の取り下げを
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求める陳情

32 陳情第29号 県内各離島の港湾整備及び港湾環

境の整備に関する陳情

33 陳情第30号 県内各離島の港湾整備及び港湾環

境の整備に関する陳情

34 道路、橋梁の整備事業について（所管事務調査）

35 港湾の整備事業について（所管事務調査）

36 空港の整備事業について（所管事務調査）

37 河川、海岸及び砂防の整備事業について（所管

事務調査）

38 都市計画事業について（所管事務調査）

39 上下水道事業について（所管事務調査）

40 住宅環境の改善について（所管事務調査）

41 建築関係について（所管事務調査）

42 公害防止及び環境保全について（所管事務調査）

43 緑化の推進について（所管事務調査）

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時24分

散 会 午後５時26分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

山 川 典 二 君

照 屋 守 之 君

金 城 勉 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年３月14日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前11時16分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米海兵隊の

つり下げ訓練によるＵＨ１ヘリコプターから

のタイヤ落下事故について）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米海兵隊の

つり下げ訓練によるＵＨ１ヘリコプターから

のタイヤ落下事故に関する意見書及び同抗議

決議について（追加議題））

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

山 川 典 二 君

照 屋 守 之 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

知事公室基地
池 田 竹 州 君防災統括監

知事公室基地
伊 田 幸 司 君対策課副参事

審査概要

米海兵隊のつり下げ訓練によるＵＨ１ヘリコプ

ターからのタイヤ落下事故について知事公室基地

防災統括監から説明を聴取した後、質疑が行われ

た。

次に、「米海兵隊のつり下げ訓練によるＵＨ１

-29-



ヘリコプターからのタイヤ落下事故に関する意見

書」及び「同抗議決議」の提出について協議した

結果、別掲のとおり提出することになった。

（３）

◎平成29年３月24日（金曜日）

開 会 午前10時42分

散 会 午後５時47分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第39号、同第43号、同第78号、

同第80号、同第81号、同第117号、同第119号、

同第124号から同第127号まで、同第129号、

同第131号、同第138号、同第153号、同第161号、

同第163号、同第167号、同第168号、同第173号、

同第175号、同第178号から同第183号まで、

陳情第１号、第５号、第６号、第13号、第14号、

第17号、第20号の４、第23号、第25号、第27号

及び第28号

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（12月以降の

米軍関係の事件・事故について）

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍普天間

飛行場の５年以内の運用停止の実現を求める

意見書について（追加議題））

４ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（嘉手納飛行

場周辺における住宅防音工事対象区域（第１

種区域）の見直しに関する意見書について（追

加議題））

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
運 天 修 君基地対策課長

辺野古新基地建設
金 城 典 和 君

問 題 対 策 課 長

環境部環境
棚 原 憲 実 君

企画統括監

環境部環境
普天間 朝 好 君政策課副参事

環 境 部
仲宗根 一 哉 君環境保全課長

農林水産部
新 里 勝 也 君水 産 課 長

企業局参事兼
仲 村 豊 君配水管理課長

教育庁参事兼
石 川 聡 君義務教育課長

教育庁文化財課長 萩 尾 俊 章 君

警察本部刑事部長 當 山 達 也 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

審査概要

陳情38件について、知事公室長、環境部環境企

画統括監、企業局参事兼配水管理課長及び教育庁

参事兼義務教育課長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、12月以降の米軍関係の事件・事故につい

て警察本部刑事部長及び警察本部交通部長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情38件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、「米軍普天間飛行場の５年以内の運用停

止の実現を求める意見書」及び「嘉手納飛行場周

辺における住宅防音工事対象区域（第１種区域）

の見直しに関する意見書」の提出について、協議

した結果、一旦持ち帰って検討することになった。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

（４）

◎平成29年３月27日（月曜日）

開 会 午前11時15分

散 会 午前11時23分
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場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍普天間

飛行場の５年以内の運用停止の実現を求める

意見書について）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（嘉手納飛行

場周辺における住宅防音工事対象区域（第１

種区域）の見直しに関する意見書について）

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

山 川 典 二 君

審査概要

「米軍普天間飛行場の５年以内の運用停止の実

現を求める意見書」及び「嘉手納飛行場周辺にお

ける住宅防音工事対象区域（第１種区域）の見直

しに関する意見書」の提出について協議した結果、

別掲のとおり提出することになった。

米軍基地関係特別委員会閉会中

継 続 審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第39号 辺野古新基地建設を直ち

に中止し、普天間基地の即時閉鎖を求める陳情

２ 陳情平成28年第43号 第353特殊作戦群エリア

開発計画の即時撤回を求める陳情

３ 陳情平成28年第78号 ヤンバル上空のオスプレ

イ飛行禁止等を求める陳情

４ 陳情平成28年第80号 Ｆ16戦闘機の嘉手納基地

への大挙飛来に対する陳情

５ 陳情平成28年第81号 Ｆ15戦闘機からのフレア

誤射に対する陳情

６ 陳情平成28年第117号 高江ヘリパッド建設に

伴う環境破壊への懸念に関する陳情

７ 陳情平成28年第119号 北部訓練場のオスプレ

イ飛行訓練による高江区民の生活権の侵害につい

て視察し改善を求める陳情

８ 陳情平成28年第124号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設工事等に関する陳情

９ 陳情平成28年第125号 継続審議になった陳情

第78号の再審議を求める陳情

10 陳情平成28年第126号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設に対する抗議決議を求める陳情

11 陳情平成28年第127号 米軍北部訓練場のオス

プレイパッド建設とヤンバル上空のオスプレイ飛

行に関する陳情

12 陳情平成28年第129号 ＡＶ８Ｂハリアーの墜

落事故に関する陳情

13 陳情平成28年第131号 ＡＶ８Ｂハリアーの墜

落事故に関する陳情

14 陳情平成28年第138号 北部訓練場のヘリパッ

ド建設に関する陳情

15 陳情平成28年第153号 高江でのヘリパッド建

設に向けた資材搬入等の中止を求める陳情

16 陳情平成28年第161号 ４度の国際自然保護連

合勧告・決議の履行を日本政府と国際自然保護連

合に求める陳情

17 陳情平成28年第163号 高江のヘリパッド建設

及びオスプレイ飛行に関する陳情

18 陳情平成28年第167号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設及び米軍への提供に反対し、米軍機の

飛行訓練への使用禁止を求める陳情

19 陳情平成28年第168号 高江ヘリパッド工事に

よる沖縄県民の生活用水汚染の可能性に関する陳

情

20 陳情平成28年第173号 平成29年度住宅防音工

事の予算確保とコンター見直しに関する陳情

21 陳情平成28年第175号 米軍北部訓練場ヘリパ

ッド建設に関する意見書を支持する陳情

22 陳情平成28年第178号 翁長知事及びオール沖

縄に対する陳情

23 陳情平成28年第179号 米軍キャンプ・シュワ

ブ陸上部工事の受け入れに関する陳情
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24 陳情平成28年第180号 米軍訓練場新設ヘリパ

ッドにおけるオスプレイの飛行禁止等を求める陳

情

25 陳情平成28年第181号 高江オスプレイパッド

建設反対宣言に関する陳情

26 陳情平成28年第182号 北部訓練場について県

民に対する説明責任を果たすことを求める陳情

27 陳情平成28年第183号 高江ヘリパッド建設に

関する陳情

28 陳情第１号 オスプレイのつり下げ訓練及び騒

音被害に対する抗議並びに着陸帯ファルコン撤去

に関する陳情

29 陳情第５号 ＭＶ22オスプレイ墜落事故に関す

る陳情

30 陳情第６号 嘉手納基地における米軍機の騒音

激化に関する陳情

31 陳情第13号 沖縄の民意を尊重し、地方自治の

堅持を日本政府に求める陳情

32 陳情第14号 沖縄防衛局のコンター見直しに関

する陳情

33 陳情第17号 嘉手納基地における米軍機の騒音

激化に対する陳情

34 陳情第20号の４ 石垣市振興に関する陳情

35 陳情第23号 北部訓練場に関する陳情

36 陳情第25号 在沖米海兵隊の駐留検証に関する

陳情

37 陳情第27号 オスプレイ等の飛行訓練による高

江区民の生活権侵害の現状を把握し、オスプレイ

の飛行禁止を求める陳情

38 陳情第28号 北部訓練場に関する陳情

39 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸

問題の調査及び対策の樹立

米海兵隊のつり下げ訓練による

ＵＨ１Ｙヘリコプターからのタ

イヤ落下事故に関する意見書

去る３月８日、米軍ＵＨ１Ｙヘリコプターが宜野

座村城原区と金武町中川区周辺でつり下げ訓練を行

い、つり下げていた複数のタイヤをキャンプ・ハン

セン内に落下させる事故が発生した。

米海兵隊は、昨年12月６日から連日にわたり住宅

や農地等、民間地上空での物資のつり下げ訓練を実

施し、地元自治体等の強い抗議を受けしばらく訓練

を中止していたが、再び訓練を開始した直後に今回

の事故を起こした。

つり下げ訓練は、一歩間違えば県民を巻き込む重

大事故につながる極めて危険な訓練であることか

ら、同訓練の中止を強く求めているところであるが、

海兵隊は、地元自治体等のたび重なる抗議や申し入

れを無視する形で訓練を繰り返している。

このような米軍の行為は、県民の生命を軽視し、

基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている地元

住民に対する配慮を全く欠いたものであると言わざ

るを得ず、政府においては、米軍に対し毅然とした

姿勢で強く抗議するとともに、日米両政府において

は、県民の過重な基地負担の軽減に向け、真摯に検

討・協議を行い、実効性のある措置を講ずるべきで

ある。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、米海兵隊のつり下げ訓練によ

るタイヤ落下事故に対し厳重に抗議するとともに、

下記の事項が速やかに措置されるよう強く要請す

る。

記

１ 民間地上空でのつり下げ飛行訓練を行わないこ

と。

２ 早朝、夜間及び民間地上空での飛行訓練を行わ

ないこと。

３ 兵員に対する教育及び訓練の管理を徹底するこ

と。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年３月16日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

米海兵隊のつり下げ訓練による

ＵＨ１Ｙヘリコプターからのタ

イヤ落下事故に関する抗議決議

去る３月８日、米軍ＵＨ１Ｙヘリコプターが宜野

座村城原区と金武町中川区周辺でつり下げ訓練を行
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い、つり下げていた複数のタイヤをキャンプ・ハン

セン内に落下させる事故が発生した。

米海兵隊は、昨年12月６日から連日にわたり住宅

や農地等、民間地上空での物資のつり下げ訓練を実

施し、地元自治体等の強い抗議を受けしばらく訓練

を中止していたが、再び訓練を開始した直後に今回

の事故を起こした。

つり下げ訓練は、一歩間違えば県民を巻き込む重

大事故につながる極めて危険な訓練であることか

ら、同訓練の中止を強く求めているところであるが、

海兵隊は、地元自治体等のたび重なる抗議や申し入

れを無視する形で訓練を繰り返している。

このような米軍の行為は、県民の生命を軽視し、

基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている地元

住民に対する配慮を全く欠いたものであると言わざ

るを得ず、政府においては、米軍に対し毅然とした

姿勢で強く抗議するとともに、日米両政府において

は、県民の過重な基地負担の軽減に向け、真摯に検

討・協議を行い、実効性のある措置を講ずるべきで

ある。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、米海兵隊のつり下げ訓練によ

るタイヤ落下事故に対し厳重に抗議するとともに、

下記の事項が速やかに措置されるよう強く要求す

る。

記

１ 民間地上空でのつり下げ飛行訓練を行わないこ

と。

２ 早朝、夜間及び民間地上空での飛行訓練を行わ

ないこと。

３ 兵員に対する教育及び訓練の管理を徹底するこ

と。

上記のとおり決議する。

平成29年３月16日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官
宛て

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官

在 沖 米 国 総 領 事

米軍普天間飛行場の運用停止の

実現を求める意見書

普天間飛行場の５年以内の運用停止については、

平成25年12月に閣議決定され、安倍首相が普天間飛

行場負担軽減推進会議において「できることは全て

行う」と述べるなど、政府としての見解が示されて

いた。

しかし、これまで政府が運用停止について米側と

具体的に協議をした形跡はほとんど見られない。世

界一危険とされる同飛行場の現状は放置されたま

ま、５年以内の期限とされる平成31年２月まで残り

２年を切り、運用停止に向けた道筋すら見えていな

いことはまことに遺憾である。

また、ここに来て政府は、「辺野古移設」の進捗

状況を理由に期限内の運用停止は実現困難であると

明言している。

その一方で、同飛行場周辺住民は騒音被害や航空

機事故の危険性にさらされ続け、昨年12月にはＭＶ

22オスプレイが同飛行場に胴体着陸する事故が発生

し、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている

住民の怒りと不安、墜落への恐怖は増すばかりであ

る。

そもそも同飛行場の５年以内の運用停止は、危険

性除去の早期実現に向けた政府と県との約束であ

り、県民の生命と財産を守ることを最優先するなら

ば、「辺野古移設」の進捗状況とは関係なく、速や

かにあらゆる方策により全力を挙げて取り組むべき

ものである。

危険性の除去を喫緊の課題としながら、問題解決

に消極的な政府の姿勢は断じて容認することはでき

ず、同飛行場の固定化は決してあってはならない。

よって、本県議会は、県民の生命、財産を守る立

場から、政府の責任において同飛行場の５年以内の

運用停止を確実に実現し、一日も早い危険性の除去

が図られるよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年３月29日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣
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嘉手納飛行場周辺における住宅

防音工事対象区域（第１種区域）

の見直しに関する意見書

防衛省は、住宅防音工事の対象となる第１種区域

について、最終指定告示以降相当の年数が経過して

いることなどを理由に順次見直しを進めており、嘉

手納飛行場周辺の区域については、沖縄防衛局が航

空機騒音の現状を把握するための騒音度調査を実施

するなど見直しに向けた作業が行われている。

嘉手納飛行場周辺においては、相次ぐ外来機の飛

来などによる騒音激化が問題となり抗議の声が上が

る中、現在進められている区域の見直し結果によっ

ては、さらなる基地負担の増大につながることが強

く懸念されている。仮に現行区域が縮小されること

があれば、県民の目に見える形での基地負担の軽減

に逆行するものであり、到底容認できるものではな

い。

このため、区域の見直しに当たっては、恒常的な

航空機騒音により平穏な生活環境が著しく侵害され

ている基地周辺住民に対し、新たな負担を強いるこ

とがないよう適切に対処する必要があり、国におい

ては住民の負担軽減が確保されるよう万全な対策を

講じるべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産と生活環

境を守る立場から、下記の事項が速やかに実現され

るよう強く要請する。

記

１ 区域の見直しに当たっては、航空機の飛行実態

や騒音被害等を十分考慮するとともに地元自治体

及び住民に十分説明を行いその意見を尊重するこ

と。

２ 現行区域を縮小することのないよう75Ｗ区域内

の建具復旧工事を実施すること。

３ 区域指定に係る航空機騒音の評価の基本となっ

ている「航空機騒音に係る環境基準」の適正化を

図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年３月29日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

環 境 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

公共交通ネットワーク特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時23分

散 会 午後５時25分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

大 城 一 馬 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年３月24日（金曜日）

開 会 午前10時41分

散 会 午後０時５分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第45号の５、同第60号、同第

90号、同第128号、陳情第３号の５及び第７

号の２

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席
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委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 下 地 明 和 君

交通政策課長 座 安 治 君

交 通 政 策 課
武 田 真 君

公共交通推進室長

審査概要

陳情６件について企画部長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

公共交通ネットワーク特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第45号の５ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

２ 陳情平成28年第60号 鉄軌道の導入ルートに関

する陳情

３ 陳情平成28年第90号 鉄軌道整備に係る中部東

・北部東ルート（Ｄ案）の実現を求める陳情

４ 陳情平成28年第128号 沖縄鉄軌道構想の「ル

ート案」決定に関する陳情

５ 陳情第３号の５ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

６ 陳情第７号の２ 沖退連2016年度医療・介護制

度及び地域公共交通機関に関する陳情

７ 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備拡充

並びにこれらに関連する諸問題の調査及び対策の

樹立

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時20分

散 会 午後５時23分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

具志堅 透 君

亀 濱 玲 子 さん

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

決 席

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

瑞慶覧 功 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年３月24日（金曜日）

開 会 午前10時40分

散 会 午後２時55分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸

問題の調査及び対策の樹立（「沖縄県高校生

調査」について）

２ 陳情平成28年第108号及び同第140号

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君
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具志堅 透 君

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

亀 濱 玲 子 さん

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君

福 祉 部 長

子ども未来
喜舎場 健 太 君

政 策 課 長

商 工 労 働 部
新 垣 秀 彦 君

産業雇用統括監

商工労働部
喜友名 朝 弘 君

雇用政策課長

商工労働部
屋 宜 宣 秀 君

労働政策課長

教 育 庁
登 川 安 政 君

教育支援課長

教 育 庁
半 嶺 満 君

県立学校教育課長

審査概要

子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問

題の調査及び対策の樹立（「沖縄県高校生調査」

について）について子ども生活福祉部子ども未

来政策課長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、陳情平成28年第108号及び同第140号に

ついて子ども生活福祉部長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、陳情２件について採決した結果、別掲

のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別

掲のとおり決定した。

子ども未来応援特別委員会陳情処理一覧表
イ 処理（陳情１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
特定非営利活動法人 会議規則第90条に

第 1 0 8 号
平成28年 「沖縄の子供の貧困対策」に りんく・いしかわ

採 択
よる地方自治法第

（継続）
９月23日 関する陳情 代表理事 山城 康代外 125条の措置

３人 （知 事）

子どもの未来応援特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第140号 貧困をなくし、子供の

未来を保障する対策を求める陳情

２ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問題

の調査及び対策の樹立

予算特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年３月２日（木曜日）

開 会 午後５時33分

散 会 午後５時57分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 予算特別委員会運営要領について

４ 理事の選任

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 座 波 一 君

山 川 典 二 君
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花 城 大 輔 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

翁 長 政 俊 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

親 川 敬 君

新 垣 光 栄 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

金 城 泰 邦 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

次呂久 成 崇 君

金 城 勉 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の崎山嗣幸君が委員長の互選

に関する職務を行い、指名推選により西銘純恵さ

んが委員長に選任された。

次に、指名推選により仲宗根悟君が副委員長に

選任された。

次に、予算特別委員会運営要領について協議し、

決定した。

次に、理事に親川敬君、比嘉京子さん、島袋大

君、座波一君及び金城泰邦君が選任された。

（２）

◎平成29年３月３日（金曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時55分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第24号議案 平成28年度沖縄県一般会計

補正予算（第４号）

２ 甲第25号議案 平成28年度沖縄県農業改良

資金特別会計補正予算（第１号）

３ 甲第26号議案 平成28年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計補正予算（第１号）

４ 甲第27号議案 平成28年度沖縄県下地島空

港特別会計補正予算（第１号）

５ 甲第28号議案 平成28年度沖縄県下水道事

業特別会計補正予算（第３号）

６ 甲第29号議案 平成28年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計補正予算（第１号）

７ 甲第30号議案 平成28年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計

補正予算（第１号）

８ 甲第31号議案 平成28年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計補正予算

（第１号）

９ 甲第32号議案 平成28年度沖縄県産業振興

基金特別会計補正予算（第１号）

10 甲第33号議案 平成28年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計補正予算（第

１号）

11 甲第34号議案 平成28年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計補正予算（第３号）

12 甲第35号議案 平成28年度沖縄県公債管理

特別会計補正予算（第１号）

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 座 波 一 君

山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

翁 長 政 俊 君

次呂久 成 崇 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

親 川 敬 君

新 垣 光 栄 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

防災危機管理課長 知 念 弘 光 君

総 務 部 長 金 城 武 君

総務私学課長 宮 城 嗣 吉 君

財 政 課 長 宮 城 力 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君
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管 財 課 長 照 屋 政 秀 君

企 画 部 長 下 地 明 和 君

企画調整課長 儀 間 秀 樹 君

交通政策課長 座 安 治 君

地域・離島課長 屋比久 義 君

市町村課長 松 永 享 君

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境整備課長 松 田 了 君

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

高齢者福祉
上 地 幸 正 君介 護 課 長

青少年・子ども
名渡山 晶 子 さん家 庭 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

保健医療部長 砂 川 靖 君

健康長寿課長 山 川 宗 貞 君

国民健康保険課長 宮 平 道 子 さん

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

流通・加工
幸 地 稔 君推 進 課 長

農政経済課長 崎 原 盛 光 君

営農支援課長 竹ノ内 昭 一 君

畜 産 課 長 池 村 薫 君

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

漁港漁場課長 島 袋 均 君

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

中小企業支援課長 金 城 学 君

企業立地推進課長 金 城 清 光 君

文 化 観 光
前 田 光 幸 君スポーツ部長

観光整備課長 平 敷 達 也 君

土木建築部長 宮 城 理 君

土木総務課長 上運天 先 一 君

河 川 課 長 照 屋 寛 志 君

海岸防災課長 永 山 正 君

住 宅 課 長 佐久川 尚 君

教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

文化財課長 萩 尾 俊 章 君

議会事務局長 知 念 正 治 君

審査概要

甲第24号議案から甲第35号議案までの補正予算

12件について総務部長からの説明を聴取した後、

質疑に入り、県税の法人事業税及び不動産取得税

の増額要因、個人県民税の減額理由、地方消費税

清算金の仕組みと補正減の理由、財政調整基金の

積立金の状況、駐留軍用地跡地利用促進費の事業

内容及び補正減の理由、沖縄離島住民等交通コス

ト負担軽減事業の概要及び補正の理由、保育所運

営費の事業内容及び補正の理由、国民健康保険財

政安定化基金への積み立てを補正予算で行う理

由、畜産・酪農収益強化整備対策事業の概要及び

補正の理由、住宅防音工事補助金の減額理由、防

音工事空調機設置に伴う入居者負担の有無、文化

財保存整備費の事業計画変更の理由と変更後の事

業の見通し、自主財源比率の年度末の見通し、地

方消費税清算金算定方法変更の本県への影響、地

方創生の深化のための新型交付金の内容及び補正

減の理由、ふるさと納税の本県と類似県との比較、

航空機購入費の補正減の理由及び価格交渉の状

況、離島航路補助事業で黒字化した航路名及びそ

の要因、石油製品輸送等補助金が不足した場合の

事業者への対応状況、海岸漂着物等地域対策推進

事業の市町村からの要望件数及び措置状況、安心

こども基金への積立金と繰越明許費との関連、保

育対策事業の減額補正の理由、農地中間管理機構

が行う借受農地の保全管理業務の内容、大型ＭＩ

ＣＥ臨港道路関連経費の減額理由及び今後の計

画、公営住宅建設費の事業内容及び財源振りかえ

の理由、人材育成推進費の高等学校等奨学事業の

補正減の理由等について質疑が行われた。

次に、審査日程を変更して、甲第24号議案から

甲第35号議案までの予算12件を採決した結果、別

掲のとおり決定した。

（３）

◎平成29年３月８日（水曜日）

開 会 午前10時23分

散 会 午前10時38分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算

２ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第３号議案 平成29年度沖縄県小規模企
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業者等設備導入資金特別会計予算

４ 甲第４号議案 平成29年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

５ 甲第５号議案 平成29年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

６ 甲第６号議案 平成29年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

７ 甲第７号議案 平成29年度沖縄県下水道事

業特別会計予算

８ 甲第８号議案 平成29年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

９ 甲第９号議案 平成29年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

10 甲第10号議案 平成29年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

11 甲第11号議案 平成29年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

12 甲第12号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

13 甲第13号議案 平成29年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

14 甲第14号議案 平成29年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

15 甲第15号議案 平成29年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

16 甲第16号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計予算

17 甲第17号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

18 甲第18号議案 平成29年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

19 甲第19号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

20 甲第20号議案 平成29年度沖縄県公債管理

特別会計予算

21 甲第21号議案 平成29年度沖縄県病院事業

会計予算

22 甲第22号議案 平成29年度沖縄県水道事業

会計予算

23 甲第23号議案 平成29年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 座 波 一 君

山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

翁 長 政 俊 君

次呂久 成 崇 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

親 川 敬 君

新 垣 光 栄 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 武 君

審査概要

甲第１号議案から甲第23号議案までの予算23件

について総務部長から予算概要の説明を聴取し

た。

委員会終了後、予算議案の審査等に関する基本

的事項に基づき、各常任委員会に対して所管事務

に係る予算事項の調査を依頼した。

（４）

◎平成29年３月16日（木曜日）

開 会 午前10時16分

散 会 午後２時０分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 常任委員長に対する質疑

２ 要調査事項及び特記事項の取り扱い等につ

いて

３ 総括質疑の取り扱いについて

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 座 波 一 君

山 川 典 二 君
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花 城 大 輔 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

次呂久 成 崇 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

親 川 敬 君

新 垣 光 栄 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

翁 長 政 俊 君

説明員の職、氏名

総務企画委員長 渡久地 修 君

経済労働委員長 瑞慶覧 功 君

土木環境委員長 新 垣 清 涼 君

審査概要

各常任委員会から提出された予算調査報告書に

ついて、５名の委員から質疑通告のあった総務企

画委員長、経済労働委員長及び土木環境委員長の

着席後、質疑に入り、大型ＭＩＣＥ施設整備事

業について、大型ＭＩＣＥ受入環境整備事業に

ついて、土木建築部が辺野古埋立事業の審査を

した項目が取り消しに足るものだったのかにつ

いて、ワシントン駐在員の業務内容、事務所設

置の費用対効果について、サンゴの再生事業に

ついて、伊平屋空港建設の現況について、伊是

名・伊平屋架橋事業の進捗について、動物愛護

の取り組みについてについて質疑が行われた。

次に、各常任委員会から提出された要調査事項

４件の取り扱いについて理事会で協議した結果、

意見の一致を見なかった。

次に、総括質疑について自民党所属委員から知

事及び副知事の出席を求める動議が提出され採決

した結果、賛成少数で否決され総括質疑は行わな

いことになった。

（５）

◎平成29年３月24日（金曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前10時20分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

予算

２ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県農業改良

資金特別会計予算

３ 甲第３号議案 平成29年度沖縄県小規模企

業者等設備導入資金特別会計予算

４ 甲第４号議案 平成29年度沖縄県中小企業

振興資金特別会計予算

５ 甲第５号議案 平成29年度沖縄県下地島空

港特別会計予算

６ 甲第６号議案 平成29年度沖縄県母子父子

寡婦福祉資金特別会計予算

７ 甲第７号議案 平成29年度沖縄県下水道事

業特別会計予算

８ 甲第８号議案 平成29年度沖縄県所有者不

明土地管理特別会計予算

９ 甲第９号議案 平成29年度沖縄県沿岸漁業

改善資金特別会計予算

10 甲第10号議案 平成29年度沖縄県中央卸売

市場事業特別会計予算

11 甲第11号議案 平成29年度沖縄県林業・木

材産業改善資金特別会計予算

12 甲第12号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算

13 甲第13号議案 平成29年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計予算

14 甲第14号議案 平成29年度沖縄県国際物流

拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算

15 甲第15号議案 平成29年度沖縄県産業振興

基金特別会計予算

16 甲第16号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計予算

17 甲第17号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

マリン・タウン特別会計予算

18 甲第18号議案 平成29年度沖縄県駐車場事

業特別会計予算

19 甲第19号議案 平成29年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予

算
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20 甲第20号議案 平成29年度沖縄県公債管理

特別会計予算

21 甲第21号議案 平成29年度沖縄県病院事業

会計予算

22 甲第22号議案 平成29年度沖縄県水道事業

会計予算

23 甲第23号議案 平成29年度沖縄県工業用水

道事業会計予算

出 席

委 員 長 西 銘 純 恵 さん

副 委 員 長 仲宗根 悟 君

委 員 座 波 一 君

山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

翁 長 政 俊 君

次呂久 成 崇 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

比 嘉 京 子 さん

親 川 敬 君

新 垣 光 栄 君

上 原 正 次 君

玉 城 武 光 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

議案の採決に先立ち、甲第１号議案については、

沖縄・自民党所属委員から修正動議が提出され

た。

次に、甲第１号議案に対する修正案を採決した

結果、賛成少数で否決された。

次に、甲第１号議案の原案を採決した結果、別

掲のとおり決定した。

甲第19号議案の採決に先立ち、共産党所属委員

が採決に加わることができない旨を表明して退室

した。

次に、甲第19号議案を採決した結果、別掲のと

おり決定した。採決後、共産党所属委員が入室し

た。

次に、甲第２号議案から甲第18号議案まで、甲

第20号議案から甲第23号議案までの予算21件を採

決した結果、別掲のとおり決定した。

予算特別委員会議案処理一覧表
イ 処理（35件）

（先議）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 2 4 号 平成28年度沖縄県一般会計補正予算（第４号）
全 会 一 致

原 案 可 決

甲 第 2 5 号 平成28年度沖縄県農業改良資金特別会計補正予算（第１号） 〃

甲 第 2 6 号 平成28年度沖縄県中小企業振興資金特別会計補正予算（第１号） 〃

甲 第 2 7 号 平成28年度沖縄県下地島空港特別会計補正予算（第１号） 〃

甲 第 2 8 号 平成28年度沖縄県下水道事業特別会計補正予算（第３号） 〃

甲 第 2 9 号 平成28年度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計補正予算（第１号） 〃

甲 第 3 0 号
平成28年度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計補正

〃
予算（第１号）

-41-



議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 3 1 号
平成28年度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計補正予算 全 会 一 致

（第１号） 原 案 可 決

甲 第 3 2 号 平成28年度沖縄県産業振興基金特別会計補正予算（第１号） 〃

甲 第 3 3 号
平成28年度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別会計補正予算（第１

〃
号）

甲 第 3 4 号 平成28年度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計補正予算（第３号） 〃

甲 第 3 5 号 平成28年度沖縄県公債管理特別会計補正予算（第１号） 〃

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 １ 号 平成29年度沖縄県一般会計予算
多 数

原 案 可 決

甲 第 ２ 号 平成29年度沖縄県農業改良資金特別会計予算
全 会 一 致

原 案 可 決

甲 第 ３ 号 平成29年度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会計予算 〃

甲 第 ４ 号 平成29年度沖縄県中小企業振興資金特別会計予算 〃

甲 第 ５ 号 平成29年度沖縄県下地島空港特別会計予算 〃

甲 第 ６ 号 平成29年度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 〃

甲 第 ７ 号 平成29年度沖縄県下水道事業特別会計予算 〃

甲 第 ８ 号 平成29年度沖縄県所有者不明土地管理特別会計予算 〃

甲 第 ９ 号 平成29年度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計予算 〃

甲 第 1 0 号 平成29年度沖縄県中央卸売市場事業特別会計予算 〃

甲 第 1 1 号 平成29年度沖縄県林業・木材産業改善資金特別会計予算 〃

甲 第 1 2 号 平成29年度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計予算 〃

甲 第 1 3 号 平成29年度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計予算 〃

甲 第 1 4 号 平成29年度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計予算 〃

甲 第 1 5 号 平成29年度沖縄県産業振興基金特別会計予算 〃
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議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 1 6 号 平成29年度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別会計予算
全 会 一 致

原 案 可 決

甲 第 1 7 号 平成29年度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計予算 〃

甲 第 1 8 号 平成29年度沖縄県駐車場事業特別会計予算 〃

甲 第 1 9 号 平成29年度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計予算 〃

甲 第 2 0 号 平成29年度沖縄県公債管理特別会計予算 〃

甲 第 2 1 号 平成29年度沖縄県病院事業会計予算 〃

甲 第 2 2 号 平成29年度沖縄県水道事業会計予算 〃

甲 第 2 3 号 平成29年度沖縄県工業用水道事業会計予算 〃

注：甲第１号議案に対し修正案が提出されたが、賛成少数で否決。
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平成29年第１回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年４月27日（木曜日）

開 会 午後１時30分

散 会 午後２時45分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 不発弾等対策について（不発弾の現状につ

いて）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 又 吉 清 義 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

欠 席

花 城 大 輔 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

参 考 人

一般社団法人
沖縄県磁気探査 平 良 恒 男 君
協 会 会 長

一般社団法人
沖縄県磁気探査 瑞慶覧 哲 己 君
協 会 副 会 長

一般社団法人
沖縄県磁気探査 玉 城 幸 人 君
協 会 副 会 長

補 助 者

一般社団法人
沖縄県磁気探査 大 城 栄 君
協会事務局長

審査概要

不発弾等対策について参考人から意見を聴取し

た後、質疑が行われた。

（２）

◎平成29年５月29日（月曜日）

開 会 午後１時30分

散 会 午後３時18分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 不発弾等対策について（沖縄県の不発弾等

対策の現状について）

２ 不発弾等対策について（沖縄県不発弾等対

策条例（素案）に対する意見について）

３ 視察調査日程について（追加議題）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

中 川 京 貴 君

玉 城 満 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

防災危機管理課
伊 禮 剛 君

副 参 事

審査概要

沖縄県の不発弾等対策の現状について知事公室

長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄県不発弾等対策条例（素案）に対す

る意見について、知事公室長から県の考えを聴取

した後、質疑が行われた。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

総務企画委員会

委員派遣
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（１）

視察調査の日時

平成29年６月７日（１日間）

視察調査の場所

渡嘉敷村

視察調査事項

１ 総合開発及び地域振興について（振興諸施策

の現状及び課題について）

参 加 者

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年５月18日（木曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後３時42分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情平成

28年第50号、同第157号及び同第162号）

２ 参考人招致について（追加議題）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

参 考 人（陳情平成28年第162号について）

池 間 加代子 さん

補 助 者（陳情平成28年第162号について）

川 上 恵 さん

参 考 人（陳情平成28年第50号及び同第

157号について）

那覇子育て支援

保育施設連絡 真栄城 美登里 さん
協 議 会

沖縄県認可外
保育園連絡協 末 広 尚 希 君
議 会 会 長

審査概要

陳情平成28年第50号、同第157号及び同第162号

について参考人から意見を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、参考人招致について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年５月19日（金曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後２時35分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情平成

28年第154号及び陳情第19号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

参 考 人（陳情平成28年第154号について）
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あまいるの会
仲 間 久実子 さん会 長

補 助 者（陳情平成28年第154号について）

勝 連 聖 史 君

仲 間 百 恵 さん

参 考 人（ 陳 情 第 1 9 号 に つ い て ）

北朝鮮による拉致

の可能性を排除で

きない失踪者の早 金武川 政 司 君
期救出と真相究明

を求める家族会

補 助 者（ 陳 情 第 1 9 号 に つ い て ）

久 志 勝 則 君

審査概要

陳情平成28年第154号及び陳情第19号について

参考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年４月20日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前11時32分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（恩納村の安

富祖ダム工事現場における流弾事故につい

て）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（恩納村の安

富祖ダム工事現場における流弾事故に関する

意見書及び同抗議決議について（追加議題））

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

花 城 大 輔 君

照 屋 守 之 君

崎 山 嗣 幸 君

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
池 田 竹 州 君

基地対策統括監

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

審査概要

恩納村の安富祖ダム工事現場における流弾事故

について知事公室基地対策統括監から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

次に、「恩納村の安富祖ダム工事現場における

流弾事故に関する意見書」及び「同抗議決議」の

提出について協議した結果、一旦持ち帰って検討

することになった。

（２）

◎平成29年４月26日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後０時14分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（恩納村の安

富祖ダム工事現場における流弾事故につい

て）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（嘉手納飛行

場における米軍のパラシュート降下訓練につ

いて）

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（恩納村の安

富祖ダム工事現場における流弾事故に関する

意見書及び同抗議決議について）

４ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（嘉手納飛行

場における米軍のパラシュート降下訓練等に

関する意見書及び同抗議決議について（追加

議題））
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出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

欠 席

山 川 典 二 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

審査概要

恩納村の安富祖ダム工事現場における流弾事故

及び嘉手納飛行場における米軍のパラシュート

降下訓練について知事公室長から説明を聴取し

た後、質疑が行われた。

次に、「恩納村の安富祖ダム工事現場における

流弾事故に関する意見書」及び「同抗議決議」の

提出について協議した結果、一旦持ち帰って検討

することに決定した。

次に、「嘉手納飛行場における米軍のパラシュ

ート降下訓練等に関する意見書」及び「同抗議決

議」の提出について協議した結果、別掲のとおり

提出することになった。

（３）

◎平成29年５月１日（月曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午前10時10分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（恩納村の安

富祖ダム工事現場における流弾事故に関する

意見書及び同抗議決議について）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

崎 山 嗣 幸 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

「恩納村の安富祖ダム工事現場における流弾事

故に関する意見書」及び「同抗議決議」の提出に

ついて協議した結果、別掲のとおり提出すること

になった。

嘉手納飛行場における米軍のパ

ラシュート降下訓練等に関する

意見書

去る４月24日、米空軍と米陸軍は伊江島の天候不

良等を理由に嘉手納飛行場においてパラシュート降

下訓練を実施し、周辺住民を初め県民に大きな不安

と恐怖を与えた。

パラシュート降下訓練については、平成８年の日

米特別行動委員会（ＳＡＣＯ）の最終報告で伊江島

補助飛行場への移転が合意されているが、合意後も

県民の反対の声を無視して合意に反する降下訓練が

繰り返されていることはまことに遺憾である。

降下訓練は一歩間違えば周辺住民を巻き込む重大

な事故を引き起こしかねない極めて危険な訓練であ

り、天候不良等を理由に合意に反する訓練を既成事

実として積み上げ常態化することは、基地負担の増

大にほかならず到底容認できるものではない。

また、ことし３月と４月に米陸軍トリイ通信施設

においてヘリコプターによる車両等のつり下げ訓練

が地元の再三の抗議を無視して行われるなど、民間

地上空でのつり下げ飛行訓練や低空飛行が幾たびも

確認され、つり下げ訓練中のタイヤ落下事故、民間

地への不時着事故及び騒音被害等が相次いで発生し
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ている。このことは、米軍の運用を優先し県民に対

する配慮を全く欠いたものであると言わざるを得ず

強い憤りを覚えるものである。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、嘉手納飛行場におけるパラシ

ュート降下訓練等に対し厳重に抗議するとともに、

今後、嘉手納飛行場において降下訓練を行わないよ

う強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年５月２日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

嘉手納飛行場における米軍のパ

ラシュート降下訓練等に関する

抗議決議

去る４月24日、米空軍と米陸軍は伊江島の天候不

良等を理由に嘉手納飛行場においてパラシュート降

下訓練を実施し、周辺住民を初め県民に大きな不安

と恐怖を与えた。

パラシュート降下訓練については、平成８年の日

米特別行動委員会（ＳＡＣＯ）の最終報告で伊江島

補助飛行場への移転が合意されているが、合意後も

県民の反対の声を無視して合意に反する降下訓練が

繰り返されていることはまことに遺憾である。

降下訓練は一歩間違えば周辺住民を巻き込む重大

な事故を引き起こしかねない極めて危険な訓練であ

り、天候不良等を理由に合意に反する訓練を既成事

実として積み上げ常態化することは、基地負担の増

大にほかならず到底容認できるものではない。

また、ことし３月と４月に米陸軍トリイ通信施設

においてヘリコプターによる車両等のつり下げ訓練

が地元の再三の抗議を無視して行われるなど、民間

地上空でのつり下げ飛行訓練や低空飛行が幾たびも

確認され、つり下げ訓練中のタイヤ落下事故、民間

地への不時着事故及び騒音被害等が相次いで発生し

ている。このことは、米軍の運用を優先し県民に対

する配慮を全く欠いたものであると言わざるを得ず

強い憤りを覚えるものである。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、嘉手納飛行場におけるパラシ

ュート降下訓練等に対し厳重に抗議するとともに、

今後、嘉手納飛行場において降下訓練を行わないよ

う強く要求する。

上記のとおり決議する。

平成29年５月２日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官 宛て

在 沖 米 国 総 領 事

第 1 8 航 空 団 司 令 官

恩納村の安富祖ダム工事現場に

おける流弾事故に関する意見書

去る４月６日及び13日、米軍キャンプ・ハンセン

内の安富祖ダム工事現場において、工事関係者の水

タンクや車両が破損し、タンク内と車両付近から米

軍の銃弾と見られる物が相次いで発見された。

事故現場は恩納村安富祖区の集落に近接してお

り、周辺では農作業をする住民もいることから、一

歩間違えば人命にかかわる重大な事故につながりか

ねず、工事関係者及び地元住民を初め、危険と隣り

合わせの生活を強いられている県民に大きな不安と

恐怖を与えている。

米軍は発見された銃弾と見られる物を回収し、関

係する可能性のある射撃場の使用を一時中止してい

るが、実弾射撃訓練による流弾が原因かどうかは明

言していない。しかし、同基地周辺ではこれまでも

米軍の実弾射撃訓練による被弾事故や山林火災等が

発生しており、本県議会も幾たびとなく抗議し、事

故の原因究明及び再発防止等を強く要請してきたと

ころである。

また、過去の流弾事故においては、県民が納得で

きる具体的な説明もなく、一方的に米軍の訓練との

関係が否定され、真相が明らかにされないまま訓練

が継続されたこともあり、県民の間には日常生活に

おける不安や米軍に対する不信感が募っている。

事故後一時中断していた安富祖ダム工事は、去る

４月28日に工事が再開されているが、同ダムは集落
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内で発生する洪水を防止するために建設されるもの

であることから、作業員等の安全を最優先に工事を

進め、早期の完成を図る必要がある。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、下記の事項が速やかに措置さ

れるよう強く要請する。

記

１ 米軍及び日米両政府において訓練と事故との関

係を徹底的に究明し、その結果を県民に速やかに

公表すること。

２ 同基地での実弾射撃訓練を原因究明と再発防止

策がなされるまで中止すること。

３ 事件・事故発生時には地元自治体及び県警察の

速やかな基地への立入調査ができるよう、日米地

位協定を改定すること。

４ 米軍基地内の工事における民間作業員等の安全

確保に万全を期すこと。

５ 具体的な演習・訓練内容等の事前通報を徹底す

ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年５月２日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

恩納村の安富祖ダム工事現場に

おける流弾事故に関する抗議決

議

去る４月６日及び13日、米軍キャンプ・ハンセン

内の安富祖ダム工事現場において、工事関係者の水

タンクや車両が破損し、タンク内と車両付近から米

軍の銃弾と見られる物が相次いで発見された。

事故現場は恩納村安富祖区の集落に近接してお

り、周辺では農作業をする住民もいることから、一

歩間違えば人命にかかわる重大な事故につながりか

ねず、工事関係者及び地元住民を初め、危険と隣り

合わせの生活を強いられている県民に大きな不安と

恐怖を与えている。

米軍は発見された銃弾と見られる物を回収し、関

係する可能性のある射撃場の使用を一時中止してい

るが、実弾射撃訓練による流弾が原因かどうかは明

言していない。しかし、同基地周辺ではこれまでも

米軍の実弾射撃訓練による被弾事故や山林火災等が

発生しており、本県議会も幾たびとなく抗議し、事

故の原因究明及び再発防止等を強く要請してきたと

ころである。

また、過去の流弾事故においては、県民が納得で

きる具体的な説明もなく、一方的に米軍の訓練との

関係が否定され、真相が明らかにされないまま訓練

が継続されたこともあり、県民の間には日常生活に

おける不安や米軍に対する不信感が募っている。

事故後一時中断していた安富祖ダム工事は、去る

４月28日に工事が再開されているが、同ダムは集落

内で発生する洪水を防止するために建設されるもの

であることから、作業員等の安全を最優先に工事を

進め、早期の完成を図る必要がある。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、下記の事項が速やかに措置さ

れるよう強く要求する。

記

１ 米軍及び日米両政府において訓練と事故との関

係を徹底的に究明し、その結果を県民に速やかに

公表すること。

２ 同基地での実弾射撃訓練を原因究明と再発防止

策がなされるまで中止すること。

３ 事件・事故発生時には地元自治体及び県警察の

速やかな基地への立入調査ができるよう、日米地

位協定を改定すること。

４ 米軍基地内の工事における民間作業員等の安全

確保に万全を期すこと。

５ 具体的な演習・訓練内容等の事前通報を徹底す

ること。

上記のとおり決議する。

平成29年５月２日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官
宛て

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官

在 沖 米 国 総 領 事
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子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年６月７日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時３分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 具志堅 透 君

仲 田 弘 毅 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

新 垣 新 君

島 袋 大 君

照 屋 大 河 君

瑞慶覧 功 君

西 銘 純 恵 さん

審査概要

視察調査日程について協議し、決定した。

子どもの未来応援特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年６月７日
（３日間）

至 平成29年６月９日

視察調査の場所

東京都

視察調査事項

１ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問

題の調査及び対策の樹立（そだち指導員の授業

視察等、居場所を兼ねた学習支援の取り組み、

ＡＳＭＡＰ事業、子どもの貧困対策の取り組み

等、椎名町子ども食堂の取り組み、一般社団法

人彩の国子ども・若者支援ネットワーク、ＮＰ

Ｏ法人学生支援ハウスようこその取り組みにつ

いて）

参 加 者

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 具志堅 透 君

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

亀 濱 玲 子 さん

照 屋 大 河 君

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

金 城 泰 邦 君

委 員 外 議 員

次呂久 成 崇 君
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平成29年第２回沖縄県議会(臨時会)





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年５月２日（火曜日）

開 会 午前10時25分

散 会 午前10時43分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第１号議案 専決処分の承認について

２ 乙第２号議案 専決処分の承認について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 武 君

財政統括監 宮 城 力 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君

審査概要

乙第１号議案及び乙第２号議案について総務部

長から提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、

乙第１号議案については、エコカー減税等の県税

収入に対する影響及び効果、エコカーの全国及び

県内普及状況、会計監査人の設置義務がある県内

の法人数等について質疑が行われた。

乙第２号議案については、課税免除及び不均一

課税の適用企業数、交付税等による補塡措置の有

無、改正前の適用企業数及び免除額等について質

疑が行われた。

次に、議案を採決した結果、別掲のとおり決定

した。

総務企画委員会議案処理一覧表
イ 処理（２件）

議案番号 議 案 名 議会の結果

乙 第 １ 号 専決処分の承認について
全 会 一 致

承 認

乙 第 ２ 号 専決処分の承認について 〃
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平成29年第３回沖縄県議会(定例会)





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時48分

散 会 午後７時57分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月６日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時43分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

補正予算（第１号）

２ 乙第１号議案 沖縄県情報公開条例及び沖

縄県個人情報保護条例の一部を改正する条例

３ 乙第２号議案 沖縄県税条例の一部を改正

する条例

４ 乙第６号議案 沖縄県警察関係手数料条例

等の一部を改正する条例

５ 乙第11号議案 沖縄県人事委員会委員の選

任について

６ 乙第12号議案 沖縄県収用委員会委員及び

予備委員の任命について

７ 乙第13号議案 沖縄県公安委員会委員の任

命について

８ 請願第３号、陳情平成28年第37号、同第

40号、同第48号、同第55号、同第67号、同第

89号、同第155号、同第158号、同第166号、

陳情第10号、第12号、第20号、第32号、第33号、

第45号、第46号、第54号、第70号、第74号、

第75号、第76号及び第77号

９ 不発弾等対策について（沖縄県不発弾等問

題の解決に関する条例（素案）について）

10 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

防災危機管理課長 上 原 孝 夫 君

総 務 部 長 金 城 武 君

総務私学課長 永 山 淳 君

人 事 課 長 真 鳥 洋 企 君

職員厚生課健康
宮 川 桂 子 さん

管理センター室長

財 政 課 長 宮 城 嗣 吉 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

総合情報政策課長 金 城 清 光 君

市町村課長 松 永 亨 君
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市町村課副参事 砂 川 健 君

子ども生活福祉部

消 費 ・ く ら し 比 嘉 千 乃 さん
安 全 課 副 参 事

農林水産部参事 新 里 勝 也 君

警察本部警務部長 中 島 寛 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

警察本部警備部長 重 久 真 毅 君

人 事 委 員 会
池 田 克 紀 君事 務 局 長

総 務 課 長 屋 宜 宣 秀 君

議会事務局
宮 城 弘 君政務調査課長

審査概要

甲第１号議案、乙第１号議案、乙第２号議案、

乙第６号議案、乙第11号議案から乙第13号議案ま

でについて総務部長から提案理由の説明を聴取し

た後、質疑に入り、甲第１号議案については、訴

訟経費の内容、補正予算で計上した金額の妥当性、

訴えが裁判所に受理されなかった場合の補正計上

経費の取り扱い、門前払いの場合の責任の所在、

財政調整基金繰入金の内容及び基金残高、普天間

飛行場移設に係る過去４回の訴訟費用及び過去の

訴訟費用と差が大きい理由、弁護士との提訴前の

調整状況、調整記録の有無及び県訴訟理由開示の

可否、提訴までの県庁内部手続の流れ及び訴訟理

由の正当性、漁業権設定の根拠、理由及び権利者、

漁業権放棄に対する水産庁のこれまでの見解及び

新たな情報提供の内容、岩礁破砕許可手続に関す

る県と政府との調整状況、辺野古埋立承認を知事

が撤回しない理由、那覇空港第二滑走路建設と辺

野古埋立との岩礁破砕許可手続の違い、普天間飛

行場移設に係る政府との協議回数等について質疑

が行われた。

乙第１号議案については、質疑なし。

乙第２号議案については、新たな税額算定方法

の導入による不動産取得税の総額、今回の算定方

法の適用物件の完成時期、タワーマンションの各

階層ごとの税額案分方法を導入する理由及び固定

資産税を含む税制改正の市町村との関係等につい

て質疑が行われた。

乙第11号議案については、任期満了前に辞職す

る理由、委員選任における地域バランスへの配慮

の有無等について質疑が行われた。

乙第12号議案については、質疑なし。

乙第13号議案については、委員選任要件の有無、

現任・後任委員ともに弁護士を提案する理由、委

員の再任慣例の有無、現任委員が１期で任期満了

になる理由、知事の公安委員会委員任命権の根拠

及び裁量等について質疑が行われた。

次に、陳情２件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、乙第６号議案について交通部長から提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、電子申請

及びワンストップサービスの利用者想定、先進県

の状況及び業務軽減見込み、電子申請及び電子決

済等の対応可能時間、車庫証明の年間処理件数、

電子申請利用による手数料軽減措置の有無等につ

いて質疑が行われた。

次に、陳情３件について警務部長、交通部長及

び警備部長からそれぞれ説明を聴取した後、質疑

が行われた。

次に、陳情13件について知事公室長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情５件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、請願第３号について人事委員会事務局長

から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄県不発弾等対策に関する条例（素案）

について議会事務局政務調査課長から説明を聴取

した後、素案について協議が行われた結果、各会

派に持ち帰って引き続き検討することとなった。

次に、乙号議案６件を採決した結果、別掲のと

おり決定した。

なお、乙第13号議案の採決に先立ち、沖縄・自

民党所属委員及び公明党所属委員が採決に加わる

ことができない旨を表明して退室した。

甲第１号議案の採決に先立ち、沖縄・自民党所

属委員から反対の意見、共産党所属委員から賛成

の意見がそれぞれ表明された。また、公明党所属

委員及び維新の会所属委員が採決に加わることが

できない旨を表明して退室した後、甲第１号議案

を採決した結果、別掲のとおり決定した。

次に、請願１件及び陳情22件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。
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総務企画委員会議案処理一覧表
イ 処理（７件）

議案番号 議 案 名 議会の結果

甲 第 １ 号 平成29年度沖縄県一般会計補正予算（第１号）
多 数

原 案 可 決

乙 第 １ 号 沖縄県情報公開条例及び沖縄県個人情報保護条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ２ 号 沖縄県税条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ６ 号 沖縄県警察関係手数料条例等の一部を改正する条例 〃

乙第 1 1 号 沖縄県人事委員会委員の選任について
全 会 一 致

同 意

乙第 1 2 号 沖縄県収用委員会委員及び予備委員の任命について 〃

乙第 1 3 号 沖縄県公安委員会委員の任命について 〃

総務企画委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第３号 しまくとぅばの日条例に関する請

願

２ 陳情平成28年第37号 集団的自衛権を容認する

「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

３ 陳情平成28年第40号 女性副知事登用に関する

陳情

４ 陳情平成28年第48号 放射能公害被災者に人権

の光を求める陳情

５ 陳情平成28年第55号 沖縄で議論されることな

く突然提出された「国連先住民族勧告」の撤回を

要求する意見書及び決議の可決を求める陳情

６ 陳情平成28年第67号 沖縄県自治会連合会に対

する補助金交付等に関する陳情

７ 陳情平成28年第89号 美ぎ島美しゃ（宮古・八

重山）圏域の振興発展に関する陳情

８ 陳情平成28年第155号 石垣島川平湾沖に座礁

した外国漁船撤去に対し国と県の支援を求める陳

情

９ 陳情平成28年第158号 県有施設等の敷地内全

面禁煙に関する陳情

10 陳情平成28年第166号 機動隊や警察による市

民弾圧の中止に関する陳情

11 陳情第10号 与論・沖縄間の航空運賃の軽減措

置に関する陳情

12 陳情第12号 法定積載で安心・安全な交通安全

が担保できる適正単価を求める陳情

13 陳情第20号 石垣市振興に関する陳情

14 陳情第32号 陸自ミサイル部隊の配備に関する

陳情

15 陳情第33号 石垣島への陸上自衛隊配備の反対

を求める陳情

16 陳情第45号 北朝鮮の暴発から県民を守るため

に必要な措置をとることに関する陳情

17 陳情第46号 平成29年度「離島・過疎地域振興

に関する要望事項」に関する陳情

18 陳情第54号 国民の権利と安心・安全を守る公

務・公共サービスの拡充を求める陳情

19 陳情第70号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

20 陳情第74号 「他国の航空機が領空侵犯した際、

自衛隊機に強制的に排除する権限を与える法整備

を求める意見書」の提出を求める陳情

21 陳情第75号 沖縄県主催で国民保護計画に基づ

く避難訓練の実施を求める陳情

22 陳情第76号 「尖閣諸島地方を分割して特出し

た天気予報の実施を求める意見書」の提出を求め

る陳情
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23 陳情第77号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

24 広報、危機管理及び消防防災について（所管事

務調査）

25 不発弾等対策について（所管事務調査）

26 予算及び行財政について（所管事務調査）

27 県税及び公有財産について（所管事務調査）

28 市町村行財政について（所管事務調査）

29 県職員の給与について（所管事務調査）

30 学事について（所管事務調査）

31 県庁舎について（所管事務調査）

32 総合開発及び地域振興について（所管事務調査）

33 交通運輸及び通信について（所管事務調査）

34 土地利用対策について（所管事務調査）

35 警察行政について（所管事務調査）

36 自衛隊について（所管事務調査）

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時47分

散 会 午後７時50分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

瑞慶覧 功 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月６日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後１時25分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 請願平成28年第４号、請願第２号、陳情平

成28年第49号、同第54号、同第62号、同第77号、

同第82号、同第86号、同第89号の２、同第94号、

同第120号、同第121号、同第147号、同第148号、

同第152号、同第159号、同第165号、陳情第

３号の２、第16号、第22号、第46号の２、第

53号及び第62号

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

瑞慶覧 功 君

砂 川 利 勝 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農漁村基盤統括監 仲 村 剛 君

流通・加工推進課長 幸 地 稔 君

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 池 村 薫 君

村づくり計画課長 大 村 学 君

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

水 産 課 長 平安名 盛 正 君

水産課副参事 桃 原 聡 君

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業雇用統括監 伊 集 直 哉 君

産業政策課班長 宮 國 順 英 君

雇用政策課長 下 地 康 斗 君
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労働政策課長 宮 平 道 子 さん

文化観光スポーツ部長 嘉手苅 孝 夫 君

観光振興課長 糸 数 勝 君

審査概要

請願１件及び陳情７件について農林水産部長か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情８件について商工労働部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情７件について文化観光

スポーツ部長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、請願２件及び陳情21件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

経済労働委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願平成28年第４号 ウインタースポーツ育成

に関する請願

２ 請願第２号 石垣市におけるモリンガの取り組

みに関する請願

３ 陳情平成28年第49号 今期サトウキビの低糖度

に対する支援を求める陳情

４ 陳情平成28年第54号 「しまくとぅば教育セン

ター」の設置要請を受け入れた学校教育を行わな

いよう求める陳情

５ 陳情平成28年第62号 レンタカーを活用したド

ライバー委託事業を断固阻止するよう求める陳情

６ 陳情平成28年第77号 沖縄特例通訳案内士育成

研修制度に関する陳情

７ 陳情平成28年第82号 「全琉ハーリー大会」に

関する陳情

８ 陳情平成28年第86号 再生可能エネルギー発電

設備から住環境を守ることに関する陳情

９ 陳情平成28年第89号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

10 陳情平成28年第94号 台湾を国として認めるた

めの意見書提出を求める陳情

11 陳情第120号 県発注工事における県内木工事

業者への優先発注に関する陳情

12 陳情平成28年第121号 最低賃金引き上げを求

める陳情

13 陳情平成28年第147号 県立職業能力開発校に

おける自動車整備科の再編計画に関する陳情

14 陳情平成28年第148号 サトウキビ価格・政策

確立に関する陳情

15 陳情平成28年第152号 女性が仕事と生活を両

立させて働き続けることができる施策の拡充を求

める陳情

16 陳情平成28年第159号 泊魚市場の糸満市場へ

の移転計画の中止等に関する陳情

17 陳情平成28年第165号 軽度知的障害者等への

支援機関の充実を求める陳情

18 陳情第３号の２ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

19 陳情第16号 沖縄県立浦添職業能力開発校にお

けるエクステリア科の存続を求める陳情

20 陳情第22号 沖縄観光の健全な発展と県独自の

施策の実施を求める陳情

21 陳情第46号の２ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

22 陳情第53号 「駐留軍関係離職者等臨時措置法」

の有効期限延長に関する陳情

23 陳情第62号 渡名喜漁港の環境整備を求める陳

情

24 農林水産業について（所管事務調査）

25 商・鉱・工業について（所管事務調査）

26 労働問題について（所管事務調査）

27 観光について（所管事務調査）

28 県民文化について（所管事務調査）

29 スポーツについて（所管事務調査）

30 国内外の交流について（所管事務調査）

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時47分

散 会 午後７時55分

場 所 第２委員会室

議 題
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１ 審査日程について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

照 屋 守 之 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月６日（木曜日）

開 会 午前10時５分

散 会 午後５時50分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県指定通所支援の事業

等の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例

２ 乙第４号議案 沖縄県指定障害福祉サービ

スの事業等の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例及び沖縄県障害福祉サービ

ス事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

３ 請願第１号、陳情平成28年第37号の２、同

第50号、同第61号、同第79号、同第85号、同

第111号、同第114号、同第133号、同第139号、

同第141号から同第143号まで、同第157号、

同第162号、陳情第２号、第７号、第15号、

第19号、第26号、第34号、第36号、第37号、

第39号、第41号、第42号、第46号の３、第55号、

第57号、第63号、第71号及び第72号

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

総務部人事課主査 大 城 陽 介 君

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

青少年・子ども
友 利 公 子 さん

家 庭 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

平和援護・男女
大 濱 靖 君

参 画 課 長

保健医療部長 砂 川 靖 君

参 事 阿 部 義 則 君

保健医療総務課長 大 城 博 君

医療政策課長 諸見里 真 君

地域保険課長 山 川 宗 貞 君

衛生薬務課
新 城 光 雄 君薬 務 室 長

国民健康保険課長 名 城 政 広 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

県立病院課
與那覇 博 康 君医療企画監

審査概要

乙第３号議案及び乙第４号議案について子ども

生活福祉部長から提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、乙第３号議案については、指定通所

支援の事業に係る基準の見直しに至った理由、事

業所が実施する事業内容に係る情報提供が努力規

定から義務規定に変更される理由、事業所に対す

る県からの指導・助言のあり方、事業所における

自己評価と公表の方法、児童指導員等の待遇、サ

ービス提供の対象年齢、保護者が負担する料金等

について質疑が行われた。

乙第４号議案については、条例改正によって賃

金や工賃などに自立支援給付を充当できなくなる

事業所の取り扱い、最低賃金の適用の可否、工賃

の適正化の内容、事業所の生産活動を高めるため

の支援のあり方、就労継続支援Ｂ型事業の内容、

事業所が民間企業と同等の収益を上げることがで

きるのかという疑問、農福連携推進事業の内容、
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圏域別における就労継続支援Ａ型事業所の充足

率、経営コンサルタント導入のあり方等について

質疑が行われた。

次に、陳情21件について子ども生活福祉部長か

ら、請願１件及び陳情11件について保健医療部長

から、陳情１件について病院事業局長からそれぞ

れ説明を聴取した後、質疑が行われた。

（３）

◎平成29年７月７日（金曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後１時４分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第３号議案 沖縄県指定通所支援の事業

等の人員、設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例

２ 乙第４号議案 沖縄県指定障害福祉サービ

スの事業等の人員、設備及び運営に関する基

準等を定める条例及び沖縄県障害福祉サービ

ス事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

３ 請願第１号、陳情平成28年第37号の２、同

第50号、同第51号、同第54号の２、同第61号、

同第69号、同第72号、同第79号、同第83号、

同第85号、同第96号、同第111号、同第114号、

同第133号、同第139号、同第141号から同第

143号まで、同第154号、同第157号、同第162号、

同第164号、同第170号、陳情第２号、第７号、

第15号、第19号、第26号、第34号、第36号、

第37号、第39号から第42号まで、第46号の３、

第55号、第57号、第63号、第65号から第68号

まで、第71号、第72号及び第73号

４ 北朝鮮による日本人拉致問題の早急な解決

を求める意見書（追加議題）

５ 沖縄県立普天間高等学校のキャンプ瑞慶覧

西普天間住宅地区返還跡地への移転推進に関

する意見書（追加議題）

６ 閉会中継続審査・調査について

７ 参考人招致について（追加議題）

８ 視察調査日程について（海外）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

企画部参事 立 津 さとみ さん

教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育指導統括監 與那嶺 善 道 君

総 務 課 長 識 名 敦 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

施 設 課 長 佐次田 薫 君

学校人事課長 古 堅 圭 一 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

義務教育課長 當 間 正 和 君

審査概要

陳情16件について教育長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、議案２件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願１件及び陳情46件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、「北朝鮮による日本人拉致問題の早急な

解決を求める意見書」について協議した結果、別

掲のとおり提出することになった。

次に、「沖縄県立普天間高等学校のキャンプ瑞

慶覧西普天間住宅地区返還跡地への移転推進に関

する意見書」について協議した結果、別掲のとお

り提出することになった。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、参考人招致について協議し、決定した。

次に、視察調査日程について協議した結果、意

見の一致を見なかった。
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文教厚生委員会議案処理一覧表
イ 処理（２件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ３ 号
沖縄県指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定め 全 会 一 致

る条例の一部を改正する条例 原 案 可 決

沖縄県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準

乙 第 ４ 号 等を定める条例及び沖縄県障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する 〃

基準を定める条例の一部を改正する条例

文教厚生委員会陳情処理一覧表
イ 処理（18件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年 沖縄国際大学
会議規則第90条に

第 8 3 号
平成28年 「沖縄県内で学ぶ学生への給

学長 前津 榮健 採 択
よる地方自治法第

（継続）
７月26日 付型奨学金」に関する陳情

外８人
125条の措置

（教育委員会）

平成28年 離島・北部地区における歯科 一般社団法人 沖縄県歯
会議規則第90条に

第 1 1 4 号
平成28年

衛生士の不足に対する学生就 科医師会 〃
よる地方自治法第

（継続）
９月26日

学支援に関する陳情 会長 比嘉 良喬
125条の措置

（知 事）

平成28年 医療ケアが必要な子供の就学
会議規則第90条に

第 1 5 4 号
平成28年

支援と就学の改善を求める陳
あまいるの会

〃
よる地方自治法第

（継続）
11月24日

情
会長 仲間 久美子 125条の措置

（教育委員会）

平成28年
宮古島市上野字上野404 会議規則第90条に

第 1 6 2 号
平成28年 意思疎通支援事業等の充実に 市営上野第二団地４棟

〃
よる地方自治法第

（継続）
12月５日 関する陳情 401―Ｄ 125条の措置

池間 加代子 （知 事）

平成28年 普天間高等学校の西普天間地
会議規則第90条に

第 1 6 4 号
平成28年

区返還跡地への移転に関する
普天間高等学校同窓会

〃
よる地方自治法第

（継続）
12月５日

陳情
会長 宮城 政一 125条の措置

（教育委員会）

平成28年 日本学校教育相談学会沖

第 1 7 0 号
平成28年 スクールカウンセラーに準ず

縄県支部 〃 〃

（継続）
12月７日 る者の待遇改善に関する陳情

理事長 瀬名波 榮啓

会議規則第90条に

第 ２ 号 平成28年 ヤンバルに基幹病院の早期創 名護市議会議長
〃

よる地方自治法第

（継続） 12月20日 設を求める陳情 屋比久 稔 125条の措置

（知 事）

沖縄戦遺骨収集ボランテ
第 1 5 号 平成29年 沖縄戦身元不明孤児の身元判

ィア「ガマフヤー」 〃 〃
（継続） ２月９日 明事業を求める陳情

代表 具志堅 隆松
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陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

北朝鮮による拉致の可能
会議規則第90条に

第 1 9 号 平成29年
北朝鮮による拉致の可能性を 性を排除できない失踪者

よる地方自治法第

（継続） ２月17日
排除できない沖縄県民の早期 の早期救出と真相解明を 採 択

125条の措置
救出と真相解明を求める陳情 求める家族会

（知 事）
金武川 政司

北部地域基幹病院

第 3 7 号
平成29年 北部地域における基幹病院の

整備推進会議 〃 〃
３月27日 整備を求める陳情

会長 高良 文雄

沖縄県女性団体連絡協議
会議規則第90条に

第 4 0 号
平成29年 奨学金制度の拡充を求める陳

会 〃
よる地方自治法第

３月28日 情
会長 大城 貴代子

125条の措置

（教育委員会）

全ての子供によりよい保育を 沖縄県女性団体連絡協議
会議規則第90条に

第 4 1 号
平成29年

保障し、保育士の処遇の改善 会 〃
よる地方自治法第

３月28日
を求める陳情 会長 大城 貴代子

125条の措置

（知 事）

沖縄県女性団体連絡協議

第 4 2 号
平成29年 女性の政策及び方針決定過程

会 〃 〃
３月28日 への参画の促進を求める陳情

会長 大城 貴代子

平成29年度「離島・過疎地域 沖縄県離島振興協議会
会議規則第90条に

第 4 6 号 平成29年
振興に関する要望事項」に関 会長 外間 守吉 〃

よる地方自治法第

の ３ ４月27日
する陳情 外１人

125条の措置

（知事及び教育委員会）

南部医療センター・こども医 全国心臓病の子どもを守
会議規則第90条に

第 5 7 号
平成29年

療センターに成人先天性心疾 る会沖縄県支部 〃
よる地方自治法第

６月６日
患外来設置を求める陳情 支部長 親川 武司

125条の措置

（知 事）

沖縄戦遺骨収集ボランテ

第 6 3 号
平成29年 新たな戦没者遺骨仮安置所の

ィア「ガマフヤー」 〃 〃
６月９日 建築に関する陳情

代表 具志堅 隆松

沖縄県教職員組合
会議規則第90条に

第 6 6 号
平成29年 「30人以下学級」早期完全実

中央執行委員長 〃
よる地方自治法第

６月15日 現に関する陳情
佐賀 裕敏

125条の措置

（教育委員会）

沖縄県立普天間高等学校への

第 7 3 号
平成29年

西普天間地区返還跡地への移
普天間高等学校同窓会

〃
６月28日

転推進に関する陳情
会長 宮城 正一外１人
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文教厚生委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第１号 民泊サービスにおける簡易宿泊営

業のフロント業務簡便化に関する請願

２ 陳情平成28年第37の２ 集団的自衛権を容認す

る「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

３ 陳情平成28年第50号 認可外保育園の現状と活

用に関する陳情

４ 陳情平成28年第51号 「慰霊の日」のあり方に

関する陳情

５ 陳情平成28年第54号の２ 「しまくとぅば教育

センター」の設置要請を受け入れた学校教育を行

わないよう求める陳情

６ 陳情平成28年第61号 犯罪被害者支援条例の制

定を求める陳情

７ 陳情平成28年第69号 過度な競争になっている

「学力推進運動」を改め、子供たちに豊かな教育

を求める陳情

８ 陳情平成28年第72号 学校における「集団フッ

化物洗口導入」に反対する陳情

９ 陳情平成28年第79号 「民泊新法」についての

意見書の提出を求める陳情

10 陳情平成28年第85号 成人向けビデオに関する

陳情

11 陳情平成28年第96号 「しまくとぅばの保護・

強化に関する条例」の制定に関する陳情

12 陳情平成28年第111号 障害者への合理的配慮

や対応に関する陳情

13 陳情平成28年第133号 離婚後の親子の面会交

流に関する法整備と支援を求める陳情

14 陳情平成28年第139号 子供の医療費助成への

「罰則」廃止と国の制度化を求める陳情

15 陳情平成28年第141号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」の提出

を求める陳情

16 陳情平成28年第142号 介護保険制度の見直し

に対する陳情

17 陳情平成28年第143号 「要介護１・２」の「一

部保険給付からの除外」を中止し、安心、安全の

介護保障を国の責任で実現するよう求める陳情

18 陳情平成28年第157号 認可外保育園に関する

陳情

19 陳情第７号 沖退連2016年度医療・介護制度及

び地域公共交通機関に関する陳情

20 陳情第26号 ヘイトスピーチに関する陳情

21 陳情第34号 学校法人うるま学園うるま医療福

祉大学設立に関する陳情

22 陳情第36号 沖縄県盲ろう者向け通訳・介助員

派遣事業及び盲聾者支援に関する陳情

23 陳情第39号 所得税及び地方税における寡婦控

除を未婚の母及び生別寡婦にも適用することを求

める陳情

24 陳情第55号 国民健康保険都道府県単位化につ

いて意見書提出を求める陳情

25 陳情第65号 過度な競争になっている「学力推

進運動」を改め、子供たちに豊かな教育を求める

陳情

26 陳情第67号 「労働安全衛生委員会」の設置を

進め、学校労働環境の改善を求める陳情

27 陳情第68号 義務教育費国庫負担拡充を求める

意見書採択に関する陳情

28 陳情第71号 薬剤師確保に関する陳情

29 陳情第72号 国民健康保険都道府県単位化に関

する陳情

30 青少年について（所管事務調査）

31 社会福祉及び社会保障について（所管事務調査）

32 県民生活について（所管事務調査）

33 交通安全問題について（所管事務調査）

34 平和及び男女共同参画について（所管事務調査）

35 保健衛生について（所管事務調査）

36 医療について（所管事務調査）

37 教育及び学術文化について（所管事務調査）

北朝鮮による日本人拉致問題の

早急な解決を求める意見書

北朝鮮は、昨年９月に５回目の核実験を強行し、

我が国の排他的経済水域等に繰り返し弾道ミサイル

を発射している。そのような行為は国連安全保障理

事会決議の明白な違反であり、我が国と北東アジア

地域の平和と安定を脅かす暴挙は断じて容認するこ

とはできない。

加えて、北朝鮮は今も拉致した多数の日本国民を

不法に抑留し続けている。数十年も自由を奪われて

いる被害者本人と帰国を待つ家族の忍耐はもはや限
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界を超えており、重大な人権と主権の侵害である。

我が国政府は、全ての被害者の安全確保と早急な

帰国を最重要課題であるとしていることから、累次

の弾道ミサイル発射等の挑発行為がある現時点で

も、政府はあらゆる方策を講じて拉致被害者を取り

戻す努力を続け、全員の早急な帰国を実現させなけ

ればならない。

よって、国会並びに政府におかれては、北朝鮮と

の窓口を堅持しつつ、関係各国との緊密な連携及び

国連を中心とする多国間の協議等を踏まえながら、

対話と圧力、行動対行動の原則を貫き、あらゆる手

段を講じて日本人拉致問題の完全解決のため全力で

取り組むよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年７月14日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣

総 務 大 臣 宛て

外 務 大 臣

内 閣 官 房 長 官

拉 致 問 題 担 当 大 臣

沖縄県立普天間高等学校のキャ

ンプ瑞慶覧西普天間住宅地区返

還跡地への移転推進に関する意

見書

普天間高等学校は、これまで３万人余の卒業生を

輩出し、現在も1200名以上と多くの生徒を抱え、本

年11月には創立70周年を迎える伝統ある高等学校で

ある。

しかしながら、同校は、約３ヘクタールの狭隘な

敷地に防災上も機能的とはいえない配置とともに、

耐震強度も異なる校舎が混在し、生徒に良好な教育

環境を十分に提供できない状況にあり、同校の移転

改築は切実な課題となっている。

このような中、宜野湾市は、平成27年３月のキャ

ンプ瑞慶覧西普天間住宅地区の返還に伴い、同年

７月に宜野湾市軍用地跡地利用計画を策定した。

同計画の中には約５ヘクタールの「人材育成拠点

ゾーン」が設けられ、同校の移転案が具体的になっ

たことから、同校ＰＴＡ及び同窓会は同校の移転に

賛意を示す２万人余の署名を集め、沖縄県や宜野湾

市等に対して要請活動等を行ってきた。

しかし、昨年、県教育委員会は財源確保の見通し

が立たないことを理由に移転断念を決定したが、本

年５月に沖縄県知事による同校の移転検討の表明が

なされ、さらに、これを受けて去る６月に政府が策

定する経済財政運営指針「骨太の方針」で掲げた「国

家戦略として沖縄振興策を総合的・積極的に推進す

る」ことの中に、同校の移転が盛り込まれるなど、

関係各位の尽力もあって、その動きは大きく進展し

てきている。

同校を移転することにより、生徒の良好な教育環

境の提供がかなうとともに、現在の学校敷地を含む

普天間地区の新たなまちづくりと活性化にも寄与す

るものであるが、一方、同返還跡地に学校用地を取

得するための財源の確保や制度活用のリミット等、

なお解決すべき課題が残っている。

よって、国におかれては、普天間高等学校のキャ

ンプ瑞慶覧西普天間住宅地区返還跡地への移転が早

期に実現するための必要となる取り組みについて配

慮するよう強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年７月14日

沖 縄 県 議 会

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣
宛て

財 務 大 臣

文 部 科 学 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時50分

散 会 午後７時52分

場 所 第３委員会室
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議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

欠 席

赤 嶺 昇 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月６日（木曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後５時20分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 乙第５号議案 沖縄県屋外広告物条例及び

沖縄県景観形成条例の一部を改正する条例

２ 乙第７号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

３ 乙第８号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

４ 乙第10号議案 県道の路線の認定及び廃止

について

５ 陳情平成28年第31号、同第32号、同第41号、

同第44号、同第45号の４、同第46号、同第56号、

同第57号、同第64号、同第65号、同第75号、

同第76号、同第84号、同第88号、同第89号の

４、同第106号、同第107号、同第115号、同

第134号、同第135号、同第145号、同第156号、

同第160号、同第169号、陳 情第３号の４、

第８号、第９号、第11号、第12号の２、第20号

の３、第21号、第29号、第30号、第35号、第

38号、第46号の４、第56号、第61号、第64号、

第69号、第78号及び第80号

６ 閉会中継続審査・調査について

７ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境企画統括監 棚 原 憲 実 君

環境整備課長 松 田 了 君

自然保護課長 金 城 賢 君

土木建築部長 宮 城 理 君

道路街路課長 玉 城 佳 卓 君

道路管理課長 喜屋武 元 秀 君

河 川 課 長 石 川 秀 夫 君

港 湾 課 長 照 屋 寛 志 君

空 港 課 長 與那覇 聰 君

参事兼都市計画・
古 堅 孝 君

モノレール課長

建築指導課長 宮 平 尚 君

審査概要

乙第５号議案、乙第７号議案、乙第８号議案及

び乙第10号議案について土木建築部長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、乙第５号議

案については、沖縄県屋外広告物審議会を廃止し、

沖縄県景観形成審議会と統合するメリット及びデ

メリット、景観形成審議会に設置予定の部会、条

例改正による景観形成面への影響等について質疑

が行われた。

乙第７号議案については、工事費用減額の内容、

新設橋の完成年度と既設橋を含めた全体の最終完

成年度、既設橋の工事内容等について質疑が行わ

れた。

乙第８号議案については、工事費用の増額変更
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の理由、崩落に対する予測調査の実施状況等につ

いて質疑が行われた。

乙第10号議案については、平良親里線の交通調

査を含め対策の必要性について質疑が行われた。

次に、陳情32件について土木建築部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情14件について環境部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案４件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、陳情42件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

土木環境委員会議案処理一覧表
イ 処理（４件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ５ 号 沖縄県屋外広告物条例及び沖縄県景観形成条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ７ 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について
全 会 一 致

可 決

乙 第 ８ 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について 〃

乙 第 1 0 号 県道の路線の認定及び廃止について 〃

土木環境委員会陳情処理一覧表
イ 処理（17件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
会議規則第90条に

第 3 1 号
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港 渡名喜村議会議長

採 択
よる地方自治法第

（継続）
３月17日 湾環境の整備に関する陳情 比嘉 正樹 125条の措置

（知 事）

平成28年
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港 伊江村議会議長

第 3 2 号
３月28日 湾環境の整備に関する陳情 島袋 義範

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港 北大東村議会議長

第 4 1 号
３月30日 湾環境の整備に関する陳情 上間 正巳

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港 座間味村議会議長

第 4 4 号
４月11日 湾環境の整備に関する陳情 宮里 祐司

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港 粟国村議会議長

第 4 6 号
４月26日 湾環境の整備に関する陳情 伊良皆 信英

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 本部港「立体駐車場」の早期 本部町議会議長

第 5 6 号
６月17日 整備に関する陳情 島袋 吉徳

〃 〃

（継続）
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陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
会議規則第90条に

第 5 7 号
平成28年 本部港「立体駐車場」の早期 伊江村議会議長

採 択
よる地方自治法第

（継続）
６月17日 整備に関する陳情 島袋 義範 125条の措置

（知 事）

平成28年
平成28年

玉城那覇自転車道の早期整備
南城市議会議長

第 6 4 号
７月４日

及び市道整備が重複する路線
大城 悟

〃 〃

（継続） の早期整備を求める陳情

平成28年
平成28年 南城市議会議長

第 6 5 号
７月４日

南部東道路整備に関する陳情
大城 悟

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 県内下請業者優先活用の周知

沖縄県プレハブ施工技術

第 7 5 号
７月６日 徹底に関する陳情

協会 〃 〃

（継続） 会長 宮里 佳斉

平成28年
平成28年 伊平屋空港の整備に関する陳 沖縄県商工会連合会

第 8 4 号
８月２日 情 会長 當山 憲一

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 県内各離島の港湾整備及び港

沖縄県離島振興市町村議

第 1 3 4 号
10月21日 湾環境の整備に関する陳情

会議長会 〃 〃

（継続） 会長 幸地 猛

平成28年
平成28年 県営古波蔵第３市街地住宅の

県営古波蔵第３市街地住

第 1 5 6 号
11月29日 整備に関する陳情

宅自治会 〃 〃

（継続） 会長 長若 武雄

第 ８ 号 平成29年 ペットに対する受動喫煙防止
栃木県宇都宮市下岡本町

（継続） １月４日 対策を求める陳情
2417-４積水ハウス202号 〃 〃

中山 一行

第 2 9 号 平成29年 県内各離島の港湾整備及び港 沖縄県町村議会議長会

（継続） ３月９日 湾環境の整備に関する陳情 会長 徳里 直樹
〃 〃

第 3 0 号 平成29年 県内各離島の港湾整備及び港
沖縄県離島振興市町村議

（継続） ３月９日 湾環境の整備に関する陳情
会議長会 〃 〃

会長 幸地 猛

平成29年 県内各離島の港湾整備及び港 渡名喜村議会議長
第 3 5 号

３月14日 湾環境の整備に関する陳情 比嘉 正樹
〃 〃

土木環境委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第45号の４ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

２ 陳情平成28年第76号 公共工事の施工による損

害賠償を求める陳情

３ 陳情平成28年第88号 泊埠頭岸壁使用に関する

陳情

４ 陳情平成28年第89号の４ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

５ 陳情平成28年第106号 県の建設業許可業者及

び県指定の建築確認検査機関の業務改善と指導を

求める陳情

６ 陳情平成28年第107号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情
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７ 陳情平成28年第115号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情

８ 陳情平成28年第135号 兼城相互団地の擁壁決

壊防止対策を求める陳情

９ 陳情平成28年第145号 公共工事設計労務単価

の適切な引き上げに関する陳情

10 陳情平成28年第160号 那覇港泊埠頭の乗船施

設整備に関する陳情

11 陳情平成28年第169号 公有水面埋立事業にお

ける埋立用材に係る外来生物の侵入防止に関する

条例の改正に関する陳情

12 陳情第３号の４ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

13 陳情第９号 アスファルト舗装版の切断汚濁水

（汚泥）及び紛体（粉じん）の適正処理に関する

陳情

14 陳情第11号 「沖縄県の蝶（県蝶）」の制定に

関する陳情

15 陳情第12号の２ 法定積載で安心・安全な交通

安全が担保できる適正単価を求める陳情

16 陳情第20号の３ 石垣市振興に関する陳情

17 陳情第21号 「（仮称）竹富島コンドイビーチ

リゾート事業計画」の開発行為許可の取り下げを

求める陳情

18 陳情第38号 本部港が「国際クルーズ船の拠点

港」に選出されたことに関する陳情

19 陳情第46号の４ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

20 陳情第56号 （仮称）沖縄伊武部ビーチホテル

計画に関する陳情

21 陳情第61号 平成29年度中城湾港（新港地区）

振興に関する陳情

22 陳情第64号 南部東道路の那覇空港自動車道へ

の直接乗り入れに関する陳情

23 陳情第69号 「沖縄県の蝶（県蝶）」制定に関

する陳情

24 陳情第78号 軍事基地の建設と米軍及び自衛隊

による訓練を沖縄県環境影響評価条例の対象事業

に加えることを求める陳情

25 陳情第80号 沖縄県における外来種侵入予防対

策の強化に関する陳情

26 道路、橋梁の整備事業について（所管事務調査）

27 港湾の整備事業について（所管事務調査）

28 空港の整備事業について（所管事務調査）

29 河川、海岸及び砂防の整備事業について（所管

事務調査）

30 都市計画事業について（所管事務調査）

31 上下水道事業について（所管事務調査）

32 住宅環境の改善について（所管事務調査）

33 建築関係について（所管事務調査）

34 公害防止及び環境保全について（所管事務調査）

35 緑化の推進について（所管事務調査）

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後８時０分

散 会 午後８時１分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

委員の異動

６月20日の会議において、委員会条例第５条第

１項の規定により崎山嗣幸君から照屋大河君に委

員の変更がなされた。

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

照 屋 守 之 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。
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（２）

◎平成29年７月11日（火曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後６時51分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第９号議案 訴えの提起について

２ 陳情平成28年第39号、同第43号、同第78号、

同第80号、同第81号、同第117号、同第119号、

同第124号から同第127号まで、同第129号、

同第131号、同第138号、同第153号、同第161号、

同第163号、同第167号、同第168号、同第173号、

同第175号、同第178号から同第183号まで、

陳情第１号、第５号、第６号、第13号、第14号、

第17号、第20号の４、第23号、第25号、第27号、

第28号、第31号、第43号、第44号、第47号か

ら第52号まで、第58号から第60号まで、第79号

及び第81号

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（３月以降の

米軍関係の事件・事故について）

４ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

環境部環境
棚 原 憲 実 君企画統括監

環 境 部
仲宗根 一 哉 君環境保全課長

農林水産部参事 新 里 勝 也 君

企業局企業
仲 村 豊 君

技 術 統 括 監

教 育 庁
當 間 正 和 君義務教育課長

警察本部刑事部長 當 山 達 也 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

審査概要

乙第９号議案について、知事公室長から説明を

聴取した後、差しとめ訴訟提起の目的及び漁業権

を有しない県が裁判を提起できる理由、水産庁長

官判断に関する県の見解、沖縄防衛局が岩礁破砕

許可に関する解釈権限を有するかどうかについて

の県の見解、敗訴した場合の裁判費用の取り扱い

等について質疑が行われた。

次に、陳情52件について、知事公室長、環境部

環境企画統括監、企業局企業技術統括監及び教育

庁義務教育課長からそれぞれ説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、３月以降の米軍関係の事件・事故につい

て警察本部刑事部長及び警察本部交通部長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案の採決の前に、沖縄・自民党所属議

員から反対意見の表明、おきなわ所属議員から賛

成意見の表明があった。乙第９号議案を採決した

結果、別掲のとおり決定した。

次に、陳情52件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。
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米軍基地関係特別委員会議案処理一覧表
イ 処理（１件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ９ 号 訴えの提起について
多 数

可 決

米軍基地関係特別委員会陳情処理一覧表
イ 処理（陳情18件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
会議規則第90条に

第 4 3 号
平成28年 第353特殊作戦群エリア開発 嘉手納町議会議長

採 択
よる地方自治法第

（継続）
３月30日 計画の即時撤回を求める陳情 徳里 直樹 125条の措置

（知 事）

平成28年
平成28年 Ｆ16戦闘機の嘉手納基地への 嘉手納町議会議長

第 8 0 号
７月22日 大挙飛来に対する陳情 徳里 直樹

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 Ｆ15戦闘機からのフレア誤射 嘉手納町議会議長

第 8 1 号
７月22日 に対する陳情 徳里 直樹

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 ＡＶ８Ｂハリアーの墜落事故 嘉手納町議会議長

第 1 2 9 号
９月30日 に関する陳情 徳里 直樹

〃 〃

（継続）

平成28年
平成28年 ＡＶ８Ｂハリアーの墜落事故 大宜味村議会議長

第 1 3 1 号
10月３日 に関する陳情 平良 嗣男

〃 〃

（継続）

第 ５ 号 平成28年 ＭＶ22オスプレイ墜落事故に 嘉手納町議会議長

（継続） 12月27日 関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

第 ６ 号 平成28年 嘉手納基地における米軍機の 嘉手納町議会議長

（継続） 12月27日 騒音激化に関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

第 1 7 号 平成29年 嘉手納基地における米軍機の 嘉手納町議会議長

（継続） ２月14日 騒音激化に対する陳情 徳里 直樹
〃 〃

平成29年
嘉手納基地から派生する夜間

嘉手納町議会議長
第 4 3 号

４月３日
訓練による騒音激化に関する

徳里 直樹
〃 〃

陳情

平成29年
嘉手納基地での米軍パラシュ

嘉手納町議会議長
第 4 7 号

４月27日
ート降下訓練の禁止を求める

徳里 直樹
〃 〃

陳情

平成29年 米軍大型車両の小学校通学路 嘉手納町議会議長
第 4 8 号

４月27日 への進入に関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

平成29年
米軍ＣＨ53大型輸送ヘリコプ 沖縄県中部地区町村議会

第 4 9 号
５月15日

ターによるつり下げ訓練の即 議長会 〃 〃

時中止を求める陳情 会長 徳里 直樹外５人
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イ 処理（陳情18件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

嘉手納基地での米軍パラシュ 沖縄県中部地区町村議会
会議規則第90条に

第 5 0 号
平成29年

ート降下訓練の中止を求める 議長会 採 択
よる地方自治法第

５月15日
陳情 会長 徳里 直樹外５人

125条の措置

（知 事）

平成29年 Ｆ16戦闘機の嘉手納基地への 嘉手納町議会議長
第 5 1 号

５月15日 暫定配備に関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

平成29年
たび重なる嘉手納基地での米

嘉手納町議会議長
第 5 2 号

５月15日
軍パラシュート降下訓練に関

徳里 直樹
〃 〃

する陳情

平成29年
嘉手納基地旧海軍駐機場にお

嘉手納町議会議長
第 5 8 号

６月７日
ける航空機使用禁止を求める

徳里 直樹
〃 〃

陳情

平成29年 Ｆ15戦闘機の部品落下事故に 嘉手納町議会議長
第 5 9 号

６月７日 関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

平成29年 米空軍兵のひき逃げ事件に関 嘉手納町議会議長
第 6 0 号

６月７日 する陳情 徳里 直樹
〃 〃

米軍基地関係特別委員会閉会中

継 続 審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第39号 辺野古新基地建設を直ち

に中止し、普天間基地の即時閉鎖を求める陳情

２ 陳情平成28年第78号 ヤンバル上空のオスプレ

イ飛行禁止等を求める陳情

３ 陳情平成28年第117号 高江ヘリパッド建設に

伴う環境破壊への懸念に関する陳情

４ 陳情平成28年第119号 北部訓練場のオスプレ

イ飛行訓練による高江区民の生活権の侵害につい

て視察し改善を求める陳情

５ 陳情平成28年第124号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設工事等に関する陳情

６ 陳情平成28年第125号 継続審議になった陳情

第78号の再審議を求める陳情

７ 陳情平成28年第126号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設に対する抗議決議を求める陳情

８ 陳情平成28年第127号 米軍北部訓練場のオス

プレイパッド建設とヤンバル上空のオスプレイ飛

行に関する陳情

９ 陳情平成28年第138号 北部訓練場のヘリパッ

ド建設に関する陳情

10 陳情平成28年第153号 高江でのヘリパッド建

設に向けた資材搬入等の中止を求める陳情

11 陳情平成28年第161号 ４度の国際自然保護連

合勧告・決議の履行を日本政府と国際自然保護連

合に求める陳情

12 陳情平成28年第163号 高江のヘリパッド建設

及びオスプレイ飛行に関する陳情

13 陳情平成28年第167号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設及び米軍への提供に反対し、米軍機の

飛行訓練への使用禁止を求める陳情

14 陳情平成28年第168号 高江ヘリパッド工事に

よる沖縄県民の生活用水汚染の可能性に関する陳

情

15 陳情平成28年第173号 平成29年度住宅防音工

事の予算確保とコンター見直しに関する陳情

16 陳情平成28年第175号 米軍北部訓練場ヘリパ

ッド建設に関する意見書を支持する陳情

17 陳情平成28年第178号 翁長知事及びオール沖

縄に対する陳情

18 陳情平成28年第179号 米軍キャンプ・シュワ

ブ陸上部工事の受け入れに関する陳情
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19 陳情平成28年第180号 北部訓練場新設ヘリパ

ッドにおけるオスプレイの飛行禁止等を求める陳

情

20 陳情平成28年第181号 高江オスプレイパッド

建設反対宣言に関する陳情

21 陳情平成28年第182号 北部訓練場について県

民に対する説明責任を果たすことを求める陳情

22 陳情平成28年第183号 高江ヘリパッド建設に

関する陳情

23 陳情第１号 オスプレイのつり下げ訓練及び騒

音被害に対する抗議並びに着陸帯ファルコン撤去

に関する陳情

24 陳情第13号 沖縄の民意を尊重し、地方自治の

堅持を日本政府に求める陳情

25 陳情第14号 沖縄防衛局のコンター見直しに関

する陳情

26 陳情第20号の４ 石垣市振興に関する陳情

27 陳情第23号 北部訓練場に関する陳情

28 陳情第25号 在沖米海兵隊の駐留検証に関する

陳情

29 陳情第27号 オスプレイ等の飛行訓練による高

江区民の生活権侵害の現状を把握し、オスプレイ

の飛行禁止を求める陳情

30 陳情第28号 北部訓練場に関する陳情

31 陳情第31号 赤土等流出防止条例に基づく現地

立入調査を求める陳情

32 陳情第44号 ＩＵＣＮの協力要請を受けるよう

に日本政府に求め、沖縄県がＩＵＣＮに協力を要

請することを求める陳情

33 陳情第79号 「辺野古新基地建設の中止と普天

間基地代替施設について国民的議論を深め、民主

主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとす

る」意見書の提出を求める陳情

34 陳情第81号 東村高江区の米軍被害について積

極的な現状把握と対策を行いオスプレイ配備撤回

の政策を具体的に実行することを求める陳情

35 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸

問題の調査及び対策の樹立

公共交通ネットワーク特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時58分

散 会 午後８時０分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

座喜味 一 幸 君

欠 席

大 城 一 馬 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月11日（火曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午前11時57分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第45号の５、同第60号、同第

90号、同第128号、陳情第３号の５、第７号

の２及び第46号の５

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君
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玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

座喜味 一 幸 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

企画振興統括監 嘉 数 登 君

交通政策課長 座 安 治 君

交 通 政 策 課
宮 城 優 君

公共交通推進室長

土 木 建 築 部

都市計画・モノ 謝 花 勉 君
レ ー ル 課 都 市

モノレール室長

審査概要

陳情７件について企画部長から説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

公共交通ネットワーク特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第45号の５ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

２ 陳情平成28年第60号 鉄軌道の導入ルートに関

する陳情

３ 陳情平成28年第90号 鉄軌道整備に係る中部東

・北部東ルート（Ｄ案）の実現を求める陳情

４ 陳情平成28年第128号 沖縄鉄軌道構想の「ル

ート案」決定に関する陳情

５ 陳情第３号の５ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

６ 陳情第７号の２ 沖退連2016年度医療・介護制

度及び地域公共交通機関に関する陳情

７ 陳情第46号の５ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

８ 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備拡充

並びにこれらに関連する諸問題の調査及び対策の

樹立

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年７月５日（水曜日）

開 会 午後７時57分

散 会 午後８時５分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

欠 席

具志堅 透 君

瑞慶覧 功 君

審査概要

審査日程について及び視察調査日程について協

議し、決定した。

（２）

◎平成29年７月11日（火曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午前10時７分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第140号

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

具志堅 透 君
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仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

欠 席

島 袋 大 君

瑞慶覧 功 君

説明員の職、氏名

教 育 庁
與那嶺 善 道 君

教育指導統括監

審査概要

陳情１件について教育庁教育指導統括監から説

明を聴取した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第140号 貧困をなくし、子供の

未来を保障する対策を求める陳情

２ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問題

の調査及び対策の樹立

子どもの未来応援特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

平成29年７月11日（１日間）

視察調査の場所

那覇市及び南風原町

視察調査事項

１ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問

題の調査及び対策の樹立（真和志高校内の居場

所（サポートルーム「和」）の設置、子どもの

居場所「元気ＲＯＯＭカナカナ」、南風原町役

場と社会福祉協議会の取り組み、ＮＰＯ法人侍

学園スクオーラ・今人について）

参 加 者

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

具志堅 透 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君
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平成29年第３回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査





総務企画委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年８月８日
（２日間）

至 平成29年８月９日

視察調査の場所

伊是名村及び伊平屋村

視察調査事項

１ 総合開発及び地域振興について（離島振興諸

施策の現状及び課題について）

参 加 者

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

委 員 外 議 員

糸 洲 朝 則 君

（２）

視察調査の日時

自 平成29年９月６日
（２日間）

至 平成29年９月７日

視察調査の場所

南大東村及び北大東村

視察調査事項

１ 総合開発及び地域振興について（離島振興諸

施策の現状及び課題について）

参 加 者

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

玉 城 満 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年９月７日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時６分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（請願第

１号及び陳情平成28年第79号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

参 考 人（ 請 願 第 １ 号 に つ い て ）

沖縄県空室対策
事業協同組合 佐 平 八十男 君
代 表 理 事

沖縄県空室対策
事業協同組合 柿 本 洋 君
事 務 局

参 考 人（陳情平成28年第79号について）

沖縄県ホテル旅館

生活衛生同業組合 宮 里 一 郎 君
理 事 長

補 助 者（陳情平成28年第79号について）

沖縄県ホテル旅館

生活衛生同業組合 国 吉 真 和 君
副 理 事 長
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沖縄県ホテル旅館

生活衛生同業組合 銘 苅 直 子 さん
事 務 局 長

審査概要

請願第１号及び陳情平成28年第79号について参

考人から意見を聴取した後、質疑が行われた。

（２）

◎平成29年９月８日（金曜日）

開 会 午前10時４分

散 会 午後２時29分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情第

65号、第67号及び第71号）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

新 垣 新 君

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

参 考 人（陳情第65号及び第67号について）

沖縄県教職員組合
佐 賀 裕 敏 君

中央執行委員長

補 助 者（陳情第65号及び第67号について）

沖縄県教職員組合 神 里 竜 司 君

参 考 人（ 陳 情 第 7 1 号 に つ い て ）

一般社団法人
沖縄県薬剤師会 亀 谷 浩 昌 君
会 長

補 助 者（ 陳 情 第 7 1 号 に つ い て ）

一般社団法人
山 城 英 人 君

沖縄県薬剤師会

一般社団法人
大 城 喜 人 君

沖縄県薬剤師会

審査概要

陳情第65号、第67号及び第71号について参考人

から意見を聴取した後、質疑が行われた。

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年８月10日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後０時３分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（豪州洋上に

おける米軍ＭＶ22オスプレイ墜落事故につい

て）

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（豪州洋上に

おける米軍ＭＶ22オスプレイ墜落事故に関す

る意見書及び同抗議決議について（追加議

題））

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

金 城 勉 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

基地対策統括監 池 田 竹 州 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

審査概要

豪州洋上における米軍ＭＶ22オスプレイ墜落事
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故について知事公室長から説明を聴取した後、質

疑が行われた。

次に「豪州洋上における米軍ＭＶ22オスプレイ

墜落事故に関する意見書」及び「同抗議決議」の

提出について協議した結果、一旦持ち帰って検討

することになった。

（２）

◎平成29年８月15日（火曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前11時34分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（豪州洋上に

おける米軍ＭＶ22オスプレイ墜落事故に関す

る意見書及び同抗議決議について）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

山 川 典 二 君

嘉 陽 宗 儀 君

審査概要

「豪州洋上における米軍ＭＶ22オスプレイ墜落

事故に関する意見書」及び「同抗議決議」の提出

について協議した結果、意見の一致を見なかった。

（３）

◎平成29年８月28日（月曜日）

開 会 午前11時16分

散 会 午前11時21分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

照 屋 守 之 君

審査概要

視察調査日程について協議し、決定した。

米軍基地関係特別委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

平成29年８月31日（１日）

視察調査の場所

米軍嘉手納飛行場、嘉手納町役場

視察調査事項

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係

諸問題の調査及び対策の樹立（米軍嘉手納飛行

場視察調査、嘉手納町長との意見交換）

参 加 者

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 花 城 大 輔 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

-75-





平成29年第５回沖縄県議会(定例会)





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年９月25日（月曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前10時５分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 広報、危機管理及び消防防災について（北

朝鮮の弾道ミサイル発射等に対し毅然とした

対処等を求める意見書の提出について）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

中 川 京 貴 君

審査概要

「北朝鮮の弾道ミサイル発射等に対し毅然とし

た対処等を求める意見書」の提出について協議し

た結果、別掲のとおり提出することになった。

（２）

◎平成29年９月27日（水曜日）

開 会 午前11時50分

散 会 午前11時54分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第６号議案 平成29年度沖縄県一般会計

補正予算（第３号）

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

総 務 部 長 金 城 武 君

審査概要

甲第６号議案について総務部長から提案理由の

説明を聴取した。

次に、議案を採決した結果、別掲のとおり決定

した。

（３）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時38分

散 会 午後４時41分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

又 吉 清 義 君

仲 田 弘 毅 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。
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（４）

◎平成29年10月５日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時57分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

補正予算（第２号）

２ 乙第１号議案 沖縄県職員の退職手当に関

する条例の一部を改正する条例

３ 乙第２号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する条例

４ 不発弾等対策について（沖縄県不発弾等問

題の解決に関する条例（素案）について）

５ 請願第３号、陳情平成28年第37号、同第

40号、同第48号、同第55号、同第67号、同第

89号、同第155号、同第158号、同第166号、

陳情第10号、第12号、第20号、第32号、第33号、

第45号、第46号、第54号、第70号、第74号か

ら第77号まで、第88号、第93号、第94号及び

第106号

６ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

７ 調査日程について

８ 閉会中継続審査・調査について

９ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

防災危機管理課長 上 原 孝 夫 君

総 務 部 長 金 城 武 君

職員厚生課長 浦 崎 康 隆 君

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

参 事 立 津 さとみ さん

総合情報政策課長 金 城 清 光 君

環 境 部
仲宗根 一 哉 君環境保全課長

環 境 部
出 井 航 君

自然保護課班長

子ども生活福祉部
花 岡 直 哉 君

子育て支援課班長

子ども生活福祉部

消 費 ・ く ら し 比 嘉 千 乃 さん
安 全 課 副 参 事

農林水産部
稲 嶺 修 君畜産課副参事

商工労働部アジア
親富祖 英 二 君

経済戦略課班長

文化観光スポーツ部長 嘉手苅 孝 夫 君

観光政策統括監 渡久地 一 浩 君

観光整備課長 平 敷 達 也 君

観 光 整 備 課
與那嶺 善 一 君

観光施設推進監

土 木 建 築 部
都市計画・モノ 謝 花 勉 君
レール課室長

土 木 建 築 部
玉 寄 こずえ さん

建築指導課班長

会 計 管 理 者 大 城 玲 子 さん

物品管理課長 照 屋 政 秀 君

教育庁施設課
大 城 範 夫 君技術調整監

教育庁生涯学習
振興課新県立 瑞慶覧 勝 利 君
図書館準備室長

警察本部警務部長 中 島 寛 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

警察本部警備部長 髙 塚 洋 志 君

人 事 委 員 会
池 田 克 紀 君事 務 局 長

議 会 事 務 局

政 務 調 査 課 仲宗根 園 子 さん
副参事兼課長補佐

審査概要

甲第１号議案、乙第１号議案及び乙第２号議案
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について総務部長から提案理由の説明を聴取した

後、質疑に入り、甲第１号議案については、大型

ＭＩＣＥ施設整備に係るコンベンション振興対策

費の減額理由と経緯及び債務負担行為の廃止、家

畜畜産物流通対策費の減額理由、今後の手続や整

備予定、貿易対策費による県産品認知度向上への

取り組み状況、建築基準法の改正に伴う教育財産

点検費用の内容、西普天間住宅地区跡地への普天

間高校の移転及び用地取得に至った経緯と地権者

の人数及び同意件数、琉球大学医学部及び附属病

院移転用地取得の進捗状況、大型ＭＩＣＥ施設整

備事業への民間及び海外資金導入の可能性、沖縄

都市モノレール道整備事業の繰り越し理由及び繰

り越し対象箇所、鳥獣保護費におけるヒアリ水際

対策の具体的な内容等について質疑が行われた。

乙第１号議案については、質疑なし。

乙第２号議案については、空き家・空き店舗等

の再生・活用事業の内容及び効果、小規模不動産

特定共同事業の登録及び登録更新申請手数料の根

拠、５年ごとに更新する理由、不動産特定共同事

業を行う条件及び登録料、県内の空き家総数、沖

縄本島と各離島の空き家数等について質疑が行わ

れた。

次に、陳情２件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄県不発弾等対策に関する条例（素案）

について知事公室長から条例素案に対する意見を

聴取した後、質疑が行われた。その後、条例素案

について協議が行われ、各会派に持ち帰って検討

することとなった。

次に、陳情15件について知事公室長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情７件について企画部長から説明を聴

取した。

次に、陳情３件について警務部長、交通部長及

び警備部長から説明を聴取した後、質疑が行われ

た。

次に、陳情第93号について会計管理者から説明

を聴取した。

次に、請願第３号について人事委員会事務局長

から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案３件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願１件及び陳情26件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

総務企画委員会議案処理一覧表
イ 処理（４件）

（先議）

議案番号 議 案 名 議会の結果

甲 第 ６ 号 平成29年度沖縄県一般会計補正予算（第３号）
全 会 一 致

原 案 可 決

議案番号 議 案 名 議会の結果

甲 第 １ 号 平成29年度沖縄県一般会計補正予算（第２号）
多 数

原 案 可 決

乙 第 １ 号 沖縄県職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ２ 号 沖縄県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例 〃
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総務企画委員会陳情処理一覧表
イ 処理（１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳情者名
審査の

措 置
年月日 結 果

法定積載で安心・安全な交通 全日本建設交運一般労働
会議規則第90条に

第 1 2 号 平成29年
安全が担保できる適正単価を 組合 沖縄ダンプ協議会 採 択

よる地方自治法第

（継続） ２月８日
求める陳情 議長 東江 勇

125条の措置

（公 安 委 員 会）

総務企画委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第３号 しまくとぅばの日条例に関する請

願

２ 陳情平成28年第37号 集団的自衛権を容認する

「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

３ 陳情平成28年第40号 女性副知事登用に関する

陳情

４ 陳情平成28年第48号 放射能公害被災者に人権

の光を求める陳情

５ 陳情平成28年第55号 沖縄で議論されることな

く突然提出された「国連先住民族勧告」の撤回を

要求する意見書及び決議の可決を求める陳情

６ 陳情平成28年第67号 沖縄県自治会連合会に対

する補助金交付等に関する陳情

７ 陳情平成28年第89号 美ぎ島美しゃ（宮古・八

重山）圏域の振興発展に関する陳情

８ 陳情平成28年第155号 石垣島川平湾沖に座礁

した外国漁船撤去に対し国と県の支援を求める陳

情

９ 陳情平成28年第158号 県有施設等の敷地内全

面禁煙に関する陳情

10 陳情平成28年第166号 機動隊や警察による市

民弾圧の中止に関する陳情

11 陳情第10号 与論・沖縄間の航空運賃の軽減措

置に関する陳情

12 陳情第20号 石垣市振興に関する陳情

13 陳情第32号 陸自ミサイル部隊の配備に関する

陳情

14 陳情第33号 石垣島への陸上自衛隊配備の反対

を求める陳情

15 陳情第45号 北朝鮮の暴発から県民を守るため

に必要な措置をとることに関する陳情

16 陳情第46号 平成29年度「離島・過疎地域振興

に関する要望事項」に関する陳情

17 陳情第54号 国民の権利と安心・安全を守る公

務・公共サービスの拡充を求める陳情

18 陳情第70号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

19 陳情第74号 「他国の航空機が領空侵犯した際、

自衛隊機に強制的に排除する権限を与える法整備

を求める意見書」の提出を求める陳情

20 陳情第75号 沖縄県主催で国民保護計画に基づ

く避難訓練の実施を求める陳情

21 陳情第76号 「尖閣諸島地方を分割して特出し

た天気予報の実施を求める意見書」の提出を求め

る陳情

22 陳情第77号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

23 陳情第88号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

24 陳情第93号 入札及び契約制度改善に関する陳

情

25 陳情第94号 南部離島町村における平成29年度

「離島・過疎地域振興に関する要望事項」に関す

る陳情

26 陳情第106号 情報通信の格差是正に関する陳

情

27 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査につ

いて（所管事務調査）

28 広報、危機管理及び消防防災について（所管事

務調査）

29 不発弾等対策について（所管事務調査）

30 予算及び行財政について（所管事務調査）

31 県税及び公有財産について（所管事務調査）

32 市町村行財政について（所管事務調査）

33 県職員の給与について（所管事務調査）
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34 学事について（所管事務調査）

35 県庁舎について（所管事務調査）

36 総合開発及び地域振興について（所管事務調査）

37 交通運輸及び通信について（所管事務調査）

38 土地利用対策について（所管事務調査）

39 警察行政について（所管事務調査）

40 自衛隊について（所管事務調査）

北朝鮮の弾道ミサイル発射等に

対し毅然とした対処等を求める

意見書

去る９月15日早朝、北朝鮮は首都平壌から中距離

弾道ミサイル１発を発射し、８月に続き再び北海道

上空を通過後、襟裳岬東方の太平洋上に落下させた。

北朝鮮ミサイルの我が国上空通過は今回で６回

目、前回の弾道ミサイルより飛距離も約3700キロメ

ートルまで伸び、米領グアムに届く射程に達してい

る。

また、北朝鮮は９月３日に６回目の核実験を強行

しており、国連安全保障理事会は同月11日、北朝鮮

による今回の核実験や累次のミサイル発射に対し、

石油供給制限まで踏み込んだ制裁決議を全会一致で

決議したばかりであり、今回の発射は、当該決議に

反抗する意味が込められていることは明らかであ

る。

さらに北朝鮮は、たび重なるミサイル発射や核実

験により、我が国の安心・安全を脅かすだけでなく、

在日米軍基地への攻撃の示唆や威嚇及びグアム周辺

海域への発射計画を表明し、東アジア地域の平和と

安全に対し極めて危険な行動を繰り返すことによ

り、沖縄県民を初め国民に大きな不安を与えている。

これらの行動は、国連安保理決議や日朝平壌宣言

に違反するとともに、六カ国協議共同声明の趣旨に

反するものであり、国際社会のルールと秩序を踏み

にじる挑発行為に対して、政府として毅然とした対

応をとるべきである。

よって本県議会は、県民の不安の除去や生命・財

産と生活環境を守る立場から、北朝鮮によるミサイ

ル発射や核実験・核兵器開発に抗議するとともに、

政府としてかかる挑発行動を断じて容認せず停止さ

せるため、下記の事項に取り組むよう強く要請する。

記

１ 軍事的衝突を回避するため対話と圧力による解

決を図ること。

２ 関係各国及び国際機関と協調した外交交渉によ

ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年９月27日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時40分

散 会 午後４時44分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

欠 席

砂 川 利 勝 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年10月５日（木曜日）
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開 会 午前10時１分

散 会 午後２時25分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 甲第４号議案 平成29年度沖縄県産業振興

基金特別会計補正予算（第１号）

２ 乙第３号議案 沖縄県国際物流拠点産業集

積地域内施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例

３ 乙第16号議案 県営土地改良事業の執行に

伴う負担金の徴収について

４ 乙第17号議案 水質保全対策事業の執行に

伴う負担金の徴収について

５ 乙第18号議案 地域水産物供給基盤整備事

業の執行に伴う負担金の徴収について

６ 請願平成28年第４号、請願第２号及び第

４号、陳情平成28年第49号、同第54号、同第

62号、同第77号、同第82号、同第86号、同第

89号の２、同第94号、同第120号、同第121号、

同第147号、同第148号、同第152号、同第159号、

同第165号、陳情第３号の２、第16号、第22号、

第46号の２、第53号、第62号、第91号、第92号、

第93号の２、第94号の２、第101号、第105号、

第107号、第110号及び第115号

７ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

８ 調査日程について

９ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

砂 川 利 勝 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農林水産総務課
宮 城 克 浩 君

研 究 企 画 監

流通・加工推進課長 幸 地 稔 君

営農支援課長 屋 宜 宣 由 君

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 池 村 薫 君

村づくり計画課長 大 村 学 君

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

水 産 課 長 平安名 盛 正 君

漁港漁場課長 島 袋 均 君

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業雇用統括監 伊 集 直 哉 君

産業政策課長 喜友名 朝 弘 君

ものづくり振興課長 神 谷 順 治 君

企業立地推進課長 平 田 正 志 君

雇用政策課長 下 地 康 斗 君

労働政策課長 宮 平 道 子 さん

文化観光スポーツ部長 嘉手苅 孝 夫 君

文化スポーツ統括監 山 城 貴 子 さん

観 光 整 備 課
與那嶺 善 一 君

観光施設推進監

審査概要

乙第16号議案から乙第18号議案について農林水

産部長から提案理由の説明を聴取した。

次に、請願１件及び陳情12件について農林水産

部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、甲第４号議案及び乙第３号議案について

商工労働部長から提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、甲第４号議案については、質疑なし。

乙第３号議案については、賃貸工場の件数及び

事務所数、指定管理対象業者及び指定管理料の額、

指定管理をする理由等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情12件について商工労働

部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情９件について文化観光

スポーツ部長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、議案５件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願３件及び陳情30件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。
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次に、閉会中継続審査・調査については、別掲 のとおり決定した。

経済労働委員会議案処理一覧表
イ 処理（５件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 ４ 号 平成29年度沖縄県産業振興基金特別会計補正予算（第１号）
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ３ 号
沖縄国際物流拠点産業集積地域内施設の設置及び管理に関する条例の一部

〃
を改正する条例

乙 第 1 6 号 県営土地改良事業の執行に伴う負担金の徴収について
全 会 一 致

可 決

乙 第 1 7 号 水質保全対策事業の執行に伴う負担金の徴収について 〃

乙 第 1 8 号 地域水産物供給基盤整備事業の執行に伴う負担金の徴収について 〃

経済労働委員会請願処理一覧表
イ 処理（１件）

請願 受 理
件 名 請 願 者 名 紹 介 議 員

審査の
措 置

番号 年月日 結 果

軽油取引税の課税免 地方自治法第

第４号
平成29年

除措置の期間延長・
沖縄砕石協会 末松 文信

採 択 125条の措置
９月20日

恒久化に関する請願
会長 安富 辰也 具志堅 透

（知 事）

経済労働委員会陳情処理一覧表
イ 処理（１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

「駐留軍関係離職者等臨時措
全駐留軍労働組合沖縄地 会議規則第90条に

第 5 3 号 平成29年
置法」の有効期限延長に関す

区本部
採 択

よる地方自治法第

（継続） ５月15日
る陳情

執行委員長 與那覇 栄 125条の措置

蔵外１人 （知 事）

経済労働委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願平成28年第４号 ウインタースポーツ育成

に関する請願

２ 請願第２号 石垣市におけるモリンガの取り組

みに関する請願

３ 陳情平成28年第49号 今期サトウキビの低糖度

に対する支援を求める陳情

４ 陳情平成28年第54号 「しまくとぅば教育セン

ター」の設置要請を受け入れた学校教育を行わな

いよう求める陳情

５ 陳情平成28年第62号 レンタカーを活用したド

ライバー委託事業を断固阻止するよう求める陳情

６ 陳情平成28年第77号 沖縄特例通訳案内士育成

研修制度に関する陳情

７ 陳情平成28年第82号 「全琉ハーリー大会」に

関する陳情
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８ 陳情平成28年第86号 再生可能エネルギー発電

設備から住環境を守ることに関する陳情

９ 陳情平成28年第89号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

10 陳情平成28年第94号 台湾を国として認めるた

めの意見書提出を求める陳情

11 陳情平成28年第120号 県発注工事における県

内木工事業者への優先発注に関する陳情

12 陳情平成28年第121号 最低賃金引き上げを求

める陳情

13 陳情平成28年第147号 県立職業能力開発校に

おける自動車整備科の再編計画に関する陳情

14 陳情平成28年第148号 サトウキビ価格・政策

確立に関する陳情

15 陳情平成28年第152号 女性が仕事と生活を両

立させて働き続けることができる施策の拡充を求

める陳情

16 陳情平成28年第159号 泊魚市場の糸満市場へ

の移転計画の中止等に関する陳情

17 陳情平成28年第165号 軽度知的障害者等への

支援機関の充実を求める陳情

18 陳情第３号の２ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

19 陳情第16号 沖縄県立浦添職業能力開発校にお

けるエクステリア科の存続を求める陳情

20 陳情第22号 沖縄観光の健全な発展と県独自の

施策の実施を求める陳情

21 陳情第46号の２ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

22 陳情第62号 渡名喜漁港の環境整備を求める陳

情

23 陳情第91号 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）圏

域の振興発展に関する陳情

24 陳情第92号 伊是名村振興発展に関する陳情

25 陳情第93号の２ 入札及び契約制度改善に関す

る陳情

26 陳情第94号の２ 南部離島町村における平成29

年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」に

関する陳情

27 陳情第101号 県立武道館の施設運営に関する

陳情

28 陳情第105号 沖縄県公契約条例を規制型とす

ることを求める陳情

29 陳情第107号 砂糖制度の堅持及び経営安定対

策・サトウキビ生産振興等に関する陳情

30 陳情第110号 奨学金返済基金の創設に関する

陳情

31 陳情第115号 糸満漁港の高度衛生管理型荷さ

ばき施設等の早期整備及び泊漁港の再開発に関す

る陳情

32 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査につ

いて（所管事務調査）

33 農林水産業について（所管事務調査）

34 商・鉱・工業について（所管事務調査）

35 労働問題について（所管事務調査）

36 観光について（所管事務調査）

37 県民文化について（所管事務調査）

38 スポーツについて（所管事務調査）

39 国内外の交流について（所管事務調査）

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時37分

散 会 午後４時47分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

亀 濱 玲 子 さん

審査概要

審査日程について協議し、決定した。
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（２）

◎平成29年10月５日（木曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時59分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第５号議案 平成29年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第１号）

２ 乙第５号議案 沖縄県立高等学校等の授業

料等の徴収に関する条例の一部を改正する条

例

３ 乙第11号議案 財産の取得について

４ 乙第12号議案 財産の取得について

５ 乙第13号議案 財産の取得について

６ 請願第１号、陳情平成28年第37号の２、同

第50号、同第51号、同第54号の２、同第61号、

同第69号、同第72号、同第79号、同第85号、

同第96号、同第111号、同第133号、同第139号、

同第141号から同第143号まで、同第157号、

陳情第７号、第26号、第34号、第36号、第39号、

第55号、第65号、第67号、第68号、第71号、

第72号、第84号、第89号、第91号の２、第92号

の２、第94号の３、第96号、第97号、第103号、

第104号、第109号及び第111号

７ 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

８ 調査日程について

９ 閉会中継続審査・調査について

10 視察調査日程について（海外）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君

福 祉 部 長

福祉政策課長 金 城 賢 君

高齢者福祉
長 浜 広 明 君介 護 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

平和援護・
大 濱 靖 君

男女参画課長

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健衛生統括監 糸 数 公 君

医療政策課長 諸見里 真 君

衛生薬務課長 玉 城 宏 幸 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

県立病院課
與那覇 博 康 君

医療企画監

県立病院課
照 屋 洋 子 さん

看護企画監

教 育 長 平 敷 昭 人 君

総 務 課 長 識 名 敦 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

施 設 課 長 佐次田 薫 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

義務教育課長 當 間 正 和 君

保健体育課長 平 良 朝 治 君

生涯学習振興課長 城 田 久 嗣 君

審査概要

甲第５号議案について病院事業局長から、乙第

５号議案、乙第11号議案から乙第13号議案までに

ついて教育長から提案理由の説明を聴取した後、

質疑に入り、甲第５号議案については、今回の補

正予算で医療機器を整備する必要が生じた理由、

新たに整備する医療機器の内容、今後必要となる

医療機器の内容、八重山病院における医師確保の

状況、北部・離島緊急医師確保対策基金のあり方、

県立病院における脳神経外科医の配置状況等につ

いて質疑が行われた。

乙第５号議案については、条例改正に至った背

景、授業料の徴収対象となる保護者の年収、授業

料徴収対象者の数、全高校生を対象とした授業料

全額無償化の検討の有無、高校３年生の３月時に

おける授業料未納の状況、授業料の徴収方法、口

座振替手数料の負担のあり方、授業料免除・減額

の周知の状況等について質疑が行われた。

乙第11号議案については、ＣＮＣ複合加工機と

ＣＮＣ旋盤機の違い、県内企業等におけるＣＮＣ
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複合加工機の導入実績、ＣＮＣ複合加工機をリー

スすることについての検討の有無、工作機械の耐

用年数、工業高校における機械系学科の生徒数等

について質疑が行われた。

乙第12号議案については、固定書架等の設置に

係る債務負担行為が設定されている理由、入札額

の算定のあり方、現県立図書館の蔵書数、新県立

図書館の収蔵能力、新県立図書館建設に係る事業

費の内訳、開館時期の目途等について質疑が行わ

れた。

乙第13号議案については、電動移動式棚と固定

書架との違い、新県立図書館における離島支援の

方策、新県立図書館と学校図書館の連携のあり方

等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情８件について保健医療

部長から、陳情21件について子ども生活福祉部長

から、陳情１件について病院事業局長から、陳情

13件について教育長からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、議案５件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、視察調査日程について協議した結果、意

見の一致を見なかった。

文教厚生委員会議案処理一覧表
イ 処理（５件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 ５ 号 平成29年度沖縄県病院事業会計補正予算（第１号）
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ５ 号 沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 1 号 財産の取得について
全 会 一 致

可 決

乙 第 1 2 号 財産の取得について 〃

乙 第 1 3 号 財産の取得について 〃

文教厚生委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第１号 民泊サービスにおける簡易宿泊営

業のフロント業務簡便化に関する請願

２ 陳情平成28年第37の２ 集団的自衛権を容認す

る「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

３ 陳情平成28年第50号 認可外保育園の現状と活

用に関する陳情

４ 陳情平成28年第51号 「慰霊の日」のあり方に

関する陳情

５ 陳情平成28年第54号の２ 「しまくとぅば教育

センター」の設置要請を受け入れた学校教育を行

わないよう求める陳情

６ 陳情平成28年第61号 犯罪被害者支援条例の制

定を求める陳情

７ 陳情平成28年第69号 過度な競争になっている

「学力推進運動」を改め、子供たちに豊かな教育

を求める陳情

８ 陳情平成28年第72号 学校における「集団フッ

化物洗口導入」に反対する陳情

９ 陳情平成28年第79号 「民泊新法」についての

意見書の提出を求める陳情

10 陳情平成28年第85号 成人向けビデオに関する

陳情

11 陳情平成28年第96号 「しまくとぅばの保護・

強化に関する条例」の制定に関する陳情

12 陳情平成28年第111号 障害者への合理的配慮
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や対応に関する陳情

13 陳情平成28年第133号 離婚後の親子の面会交

流に関する法整備と支援を求める陳情

14 陳情平成28年第139号 子供の医療費助成への

「罰則」廃止と国の制度化を求める陳情

15 陳情平成28年第141号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」の提出

を求める陳情

16 陳情平成28年第142号 介護保険制度の見直し

に対する陳情

17 陳情平成28年第143号 「要介護１・２」の「一

部保険給付からの除外」を中止し、安心、安全の

介護保障を国の責任で実現するよう求める陳情

18 陳情平成28年第157号 認可外保育園に関する

陳情

19 陳情第７号 沖退連2016年度医療・介護制度及

び地域公共交通機関に関する陳情

20 陳情第26号 ヘイトスピーチに関する陳情

21 陳情第34号 学校法人うるま学園うるま医療福

祉大学設立に関する陳情

22 陳情第36号 沖縄県盲ろう者向け通訳・介助員

派遣事業及び盲聾者支援に関する陳情

23 陳情第39号 所得税及び地方税における寡婦控

除を未婚の母及び生別寡婦にも適用することを求

める陳情

24 陳情第55号 国民健康保険都道府県単位化につ

いて意見書提出を求める陳情

25 陳情第65号 過度な競争になっている「学力推

進運動」を改め、子供たちに豊かな教育を求める

陳情

26 陳情第67号 「労働安全衛生委員会」の設置を

進め、学校労働環境の改善を求める陳情

27 陳情第68号 義務教育費国庫負担拡充を求める

意見書採択に関する陳情

28 陳情第71号 薬剤師確保に関する陳情

29 陳情第72号 国民健康保険都道府県単位化に関

する陳情

30 陳情第84号 認可外保育園を利用する乳幼児の

処遇改善を求める陳情

31 陳情第89号 ハワイ捕虜沖縄出身者名簿及び戦

没者の遺骨収集に関する陳情

32 陳情第91号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）

圏域の振興発展に関する陳情

33 陳情第92号の２ 伊是名村振興発展に関する陳

情

34 陳情第94号の３ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

35 陳情第96号 沖縄県内で学ぶ学生への給付型奨

学金に関する陳情

36 陳情第97号 透析患者や移植者が自立と安心し

て生活できる福祉社会づくりに関する陳情

37 陳情第103号 沖縄県青年団協議会への財政的

支 援等に関する陳情

38 陳情第104号 沖縄県出身特定失踪者の救出に

関 する陳情

39 陳情第109号 地すべり防止区域への有料老人

ホ ーム建設の中止を求める陳情

40 陳情第111号 貧困と格差をなくし、憲法第25

条 が規定した健康で文化的な最低限度の生活を全

て の県民に保障する立場で「生活保護行政」を進

め ることを求める陳情

41 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査につ

いて（所管事務調査）

42 青少年について（所管事務調査）

43 社会福祉及び社会保障について（所管事務調査）

44 県民生活について（所管事務調査）

45 交通安全問題について（所管事務調査）

46 平和及び男女共同参画について（所管事務調査）

47 保健衛生について（所管事務調査）

48 医療について（所管事務調査）

49 教育及び学術文化について（所管事務調査）

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時37分

散 会 午後４時45分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君
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委 員 座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

欠 席

具志堅 透 君

翁 長 政 俊 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年10月５日（木曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時40分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県下地島空

港特別会計補正予算（第１号）

２ 甲第３号議案 平成29年度沖縄県下水道事

業特別会計補正予算（第１号）

３ 乙第４号議案 沖縄県港湾管理条例の一部

を改正する条例

４ 乙第６号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

５ 乙第７号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

６ 乙第８号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

７ 乙第９号議案 財産の取得について

８ 乙第10号議案 財産の取得について

９ 乙第15号議案 訴えの提起について

10 陳情平成28年第45号の４、同第76号、同第

88号、同第89号の４、同第106号、同第107号、

同第115号、同第135号、同第145号、同第160号、

同第169号、陳情第３号の４、第９号、第11号、

第12号の２、第20号の３、第21号、第38号、

第46号の４、第56号、第61号、第64号、第69号、

第78号、第80号、第82号、第83号、第91号の

３、第92号の３、第94号の４、第95号、第98号、

第101号の２、第102号、第108号、第109号の

２及び第113号

11 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査

について

12 調査日程について

13 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

欠 席

具志堅 透 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境企画統括監 棚 原 憲 実 君

参 事 謝名堂 聡 君

環境整備課長 松 田 了 君

自然保護課長 金 城 賢 君

土木建築部長 宮 城 理 君

道路街路課長 玉 城 佳 卓 君

海岸防災課長 永 山 正 君

港 湾 課 長 照 屋 寛 志 君

空 港 課 長 與那覇 聰 君

参事兼都市計画・ 古 堅 孝 君
モノレール課長

下水道課長 金 城 光 祐 君

建築指導課長 宮 平 尚 君

住 宅 課 長 幸 喜 敦 君

施設建築課長 佐久川 尚 君

審査概要

甲第２号議案、甲第３号議案、乙第４号議案、

乙第６号議案から乙第10号議案まで及び乙第15号

議案について、土木建築部長から提案理由の説明

を聴取した後、質疑に入り、甲第２号議案につい

ては、債務負担行為を設定する必要性や概算の購

入金額、化学消防車購入費の財源、平成29年度か
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ら債務負担行為とする理由等について質疑が行わ

れた。

甲第３号議案については、質疑なし。

乙第４号議案については、船舶上下架施設及び

水上オートバイ陸置場の工事完成時期、使用料改

正のポイント、料金改正に当たり利用者からの意

見や要望等について質疑が行われた。

乙第６号議案については、質疑なし。

乙第７号議案については、機械式鉄筋定着工法

への変更理由について質疑が行われた。

乙第８号議案については、工事費増額の主な理

由、格納庫本体工事の進捗状況と供用開始時期及

び発生土の取り扱い等について質疑が行われた。

乙第９号議案については、予定価格と落札価格

の差額理由、最低制限価格の設定等について質疑

が行われた。

乙第10号議案については、空港用化学消防車の

取得と第一航空の多良間－石垣間の就航との関係

について質疑が行われた。

乙第15号議案については、長期滞納者への早期

対応に関する県の見解、強制執行の具体的な方法、

家賃の減額免除件数等について質疑が行われた。

次に、陳情24件について土木建築部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情18件について環境部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、議案９件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、陳情37件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、本委員会の所管事務に係る決算事項の調

査について及び調査日程について協議し、決定し

た。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

土木環境委員会議案処理一覧表
イ 処理（９件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 ２ 号 平成29年度沖縄県下地島空港特別会計補正予算（第１号）
全 会 一 致

原 案 可 決

甲 第 ３ 号 平成29年度沖縄県下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

乙 第 ４ 号 沖縄県港湾管理条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ６ 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について
全 会 一 致

可 決

乙 第 ７ 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について 〃

乙 第 ８ 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について 〃

乙 第 ９ 号 財産の取得について 〃

乙 第 1 0 号 財産の取得について 〃

乙 第 1 5 号 訴えの提起について 〃
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土木環境委員会陳情処理一覧表
イ 処理（４件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
会議規則第90条に

第 8 8 号
平成28年

泊埠頭岸壁使用に関する陳情
座間味村議会議長

採 択
よる地方自治法第

（継続）
８月12日 宮里 祐司 125条の措置

（知 事）

平成28年
平成28年 兼城相互団地の擁壁決壊防止 南風原町議会議長

第 1 3 5 号
10月24日 対策を求める陳情 宮城 清政

〃 〃

（継続）

平成29年 県道７号線の接道に関する陳
那覇市字国場683番地

第 8 2 号
７月３日 情

栄アパートＡ-２ 〃 〃

豊田 勝

第 1 0 1 号 平成29年 県立武道館の施設運営に関す
沖縄県格闘技連盟沖縄県

の ２ ９月11日 る陳情
パワーリフティング協会 〃 〃

大宜見 朝覺

土木環境委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第45号の４ 平成28年度「離島

・過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳

情

２ 陳情平成28年第76号 公共工事の施工による

損害賠償を求める陳情

３ 陳情平成28年第89号の４ 美ぎ島美しゃ（宮

古・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

４ 陳情平成28年第106号 県の建設業許可業者

及び県指定の建築確認検査機関の業務改善と指

導を求める陳情

５ 陳情平成28年第107号 産業廃棄物最終処分

場に関する陳情

６ 陳情平成28年第115号 産業廃棄物最終処分

場に関する陳情

７ 陳情平成28年第145号 公共工事設計労務単

価の適切な引き上げに関する陳情

８ 陳情平成28年第160号 那覇港泊埠頭の乗船

施設整備に関する陳情

９ 陳情平成28年第169号 公有水面埋立事業に

おける埋立用材に係る外来生物の侵入防止に関

する条例の改正に関する陳情

10 陳情第３号の４ 平成28年度久米島町の振興

施策に関する陳情

11 陳情第９号 アスファルト舗装版の切断汚濁

水（汚泥）及び紛体（粉じん）の適正処理に関

する陳情

12 陳情第11号 「沖縄県の蝶（県蝶）」の制定

に関する陳情

13 陳情第12号の２ 法定積載で安心・安全な交

通安全が担保できる適正単価を求める陳情

14 陳情第20号の３ 石垣市振興に関する陳情

15 陳情第21号 「（仮称）竹富島コンドイビー

チリゾート事業計画」の開発行為許可の取り下

げを求める陳情

16 陳情第38号 本部港が「国際クルーズ船の拠

点港」に選出されたことに関する陳情

17 陳情第46号の４ 平成29年度「離島・過疎地

域振興に関する要望事項」に関する陳情

18 陳情第56号 （仮称）沖縄伊武部ビーチホテ

ル計画に関する陳情

19 陳情第61号 平成29年度中城湾港（新港地区）

振興に関する陳情

20 陳情第64号 南部東道路の那覇空港自動車道

への直接乗り入れに関する陳情

21 陳情第69号 「沖縄県の蝶（県蝶）」制定に

関する陳情

22 陳情第78号 軍事基地の建設と米軍及び自衛

隊による訓練を沖縄県環境影響評価条例の対象

事業に加えることを求める陳情
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23 陳情第80号 沖縄県における外来種侵入予防

対策の強化に関する陳情

24 陳情第83号 仲間交差点の改良を求める陳情

25 陳情第91号の３ 美ぎ島美しゃ（宮古・八重

山）圏域の振興発展に関する陳情

26 陳情第92号の３ 伊是名村振興発展に関する

陳情

27 陳情第94号の４ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

28 陳情第95号 沖縄市東部地区の防災公園造成

に関する陳情

29 陳情第98号 沖縄市北部産廃処分場に関する

陳情

30 陳情第102号 泡瀬干潟をラムサール条約湿

地に登録させるための具体的な作業の促進に関

する陳情

31 陳情第108号 外来生物に関する国際シンポ

ジウム開催に関する陳情

32 陳情第109号の２ 地すべり防止区域への有

料老人ホーム建設の中止を求める陳情

33 陳情第113号 宮古島及び石垣島における陸

上自衛隊のミサイル新基地建設について、防衛

省に対して沖縄県環境影響評価条例に基づく環

境アセスメントの実施を求める陳情

34 本委員会の所管事務に係る決算事項の調査に

ついて （所管事務調査）

35 道路、橋梁の整備事業について（所管事務調

査）

36 港湾の整備事業について（所管事務調査）

37 空港の整備事業について（所管事務調査）

38 河川、海岸及び砂防の整備事業について（所

管事務調査）

39 都市計画事業について（所管事務調査）

40 上下水道事業について（所管事務調査）

41 住宅環境の改善について（所管事務調査）

42 建築関係について（所管事務調査）

43 公害防止及び環境保全について（所管事務調

査）

44 緑化の推進について（所管事務調査）

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時47分

散 会 午後４時50分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

欠 席

當 間 盛 夫 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年10月11日（水曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午後１時19分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 乙第14号議案 訴えの提起についての請求

の追加について

２ 陳情平成28年第39号、同第78号、同第117号、

同第119号、同第124号から同第127号まで、

同第138号、同第153号、同第161号、同第163号、

同第167号、同第168号、同第173号、同第175号、

同第178号から同第183号まで、陳情第１号、

第13号、第14号、第20号の４、第23号、第25号、

第27号、第28号、第31号、第44号、第79号、

第81号、第85号、第86号、第90号、第99号、
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第100号、第112号、第114号、第116号及び第

117号

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（嘉手納飛行

場における米軍のパラシュート降下訓練につ

いて）

４ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＭＶ22

オスプレイの緊急着陸事故について）

５ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（６月以降の

米軍関係の事件・事故について）

６ 嘉手納飛行場における米軍のパラシュート

降下訓練についてに係る意見書及び抗議決議

の提出について（追加議題）

７ 米軍ＭＶ22オスプレイの緊急着陸事故につ

いてに係る意見書及び抗議決議の提出につい

て（追加議題）

８ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

欠 席

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

環境部環境
棚 原 憲 実 君企画統括監

環 境 部 仲宗根 一 哉 君環境保全課長

環 境 部
金 城 賢 君自然保護課長

農林水産部参事 新 里 勝 也 君

企 業 局
山 里 徹 君配水管理課長

教育庁教育
宜野座 葵 君管理統括監

警察本部刑事部長 當 山 達 也 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

審査概要

乙第14号議案について、知事公室長から説明を

聴取した後、前回の訴えの提起に今回の請求を追

加する理由及び請求を追加することによる効果、

水産庁の漁業権に関する見解を否定し、裁判まで

起こす必要性及び裁判で水産庁の見解が認められ

た場合の県の責任、事業者が県の指導に従わない

場合の権限を守るための手段、訴訟によらない問

題解決の方策等について質疑が行われた。

陳情43件について知事公室長、環境部環境企画

統括監、企業局配水管理課長及び教育庁教育管理

統括監からそれぞれ説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、嘉手納飛行場における米軍のパラシュー

ト降下訓練について知事公室長から説明を聴取し

た後、質疑が行われた。

次に、米軍ＭＶ22オスプレイの緊急着陸事故に

ついて知事公室長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、６月以降の米軍関係の事件・事故につい

て警察本部刑事部長及び警察本部交通部長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第14号議案を採決した結果、別掲のと

おり決定した。

次に、陳情43件を採決した。

次に、「嘉手納飛行場における米軍のパラシュ

ート降下訓練に関する意見書」及び「同抗議決議」

の提出について協議した結果、別掲のとおり提出

することになった。

次に、米軍ＭＶ22オスプレイの緊急着陸事故に

ついてに係る意見書及び同抗議決議の提出につい

て協議した結果、意見の一致を見なかった。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。
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（３）

◎平成29年10月13日（金曜日）

開 会 午後１時34分

散 会 午後４時40分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（東村高江に

おける米軍ヘリコプターの事故について）

２ 東村高江における米軍ヘリコプターの事故

についてに係る意見書及び抗議決議の提出に

ついて（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

防災危機管理課長 上 原 孝 夫 君

環境部環境
棚 原 憲 実 君企画統括監

農林水産部
池 村 薫 君畜 産 課 長

企業局企業
仲 村 豊 君技術統括監

審査概要

東村高江における米軍ヘリコプターの事故につ

いて知事公室長から説明を聴取した後、質疑が行

われた。

次に、「東村高江の民間地域における米軍ヘリ

コプターの不時着・炎上事故に関する意見書」及

び「同抗議決議」の提出について協議した結果、

別掲のとおり提出することになった。

米軍基地関係特別委員会議案処理一覧表
イ 処理（１件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 1 4 号 訴えの提起についての請求の追加について
多 数

可 決

米軍基地関係特別委員会閉会中

継 続 審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第39号 辺野古新基地建設を直ち

に中止し、普天間基地の即時閉鎖を求める陳情

２ 陳情平成28年第78号 ヤンバル上空のオスプレ

イ飛行禁止等を求める陳情

３ 陳情平成28年第117号 高江ヘリパッド建設に

伴う環境破壊への懸念に関する陳情

４ 陳情平成28年第119号 北部訓練場のオスプレ

イ飛行訓練による高江区民の生活権の侵害につい

て視察し改善を求める陳情

５ 陳情平成28年第124号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設工事等に関する陳情

６ 陳情平成28年第125号 継続審議になった陳情

第78号の再審議を求める陳情

７ 陳情平成28年第126号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設に対する抗議決議を求める陳情

８ 陳情平成28年第127号 米軍北部訓練場のオス

プレイパッド建設とヤンバル上空のオスプレイ飛

行に関する陳情

９ 陳情平成28年第138号 北部訓練場のヘリパッ

ド建設に関する陳情

10 陳情平成28年第153号 高江でのヘリパッド建

設に向けた資材搬入等の中止を求める陳情

11 陳情平成28年第161号 ４度の国際自然保護連
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合勧告・決議の履行を日本政府と国際自然保護連

合に求める陳情

12 陳情平成28年第163号 高江のヘリパッド建設

及びオスプレイ飛行に関する陳情

13 陳情平成28年第167号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設及び米軍への提供に反対し、米軍機の

飛行訓練への使用禁止を求める陳情

14 陳情平成28年第168号 高江ヘリパッド工事に

よる沖縄県民の生活用水汚染の可能性に関する陳

情

15 陳情平成28年第173号 平成29年度住宅防音工

事の予算確保とコンター見直しに関する陳情

16 陳情平成28年第175号 米軍北部訓練場ヘリパ

ッド建設に関する意見書を支持する陳情

17 陳情平成28年第178号 翁長知事及びオール沖

縄に対する陳情

18 陳情平成28年第179号 米軍キャンプ・シュワ

ブ陸上部工事の受け入れに関する陳情

19 陳情平成28年第180号 北部訓練場新設ヘリパ

ッドにおけるオスプレイの飛行禁止等を求める陳

情

20 陳情平成28年第181号 高江オスプレイパッド

建設反対宣言に関する陳情

21 陳情平成28年第182号 北部訓練場について県

民に対する説明責任を果たすことを求める陳情

22 陳情平成28年第183号 高江ヘリパッド建設に

関する陳情

23 陳情第１号 オスプレイのつり下げ訓練及び騒

音被害に対する抗議並びに着陸帯ファルコン撤去

に関する陳情

24 陳情第13号 沖縄の民意を尊重し、地方自治の

堅持を日本政府に求める陳情

25 陳情第14号 沖縄防衛局のコンター見直しに関

する陳情

26 陳情第20号の４ 石垣市振興に関する陳情

27 陳情第23号 北部訓練場に関する陳情

28 陳情第25号 在沖米海兵隊の駐留検証に関する

陳情

29 陳情第27号 オスプレイ等の飛行訓練による高

江区民の生活権侵害の現状を把握し、オスプレイ

の飛行禁止を求める陳情

30 陳情第28号 北部訓練場に関する陳情

31 陳情第31号 赤土等流出防止条例に基づく現地

立入調査を求める陳情

32 陳情第44号 ＩＵＣＮの協力要請を受けるよう

に日本政府に求め、沖縄県がＩＵＣＮに協力を要

請することを求める陳情

33 陳情第79号 「辺野古新基地建設の中止と普天

間基地代替施設について国民的議論を深め、民主

主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとす

る」意見書の提出を求める陳情

34 陳情第81号 東村高江区の米軍被害について積

極的な現状把握と対策を行いオスプレイ配備撤回

の政策を具体的に実行することを求める陳情

35 陳情第85号 嘉手納基地旧海軍駐機場の航空機

使用禁止を求める陳情

36 陳情第86号 嘉手納基地における米軍機の騒音

激化に関する陳情

37 陳情第90号 米軍ＭＶ22オスプレイによる低空

飛行及び騒音、粉じん被害並びに着陸帯ファルコ

ン撤去に関する陳情

38 陳情第99号 米軍機低周波影響調査に関する陳

情

39 陳情第100号 ＭＶ22オスプレイ墜落事故に関

する陳情

40 陳情第112号 核貯蔵疑惑に関する陳情

41 陳情第114号 常態化する嘉手納基地での米軍

パラシュート降下訓練の禁止を求める陳情

42 陳情第116号 オスプレイ飛行訓練地の被害状

況を沖縄県は実情に合った測定と聞き取りを行

い、継続的に把握することを求める陳情

43 陳情第117号 北部訓練場のあるヤンバルの森

を世界自然遺産登録するに当たり沖縄県と米軍が

環境協定のための協議を求める陳情

44 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸

問題の調査及び対策の樹立

嘉手納飛行場における米軍のパ

ラシュート降下訓練に関する意

見書

去る９月21日、在沖米空軍は、県や地元自治体の

再三にわたる訓練の中止要請や抗議の声があるにも

かかわらず、去る４月及び５月に続き、ことし３回

目となる嘉手納飛行場におけるパラシュート降下訓

練を強行した。

同飛行場周辺は住宅や学校等が密集していること
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から、降下訓練は、一歩間違えば人命及び財産にか

かわる重大な事故につながりかねない極めて危険な

ものであり、基地周辺住民を初め県民に大きな不安

と恐怖を与えている。

パラシュート降下訓練については、平成８年の日

米特別行動委員会（ＳＡＣＯ）の最終報告で伊江島

補助飛行場への移転が合意されたものである。しか

し、米軍の運用上の必要性を理由に同飛行場での訓

練が繰り返され、訓練が常態化することは、ＳＡＣ

Ｏ合意をほごにするとともに、基地機能の強化にほ

かならず到底容認できるものではない。

また、同飛行場における当該訓練の実施について

は、去る５月２日に本県議会において抗議決議を全

会一致で可決し、米軍を初め関係機関に訓練の中止

を強く要請したほか、その後８月に米国で開かれた

日米安全保障協議委員会（２プラス２）において、

日本政府から米国政府に対して地元の懸念が伝えら

れたばかりであるにもかかわらず、米軍の運用を優

先し、基地負担増を強いる現状は目に余るものがあ

り言語道断である。

政府においては、パラシュート降下訓練に係るＳ

ＡＣＯの合意事項が遵守されるよう米側に対し毅然

とした対応をとるとともに、基地負担軽減策の一つ

一つに確実な結果が出せるよう、より一層の取り組

みが必要である。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、嘉手納飛行場におけるパラシ

ュート降下訓練に対し厳重に抗議するとともに、今

後、同飛行場での当該訓練を全面禁止するよう強く

要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年10月16日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

嘉手納飛行場における米軍のパ

ラシュート降下訓練に関する抗

議決議

去る９月21日、在沖米空軍は、県や地元自治体の

再三にわたる訓練の中止要請や抗議の声があるにも

かかわらず、去る４月及び５月に続き、ことし３回

目となる嘉手納飛行場におけるパラシュート降下訓

練を強行した。

同飛行場周辺は住宅や学校等が密集していること

から、降下訓練は、一歩間違えば人命及び財産にか

かわる重大な事故につながりかねない極めて危険な

ものであり、基地周辺住民を初め県民に大きな不安

と恐怖を与えている。

パラシュート降下訓練については、平成８年の日

米特別行動委員会（ＳＡＣＯ）の最終報告で伊江島

補助飛行場への移転が合意されたものである。しか

し、米軍の運用上の必要性を理由に同飛行場での訓

練が繰り返され、訓練が常態化することは、ＳＡＣ

Ｏ合意をほごにするとともに、基地機能の強化にほ

かならず到底容認できるものではない。

また、同飛行場における当該訓練の実施について

は、去る５月２日に本県議会において抗議決議を全

会一致で可決し、米軍を初め関係機関に訓練の中止

を強く要請したほか、その後８月に米国で開かれた

日米安全保障協議委員会（２プラス２）において、

日本政府から米国政府に対して地元の懸念が伝えら

れたばかりであるにもかかわらず、米軍の運用を優

先し、基地負担増を強いる現状は目に余るものがあ

り言語道断である。

政府においては、パラシュート降下訓練に係るＳ

ＡＣＯの合意事項が遵守されるよう米側に対し毅然

とした対応をとるとともに、基地負担軽減策の一つ

一つに確実な結果が出せるよう、より一層の取り組

みが必要である。

よって、本県議会は、県民の生命、財産及び生活

環境を守る立場から、嘉手納飛行場におけるパラシ

ュート降下訓練に対し厳重に抗議するとともに、今

後、同飛行場での当該訓練を全面禁止するよう強く

要求する。

上記のとおり決議する。

平成29年10月16日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官 宛て

第 1 8 航 空 団 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事
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東村高江の民間地域における米

軍ヘリコプター不時着・炎上事

故に関する意見書

去る10月11日午後５時20分ごろ、米軍普天間飛行

場所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターが東村高江

の民間地域に不時着し、炎上する事故が発生した。

事故現場周辺においては、６カ所のヘリパッド建

設が強行された結果、民間地上空での訓練が激化し、

いつ事故が発生するかわからないという訴えが相次

ぐ中、事故が発生したものである。

事故現場は、民間の牧草地で民家から数百メート

ルしか離れてなく、県道70号線にも近接しているこ

とから、まさに県民を巻き込む大惨事寸前の事故で

あり、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る県民に強い衝撃を与えるとともに、地元住民の不

安と恐怖ははかり知れないものがある。

米軍の航空機に関する事故については、これまで

枚挙にいとまがないほど発生しており、最近では、

昨年12月13日にＭＶ22オスプレイ２機がそれぞれ名

護市沿岸と普天間飛行場で事故を起こしたほか、こ

とし８月３日には普天間飛行場所属のＭＶ22オスプ

レイがオーストラリア東部の沖合に墜落し乗員３名

が死亡する事故も発生している。さらに、ＭＶ22オ

スプレイを初めとする米軍機が米軍基地のほか、奄

美空港、大分空港及び新石垣空港の民間空港に緊急

着陸するトラブルが短期間に相次いで発生するなど

異常な事態となっている。

米軍機に関する事故等については、その都度、本

県議会を初め地元自治体等が米軍や関係機関に繰り

返し厳重に抗議及び要請を行ってきたにもかかわら

ず、事故が後を絶たない現状に強い怒りを覚えると

ともに、米軍の安全管理体制の不備を指摘せざるを

得ない状況となっている。

日米両政府においては、米軍機による事故等が頻

発している実態を真摯に受けとめ、県民の過重な基

地負担の確実な軽減が図られるよう、より一層全力

を挙げて取り組むべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産及び生活

環境を守る立場から、今回の事故に対し厳重に抗議

するとともに、下記の事項が速やかに措置されるよ

う強く要請する。

記

１ 民間地上空及び水源地上空での米軍機の飛行訓

練を中止すること。

２ 東村高江周辺６カ所のヘリパッドの使用を禁止

すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年10月16日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

東村高江の民間地域における米

軍ヘリコプター不時着・炎上事

故に関する抗議決議

去る10月11日午後５時20分ごろ、米軍普天間飛行

場所属のＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターが東村高江

の民間地域に不時着し、炎上する事故が発生した。

事故現場周辺においては、６カ所のヘリパッド建

設が強行された結果、民間地上空での訓練が激化し、

いつ事故が発生するかわからないという訴えが相次

ぐ中、事故が発生したものである。

事故現場は、民間の牧草地で民家から数百メート

ルしか離れてなく、県道70号線にも近接しているこ

とから、まさに県民を巻き込む大惨事寸前の事故で

あり、基地と隣り合わせの生活を余儀なくされてい

る県民に強い衝撃を与えるとともに、地元住民の不

安と恐怖ははかり知れないものがある。

米軍の航空機に関する事故については、これまで

枚挙にいとまがないほど発生しており、最近では、

昨年12月13日にＭＶ22オスプレイ２機がそれぞれ名

護市沿岸と普天間飛行場で事故を起こしたほか、こ

とし８月３日には普天間飛行場所属のＭＶ22オスプ

レイがオーストラリア東部の沖合に墜落し乗員３名

が死亡する事故も発生している。さらに、ＭＶ22オ

スプレイを初めとする米軍機が米軍基地のほか、奄

美空港、大分空港及び新石垣空港の民間空港に緊急

着陸するトラブルが短期間に相次いで発生するなど

異常な事態となっている。

米軍機に関する事故等については、その都度、本
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県議会を初め地元自治体等が米軍や関係機関に繰り

返し厳重に抗議及び要請を行ってきたにもかかわら

ず、事故が後を絶たない現状に強い怒りを覚えると

ともに、米軍の安全管理体制の不備を指摘せざるを

得ない状況となっている。

日米両政府においては、米軍機による事故等が頻

発している実態を真摯に受けとめ、県民の過重な基

地負担の確実な軽減が図られるよう、より一層全力

を挙げて取り組むべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産及び生活

環境を守る立場から、今回の事故に対し厳重に抗議

するとともに、下記の事項が速やかに措置されるよ

う強く要求する。

記

１ 民間地上空及び水源地上空での米軍機の飛行訓

練を中止すること。

２ 東村高江周辺６カ所のヘリパッドの使用を禁止

すること。

上記のとおり決議する。

平成29年10月16日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官 宛て

第 ３ 海 兵 遠 征 軍 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事

公共交通ネットワーク特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時47分

散 会 午後４時50分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

欠 席

翁 長 政 俊 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年10月11日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後０時21分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備

拡充並びにこれらに関連する諸問題の調査及

び対策の樹立（鉄軌道の計画案づくりについ

て）

２ 陳情平成28年第45号の５、同第60号、同第

90号、同第128号、陳情第３号の５、第７号

の２、第46号の５、第87号及び第94号の５

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

企画振興統括監 嘉 数 登 君
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交通政策課長 座 安 治 君

交 通 政 策 課
宮 城 優 君

公共交通推進室長

交通政策課公共
寺 元 美 幸 さん

交通推進室主幹

土 木 建 築 部
嘉 川 陽 一 君

建築都市統括監

審査概要

鉄軌道の計画案づくりについて企画部長から説

明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情９件について企画部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した

公共交通ネットワーク特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第45号の５ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

２ 陳情平成28年第60号 鉄軌道の導入ルートに関

する陳情

３ 陳情平成28年第90号 鉄軌道整備に係る中部東

・北部東ルート（Ｄ案）の実現を求める陳情

４ 陳情平成28年第128号 沖縄鉄軌道構想の「ル

ート案」決定に関する陳情

５ 陳情第３号の５ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

６ 陳情第７号の２ 沖退連2016年度医療・介護制

度及び地域公共交通機関に関する陳情

７ 陳情第46号の５ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

８ 陳情第87号 多良間－石垣間航空路線の早期運

行に関する陳情

９ 陳情第94号の５ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

10 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備拡充

並びにこれらに関連する諸問題の調査及び対策の

樹立

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後４時50分

散 会 午後４時53分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

島 袋 大 君

次呂久 成 崇 君

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

欠 席

具志堅 透 君

仲 田 弘 毅 君

亀 濱 玲 子 さん

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年10月11日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午前11時42分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸

問題の調査及び対策の樹立（学校をプラット

フォームとした総合的な子どもの貧困対策の

展開について）

２ 陳情平成28年第140号

３ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君
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具志堅 透 君

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

瀬 長 美佐雄 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君

福 祉 部 長

子ども未来
喜舎場 健 太 君

政 策 課 長

商 工 労 働 部
伊 集 直 哉 君

産業雇用統括監

教 育 庁
與那嶺 善 道 君

教育指導統括監

教 育 庁
登 川 安 政 君

教育支援課長

教 育 庁
當 間 正 和 君義務教育課長

審査概要

子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問題

の調査及び対策の樹立（学校をプラットフォーム

とした総合的な子どもの貧困対策の展開につい

て）について、子ども生活福祉部子ども未来政策

課長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情１件について子ども生活福祉部長か

ら説明を聴取した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

子どもの未来応援特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 平成28年陳情第140号 貧困をなくし、子供の

未来を保障する対策を求める陳情

２ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問題

の調査及び対策の樹立

決算特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月４日（水曜日）

開 会 午後５時３分

散 会 午後５時26分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 委員長の互選

２ 副委員長の互選

３ 乙第19号議案 平成28年度沖縄県水道事業

会計未処分利益剰余金の処分について

４ 乙第20号議案 平成28年度沖縄県工業用水

道事業会計未処分利益剰余金の処分について

５ 認定第１号 平成28年度沖縄県一般会計決

算の認定について

６ 認定第２号 平成28年度沖縄県農業改良資

金特別会計決算の認定について

７ 認定第３号 平成28年度沖縄県小規模企業

者等設備導入資金特別会計決算の認定につい

て

８ 認定第４号 平成28年度沖縄県中小企業振

興資金特別会計決算の認定について

９ 認定第５号 平成28年度沖縄県下地島空港

特別会計決算の認定について

10 認定第６号 平成28年度沖縄県母子父子寡

婦福祉資金特別会計決算の認定について

11 認定第７号 平成28年度沖縄県下水道事業

特別会計決算の認定について

12 認定第８号 平成28年度沖縄県所有者不明

土地管理特別会計決算の認定について

13 認定第９号 平成28年度沖縄県沿岸漁業改

善資金特別会計決算の認定について

14 認定第10号 平成28年度沖縄県中央卸売市

場事業特別会計決算の認定について

15 認定第11号 平成28年度沖縄県林業改善資

金特別会計決算の認定について

16 認定第12号 平成28年度沖縄県中城湾港

（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計決

算の認定について

17 認定第13号 平成28年度沖縄県宜野湾港整

備事業特別会計決算の認定について
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18 認定第14号 平成28年度沖縄県国際物流拠

点産業集積地域那覇地区特別会計決算の認定

について

19 認定第15号 平成28年度沖縄県産業振興基

金特別会計決算の認定について

20 認定第16号 平成28年度沖縄県中城湾港

（新港地区）整備事業特別会計決算の認定に

ついて

21 認定第17号 平成28年度沖縄県中城湾港マ

リン・タウン特別会計決算の認定について

22 認定第18号 平成28年度沖縄県駐車場事業

特別会計決算の認定について

23 認定第19号 平成28年度沖縄県中城湾港

（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計決

算の認定について

24 認定第20号 平成28年度沖縄県公債管理特

別会計決算の認定について

25 認定第21号 平成28年度沖縄県病院事業会

計決算の認定について

26 認定第22号 平成28年度沖縄県水道事業会

計決算の認定について

27 認定第23号 平成28年度沖縄県工業用水道

事業会計決算の認定について

28 閉会中継続審査について

29 決算特別委員会運営要領について

30 理事の選任

出 席

委 員 長 平 良 昭 一 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

狩 俣 信 子 さん

比 嘉 京 子 さん

新 垣 光 栄 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

欠 席

又 吉 清 義 君

大 城 憲 幸 君

審査概要

委員会条例第７条の規定により、議長が委員会

を招集し、年長委員の狩俣信子さんが委員長の互

選に関する職務を行い、指名推選により平良昭一

君が委員長に選任された。

次に、指名推選により又吉清義君が副委員長に

選任された。

次に、乙第19号及び乙第20号の議決議案２件、

認定第１号から認定第23号までの決算23件の審査

について協議した結果、別掲のとおり閉会中継続

審査に付することに決定した。

次に、決算特別委員会運営要領について協議し、

決定した。

次に、理事に島袋大君、当山勝利君及び比嘉瑞

己君の３人が選任された。

委員会終了後、決算議案の審査等に関する基本

的事項に基づき、各常任委員会に対して所管事務

に係る決算事項の調査を依頼した。

決算特別委員会閉会中

継続審査・調査事件一覧

１ 乙第19号議案 平成28年度沖縄県水道事業会計

未処分利益剰余金の処分について

２ 乙第20号議案 平成28年度沖縄県工業用水道事

業会計未処分利益剰余金の処分について

３ 認定第１号 平成28年度沖縄県一般会計決算の

認定について

４ 認定第２号 平成28年度沖縄県農業改良資金特

別会計決算の認定について

５ 認定第３号 平成28年度沖縄県小規模企業者等

設備導入資金特別会計決算の認定について

６ 認定第４号 平成28年度沖縄県中小企業振興資

金特別会計決算の認定について

７ 認定第５号 平成28年度沖縄県下地島空港特別

会計決算の認定について

８ 認定第６号 平成28年度沖縄県母子父子寡婦福

祉資金特別会計決算の認定について

９ 認定第７号 平成28年度沖縄県下水道事業特別

会計決算の認定について

10 認定第８号 平成28年度沖縄県所有者不明土地

管理特別会計決算の認定について
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11 認定第９号 平成28年度沖縄県沿岸漁業改善資

金特別会計決算の認定について

12 認定第10号 平成28年度沖縄県中央卸売市場事

業特別会計決算の認定について

13 認定第11号 平成28年度沖縄県林業改善資金特

別会計決算の認定について

14 認定第12号 平成28年度沖縄県中城湾港（新

港地区）臨海部土地造成事業特別会計決算の認定

について

15 認定第13号 平成28年度沖縄県宜野湾港整備事

業特別会計決算の認定について

16 認定第14号 平成28年度沖縄県国際物流拠点産

業集積地域那覇地区特別会計決算の認定について

17 認定第15号 平成28年度沖縄県産業振興基金特

別会計決算の認定について

18 認定第16号 平成28年度沖縄県中城湾港（新

港地区）整備事業特別会計決算の認定について

19 認定第17号 平成28年度沖縄県中城湾港マリン

・タウン特別会計決算の認定について

20 認定第18号 平成28年度沖縄県駐車場事業特別

会計決算の認定について

21 認定第19号 平成28年度沖縄県中城湾港（泡

瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計決算の認定

について

22 認定第20号 平成28年度沖縄県公債管理特別会

計決算の認定について

23 認定第21号 平成28年度沖縄県病院事業会計決

算の認定について

24 認定第22号 平成28年度沖縄県水道事業会計決

算の認定について

25 認定第23号 平成28年度沖縄県工業用水道事業

会計決算の認定について

-100-





平成29年第５回沖縄県議会(定例会)

閉会中継続審査・調査





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月18日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後３時44分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（知事公室、

総務部及び公安委員会所管分）

２ 平成29年第５回議会認定第８号

３ 平成29年第５回議会認定第20号

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

知事公室参事監
運 天 修 君

（ワシントン駐在員）

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

防災危機管理課長 上 原 孝 夫 君

総 務 部 長 金 城 武 君

総務私学課長 永 山 淳 君

行政管理課長 茂 太 強 君

財 政 課 長 宮 城 嗣 吉 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君

管 財 課 長 下 地 常 夫 君

警 察 本 部 長 池 田 克 史 君

警 務 部 長 中 島 寛 君

生活安全部長 新 里 一 君

交 通 部 長 梶 原 芳 也 君

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号について知事公

室長、総務部長及び警察本部長から、同認定第８号

及び同認定第20号について総務部長からそれぞれ

説明を聴取した後、質疑に入り、ワシントン事務

所設置の費用対効果と駐在員の米国内における旅

費の執行額及び執行内容、ワシントン駐在員が接

触した米国連邦議会議員及び政府高官との意見交

換の内容、ワシントン事務所の設置目的、ロビー

活動の内容と成果、不発弾等処理事業の多額な不

用額の理由と縮減に向けた取り組み、地域安全政

策事業に係るＱ＆Ａ形式パンフレットの作成・配

布状況と県民からの評価、県税の不納欠損額や収

入未済額の推移、個人県民税等の収入未済額減少

のための取り組み、県税の不納欠損額が類似県比

較、法人事業税の過誤納金の計上理由、私立高校

等の生徒に対する授業料一部助成の状況、私立中

学校等に通う生徒への経済的支援の状況、所有者

不明土地調査事業の内容と完了見込み、サイバー

防犯活動等支援事業の実績、サイバー犯罪への対

策と成果、ちゅらさん運動の展開の経緯と犯罪件

数の推移、信号機の新設や道路標示の改修等に係

る予算措置状況、道路標示の点検方法、信号機へ

の電源付加装置整備の内容と進捗状況等について

質疑が行われた。

（２）

◎平成29年10月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午前11時42分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（企画部、

出納事務局、監査委員事務局、人事委員会事

務局、議会事務局所管分）

２ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

中 川 京 貴 君
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仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

又 吉 清 義 君

説明員の職、氏名

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

交通政策課長 座 安 治 君

科学技術振興課長 長 濱 為 一 君

総合情報政策課長 金 城 清 光 君

地域・離島課長 中 野 秀 樹 君

市町村課長 松 永 亨 君

市町村課副参事 砂 川 健 君

会 計 管 理 者 大 城 玲 子 さん

会 計 課 長 平 康 司 君

監査委員事務局長 新 垣 秀 彦 君

人 事 委 員 会
池 田 克 紀 君事 務 局 長

議会事務局長 知 念 正 治 君

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号について企画部

長、会計管理者、監査委員事務局長、人事委員会

事務局長及び議会事務局長からそれぞれ説明を聴

取した後、質疑に入り、知的・産業クラスター形

成に向けた研究拠点構築事業の進捗状況や成果、

離島地区の海底光ケーブル整備状況と南・北大東

島の今後のループ化計画、うるま市の伊計島、宮

城島、平安座島、浜比嘉島、津堅島の通信環境及

び海底光ケーブルの整備のあり方、うるま市の離

島である津堅島のフェリーと高速船の更新状況、

離島観光・交流促進事業―島あっちぃについての

取り組みと成果、平成28年度の一時借入金の金額

や金利状況、包括外部監査報告書の指摘事項への

監査委員事務局の対応と行政監査のテーマ設定、

非常勤職員の担う行政サービスのあり方と常勤職

員との業務のすみ分けに関する規定の有無等につ

いて質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議

を行い、ワシントン事務所設置の費用対効果と駐

在員の米国内における旅費の執行額及び執行内容

についてワシントン駐在員が接触した米国連邦議

会議員及び政府高官との意見交換の内容について

の２件を要調査事項として報告することに決定し

た。

総務企画委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年11月６日
（２日間）

至 平成29年11月７日

視察調査の場所

伊江村

視察調査事項

１ 総合開発及び地域振興について（離島振興諸

施策の現状及び課題について）

参 加 者

委 員 長 渡久地 修 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月18日（水曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後２時10分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（農林水産

部及び労働委員会所管分）

-102-



２ 平成29年第５回議会認定第２号

３ 平成29年第５回議会認定第９号

４ 平成29年第５回議会認定第10号

５ 平成29年第５回議会認定第11号

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

砂 川 利 勝 君

新 里 米 吉 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農林水産総務課長 美 里 毅 君

農林水産総務課
宮 城 克 浩 君研究企画監

流通・加工推進課長 幸 地 稔 君

農政経済課長 仲宗根 智 君

営農支援課長 屋 宜 宣 由 君

園芸振興課長 前 門 尚 美 さん

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

畜 産 課 長 池 村 薫 君

村づくり計画課長 大 村 学 君

森林管理課長 崎 洋 一 君

水 産 課 長 平安名 盛 正 君

漁港漁場課長 島 袋 均 君

労 働 委 員 会
金 良 多恵子 さん

参事監兼事務局長

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号、同認定第２号、

同認定第９号から同認定第11号までについて農林

水産部長から、同認定第１号について労働委員会

事務局長からそれぞれ決算概要の説明を聴取した

後、質疑に入り、災害に強い栽培施設の整備事業

の実績及び今後の方策、新規就農者の確保策、鮮

度保持技術と戦略出荷によるブランド確立事業の

課題等について質疑が行われた。

（２）

◎平成29年10月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時41分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（商工労働

部及び文化観光スポーツ部所管分）

２ 平成29年第５回議会認定第３号

３ 平成29年第５回議会認定第４号

４ 平成29年第５回議会認定第12号

５ 平成29年第５回議会認定第14号

６ 平成29年第５回議会認定第15号

７ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業政策課長 喜友名 朝 弘 君

アジア経済戦略課長 仲榮眞 均 君

ものづくり振興課長 神 谷 順 治 君

中小企業支援課長 金 城 学 君

企業立地推進課長 平 田 正 志 君

情報産業振興課長 盛 田 光 尚 君

雇用政策課長 下 地 康 斗 君

労働政策課長 宮 平 道 子 さん

文化観光スポーツ部長 嘉手苅 孝 夫 君

参 事 下 地 正 之 君

観光振興課長 糸 数 勝 君

観光整備課長 平 敷 達 也 君

観 光 整 備 課
與那嶺 善 一 君

観光施設推進監

文化振興課長 下 地 誠 君
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空手振興課長 山 川 哲 男 君

スポーツ振興課長 瑞慶覧 康 博 君

交流推進課長 川 上 睦 子 さん

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号、同認定第３号、

同認定第４号、同認定第12号、同認定第14号及び

同認定第15号について商工労働部長から、同認定

第１号について文化観光スポーツ部長からそれぞ

れ決算概要の説明を聴取した後、質疑に入り、介

護部門における外国人の活用状況、本県の伝統工

芸産業における後継者育成、島嶼型スマートコミ

ュニティ実証事業の現状、観光白タクの実態、し

まくとぅば普及継承事業の取り組み、旭橋再開発

事業の進捗等について質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議を

行い、決定した。

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月18日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時14分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（子ども生

活福祉部及び教育委員会所管分）

２ 平成29年第５回議会認定第６号

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君

福 祉 部 長

子ども福祉統括監 名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 金 城 賢 君

高齢者福祉
長 浜 広 明 君

介 護 課 長

青少年・子ども
友 利 公 子 さん

家 庭 課 長

子ども未来
喜舎場 健 太 君政 策 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障害福祉課長 與那嶺 武 君

平和援護・男女
大 濱 靖 君

参 画 課 長

教 育 長 平 敷 昭 人 君

総 務 課 長 識 名 敦 君

学校人事課長 古 堅 圭 一 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

義務教育課長 當 間 正 和 君

生涯学習振興課長 城 田 久 嗣 君

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号及び同認定第

６号について子ども生活福祉部長から、同認定第

１号について教育長からそれぞれ決算概要の説明

を聴取した後、質疑に入り、児童心理治療施設の

予算措置と執行状況、潜在保育士の登録者数、潜

在保育士就労等斡旋事業の推進体制、無料塾の開

設状況、公立保育所や認可保育所等の定員数と入

所児童数、保育士不足の状況、本県の生活保護費

の状況と保護率が高い理由、障害者就業・生活支

援センター事業の内容、公立学校管理職候補者選

考試験における試験免除の有無、放課後児童クラ

ブ支援事業の課題、特別支援学校における医療的

ケアを必要とする子供たちに対する支援体制の状

況、スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等配置事業における目標、全国学力テス

トの結果の分析状況等について質疑が行われた。

（２）

◎平成29年10月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時24分

場 所 第７委員会室

議 題
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１ 平成29年第５回議会認定第１号（保健医療

部所管分）

２ 平成29年第５回議会認定第21号

３ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

末 松 文 信 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健医療部参事 阿 部 義 則 君

保健医療総務課長 大 城 博 君

保健医療総務課
国 吉 悦 子 さん

看 護 専 門 監

医療政策課長 諸見里 真 君

健康長寿課長 宮 里 治 君

地域保健課長 山 川 宗 貞 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

病院事業統括監 金 城 聡 君

県立病院課長 真栄城 守 君

県立病院課
山 城 英 昭 君

経営企画監

県立病院課
與那覇 博 康 君

医療企画監

北部病院長 知 念 清 治 君

中部病院長 本 竹 秀 光 君

南部医療センター

・ 子 ど も 医 療 佐久本 薫 君
セ ン タ ー 院 長

精和病院長 親富祖 勝 己 君

宮古病院長 本 永 英 治 君

八重山病院副院長 篠 﨑 裕 子 さん

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号について保健医

療部長から、同認定第21号について病院事業局長

からそれぞれ決算概要の説明を聴取した後、質疑

に入り、緊急医療用ヘリコプター活用事業におけ

るドクターヘリの運営主体と輸送実績、ドクター

ヘリの対象となっていない宮古、八重山圏域にお

ける傷病者等の搬送状況、ハンセン病対策費の執

行状況、医師確保対策事業の予算総額と実績、本

県の自殺者の推移と年代別の割合、自殺防止のた

めの総合対策の取り組み状況、医務費における不

用額の理由、病院事業会計における収益及び損失

の計上方法、業務予定量が前年度を下回った要因、

労働基準監督署から是正勧告を受けた医師の夜間

勤務に対する時間外勤務手当の内容、未収金の発

生防止のための組織的な取り組みの状況、県立診

療所の状況、臨床心理士、社会福祉士及び精神保

健福祉士などの職種の有無等について質疑が行わ

れた。

次に、予算調査報告書記載内容等について協議

し、決定した。

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月18日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後１時58分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会認定第１号（土木建築

部所管分）

２ 平成29年第５回議会認定第５号

３ 平成29年第５回議会認定第７号

４ 平成29年第５回議会認定第13号

５ 平成29年第５回議会認定第16号

６ 平成29年第５回議会認定第17号

７ 平成29年第５回議会認定第18号

８ 平成29年第５回議会認定第19号

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

-105-



仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

糸 洲 朝 則 君

欠 席

具志堅 透 君

嘉 陽 宗 儀 君

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である具志堅透

君及び嘉陽宗儀君は調査に加わらない。

説明員の職、氏名

土木建築部長 宮 城 理 君

土木総務課長 上運天 先 一 君

技術・建設業課長 小橋川 透 君

道路街路課長 玉 城 佳 卓 君

道路管理課長 喜屋武 元 秀 君

河 川 課 長 石 川 秀 夫 君

海岸防災課長 永 山 正 君

港 湾 課 長 照 屋 寛 志 君

参事兼都市計画・
古 堅 孝 君

モノレール課長

下水道課長 金 城 光 祐 君

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号（土木建築部所

管分）、同認定第５号、同認定第７号、同認定第

13号、同認定第16号から同認定19号までについて

土木建築部長から決算概要の説明を聴取した後、

質疑に入り、ハシゴ道路ネットワーク関連事業の

遅滞原因、中城湾南部流域下水道計画変更の進捗

状況、前年度決算額と今年度決算額の繰越額改善

状況比較、米軍施設区域内での公共工事で進捗に

支障を来している事業の状況とその要因、国場川、

安里川、安謝川整備の執行状況等について質疑が

行われた。

（２）

◎平成29年10月19日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後２時19分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会乙第19号議案

２ 平成29年第５回議会乙第20号議案

３ 平成29年第５回議会認定第１号（環境部所

管分）

４ 平成29年第５回議会認定第22号

５ 平成29年第５回議会認定第23号

６ 決算調査報告書記載内容等について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

糸 洲 朝 則 君

欠 席

具志堅 透 君

嘉 陽 宗 儀 君

※ 決算議案の審査等に関する基本的事項

４（６）に基づき、監査委員である具志堅透

君及び嘉陽宗儀君は調査に加わらない。

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境政策課基地
玉 城 不二美 さん

環境特別対策室長

環境政策課副参事 桑 江 隆 君

環境保全課長 仲宗根 一 哉 君

自然保護課長 金 城 賢 君

環境再生課長 安 里 修 君

企 業 局 長 町 田 優 君

審査概要

平成29年第５回議会認定第１号について環境部

長から決算概要の説明、平成29年第５回議会乙第

19号議案及び同乙第20号議案、平成29年第５回議

会認定第22号及び同認定第23号について企業局長

からそれぞれ提案理由及び決算概要の説明を聴取

した後、質疑に入り、平成28年度に実施したジュ

ゴン保護対策事業の内容、成果及び平成29年度の

実施状況、県が実施した米軍基地に係る環境汚染、

航空機騒音、悪臭に関する環境調査のこれまでの

件数、予算の執行実績及び調査の実施体制、ノイ

ヌ・ノネコ対策事業の実施状況、南大東村、北大

東村及び多良間村における沖縄県再生可能エネル

-106-



ギー等導入推進基金事業の導入状況、赤土流出防

止対策に係る農林水産部との連携内容、比謝川に

おけるＰＦＯＳ問題に対する対策及び経費等につ

いて質疑が行われた。

次に、決算調査報告書記載内容等について協議

を行い、予算の執行率の改善に向けた組織の強化

を含めた全庁的な取り組みについてを要調査事項

として報告することに決定した。

土木環境委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

自 平成29年10月30日
（８日間）

至 平成29年11月６日

視察調査の場所

スペイン（バルセロナ市）、ポルトガル（リスボ

ン市）

視察調査事項

１ 都市計画事業について（首里城公園の管理移

管に伴う世界遺産の管理・活用状況について、

観光都市の整備状況について、ＩｏＴを活用し

たインフラ整備について）

２ 道路、橋梁の整備事業について（観光都市の

整備状況について）

３ 港湾の整備事業について（クルーズ船寄港の

整備状況について）

４ 公害防止及び環境保全について（国立自然史

博物館の誘致について）

参 加 者

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

糸 洲 朝 則 君

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年11月27日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時23分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（在沖米海兵

隊員による飲酒運転死亡事故について）

２ 在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に

ついてに係る意見書及び抗議決議の提出につ

いて（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

審査概要

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故につい

て知事公室長及び警察本部交通部長からそれぞれ

説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に「在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故

に関する意見書」及び「同抗議決議」の提出につ

いて協議した結果、意見の一致を見なかった。
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決算特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年10月17日（火曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時10分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 平成29年第５回議会乙第19号議案 平成28

年度沖縄県水道事業会計未処分利益剰余金の

処分について

２ 平成29年第５回議会乙第20号議案 平成28

年度沖縄県工業用水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について

３ 平成29年第５回議会認定第１号 平成28年

度沖縄県一般会計決算の認定について

４ 平成29年第５回議会認定第２号 平成28年

度沖縄県農業改良資金特別会計決算の認定に

ついて

５ 平成29年第５回議会認定第３号 平成28年

度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会

計決算の認定について

６ 平成29年第５回議会認定第４号 平成28年

度沖縄県中小企業振興資金特別会計決算の認

定について

７ 平成29年第５回議会認定第５号 平成28年

度沖縄県下地島空港特別会計決算の認定につ

いて

８ 平成29年第５回議会認定第６号 平成28年

度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計決算

の認定について

９ 平成29年第５回議会認定第７号 平成28年

度沖縄県下水道事業特別会計決算の認定につ

いて

10 平成29年第５回議会認定第８号 平成28年

度沖縄県所有者不明土地管理特別会計決算の

認定について

11 平成29年第５回議会認定第９号 平成28年

度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計決算の認

定について

12 平成29年第５回議会認定第10号 平成28年

度沖縄県中央卸売市場事業特別会計決算の認

定について

13 平成29年第５回議会認定第11号 平成28年

度沖縄県林業改善資金特別会計決算の認定に

ついて

14 平成29年第５回議会認定第12号 平成28年

度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について

15 平成29年第５回議会認定第13号 平成28年

度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計決算の認

定について

16 平成29年第５回議会認定第14号 平成28年

度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区

特別会計決算の認定について

17 平成29年第５回議会認定第15号 平成28年

度沖縄県産業振興基金特別会計決算の認定に

ついて

18 平成29年第５回議会認定第16号 平成28年

度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別

会計決算の認定について

19 平成29年第５回議会認定第17号 平成28年

度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計決

算の認定について

20 平成29年第５回議会認定第18号 平成28年

度沖縄県駐車場事業特別会計決算の認定につ

いて

21 平成29年第５回議会認定第19号 平成28年

度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について

22 平成29年第５回議会認定第20号 平成28年

度沖縄県公債管理特別会計決算の認定につい

て

23 平成29年第５回議会認定第21号 平成28年

度沖縄県病院事業会計決算の認定について

24 平成29年第５回議会認定第22号 平成28年

度沖縄県水道事業会計決算の認定について

25 平成29年第５回議会認定第23号 平成28年

度沖縄県工業用水道事業会計決算の認定につ

いて

出 席

委 員 長 平 良 昭 一 君

副 委 員 長 又 吉 清 義 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君
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中 川 京 貴 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

狩 俣 信 子 さん

比 嘉 京 子 さん

新 垣 光 栄 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

会 計 管 理 者 大 城 玲 子 さん

企 業 局 長 町 田 優 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

代表監査委員 當 間 秀 史 君

審査概要

平成29年第５回議会乙第19号議案、同乙第20号

議案、平成29年第５回議会認定第１号から同認定

第23号までの決算23件について会計管理者、病院

事業局長及び企業局長からそれぞれ決算概要の説

明、代表監査委員から決算審査概要の説明を聴取

した後、質疑に入り、一般会計及び特別会計の執

行率の状況と全国、九州平均との比較、財政調整

基金を含む主要３基金の残高及び全国、九州平均

との比較、個人県民税の収納率の状況、未収金の

発生防止の対策、交通事故に伴う損害賠償金の支

払い方法及び先決処分、繰越額縮減に向けた取り

組み等について質疑が行われた。

（２）

◎平成29年10月26日（木曜日）

開 会 午前10時３分

散 会 午前11時59分

場 所 第７委員会室

議 題

１ 常任委員長に対する質疑

２ 要調査事項及び特記事項の取り扱い等につ

いて

３ 総括質疑の取り扱いについて

４ 審査日程の変更について（追加議題）

５ 平成29年第５回議会乙第19号議案 平成28

年度沖縄県水道事業会計未処分利益剰余金の

処分について（追加議題）

６ 平成29年第５回議会乙第20号議案 平成28

年度沖縄県工業用水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について（追加議題）

７ 平成29年第５回議会認定第１号 平成28年

度沖縄県一般会計決算の認定について（追加

議題）

８ 平成29年第５回議会認定第２号 平成28年

度沖縄県農業改良資金特別会計決算の認定に

ついて（追加議題）

９ 平成29年第５回議会認定第３号 平成28年

度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会

計決算の認定について（追加議題）

10 平成29年第５回議会認定第４号 平成28年

度沖縄県中小企業振興資金特別会計決算の認

定について（追加議題）

11 平成29年第５回議会認定第５号 平成28年

度沖縄県下地島空港特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

12 平成29年第５回議会認定第６号 平成28年

度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計決算

の認定について（追加議題）

13 平成29年第５回議会認定第７号 平成28年

度沖縄県下水道事業特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

14 平成29年第５回議会認定第８号 平成28年

度沖縄県所有者不明土地管理特別会計決算の

認定について（追加議題）

15 平成29年第５回議会認定第９号 平成28年

度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計決算の認

定について（追加議題）

16 平成29年第５回議会認定第10号 平成28年

度沖縄県中央卸売市場事業特別会計決算の認

定について（追加議題）

17 平成29年第５回議会認定第11号 平成28年

度沖縄県林業改善資金特別会計決算の認定に

ついて（追加議題）

18 平成29年第５回議会認定第12号 平成28年

度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について（追加議

題）

19 平成29年第５回議会認定第13号 平成28年

度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計決算の認

定について（追加議題）
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20 平成29年第５回議会認定第14号 平成28年

度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区

特別会計決算の認定について（追加議題）

21 平成29年第５回議会認定第15号 平成28年

度沖縄県産業振興基金特別会計決算の認定に

ついて（追加議題）

22 平成29年第５回議会認定第16号 平成28年

度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別

会計決算の認定について（追加議題）

23 平成29年第５回議会認定第17号 平成28年

度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計決

算の認定について（追加議題）

24 平成29年第５回議会認定第18号 平成28年

度沖縄県駐車場事業特別会計決算の認定につ

いて（追加議題）

25 平成29年第５回議会認定第19号 平成28年

度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造

成事業特別会計決算の認定について（追加議

題）

26 平成29年第５回議会認定第20号 平成28年

度沖縄県公債管理特別会計決算の認定につい

て（追加議題）

27 平成29年第５回議会認定第21号 平成28年

度沖縄県病院事業会計決算の認定について

（追加議題）

28 平成29年第５回議会認定第22号 平成28年

度沖縄県水道事業会計決算の認定について

（追加議題）

29 平成29年第５回議会認定第23号 平成28年

度沖縄県工業用水道事業会計決算の認定につ

いて（追加議題）

出 席

委 員 長 平 良 昭 一 君

副 委 員 長 又 吉 清 義 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

島 袋 大 君

中 川 京 貴 君

次呂久 成 崇 君

当 山 勝 利 君

狩 俣 信 子 さん

比 嘉 京 子 さん

新 垣 光 栄 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

比 嘉 瑞 己 君

金 城 泰 邦 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

総務企画委員長 渡久地 修 君

経済労働委員長 瑞慶覧 功 君

文教厚生委員長 狩 俣 信 子 さん

土木環境委員長 新 垣 清 涼 君

審査概要

各常任委員会から提出された決算調査報告書に

ついて、４名の委員から質疑通告のあった総務企

画委員長、経済労働委員長、文教厚生委員長及び

土木環境委員長の着席後、質疑に入り、新規就農

者の育成・確保対策事業について、その取り組み

と実績、不発弾処理事業の予算と執行率及び処理

件数、知的・産業クラスター形成事業の成果の検

証、離島地区海底光ケーブル整備事業の現況と今

後の取り組み、ヤンバルにおける犬・猫の野生化

問題、公立学校管理職候補者選考試験の実績、保

育士不足問題、予算の執行率の改善に向けた組織

の強化を含めた全庁的な取り組み、ワシントン事

務所の活動等について質疑が行われた。

次に、要調査事項に関し知事の出席を求めるか

否かの取り扱いについて理事会で協議した結果、

意見の一致を見なかった。

次に、総括質疑について沖縄・自民党所属委員

から知事の出席を求める動議が提出され採決した

結果、賛成少数のため否決され総括質疑は行わな

いことになった。

次に、審査日程の変更について協議し、決定し

た。

次に、平成29年第５回議会乙第19号議案及び同

乙第20号議案を採決した結果、別掲のとおり決定

した。

次に、平成29年第５回議会認定第１号から同認

定第23号までの決算23件を採決した結果、別掲の

とおり決定した。
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決算特別委員会議案処理一覧表
イ 処理（２件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

平 成 2 9 年
第５回議会 平成28年度沖縄県水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

全 会 一 致

乙 第 1 9 号
可 決

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 〃

乙 第 2 0 号

決算特別委員会決算処理一覧表
イ 処理（23件）

認定番号 決 算 名 議決の結果

平 成 2 9 年
第５回議会 平成28年度沖縄県一般会計決算の認定について

全 会 一 致

認定第１号
認 定

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県農業改良資金特別会計決算の認定について 〃

認定第２号

平 成 2 9 年

第５回議会
平成28年度沖縄県小規模企業者等設備導入資金特別会計決算の認定につい

〃

認定第３号
て

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県中小企業振興資金特別会計決算の認定について 〃

認定第４号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県下地島空港特別会計決算の認定について 〃

認定第５号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県母子父子寡婦福祉資金特別会計決算の認定について 〃

認定第６号

平 成 2 9 年
第５回議会 平成28年度沖縄県下水道事業特別会計決算の認定について 〃

認定第７号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県所有者不明土地管理特別会計決算の認定について 〃

認定第８号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県沿岸漁業改善資金特別会計決算の認定について 〃

認定第９号
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認定番号 決 算 名 議決の結果

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県中央卸売市場事業特別会計決算の認定について
全 会 一 致

認定第10号
認 定

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県林業改善資金特別会計決算の認定について 〃

認定第11号

平 成 2 9 年

第５回議会
平成28年度沖縄県中城湾港（新港地区）臨海部土地造成事業特別会計決算

〃

認定第12号
の認定について

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計決算の認定について 〃

認定第13号

平 成 2 9 年

第５回議会
平成28年度沖縄県国際物流拠点産業集積地域那覇地区特別会計決算の認定

〃

認定第14号
について

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県産業振興基金特別会計決算の認定について 〃

認定第15号

平 成 2 9 年

第５回議会
平成28年度沖縄県中城湾港（新港地区）整備事業特別会計決算の認定につ

〃

認定第16号
いて

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県中城湾港マリン・タウン特別会計決算の認定について 〃

認定第17号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県駐車場事業特別会計決算の認定について 〃

認定第18号

平 成 2 9 年

第５回議会
平成28年度沖縄県中城湾港（泡瀬地区）臨海部土地造成事業特別会計決算

〃

認定第19号
の認定について

平 成 2 9 年
第５回議会 平成28年度沖縄県公債管理特別会計決算の認定について 〃

認定第20号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県病院事業会計決算の認定について 〃

認定第21号

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県水道事業会計決算の認定について 〃

認定第22号
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認定番号 決 算 名 議決の結果

平 成 2 9 年

第５回議会 平成28年度沖縄県工業用水道事業会計決算の認定について
全 会 一 致

認定第23号
認 定
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平成29年第６回沖縄県議会(定例会)





総務企画委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時46分

散 会 午後５時50分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

仲 田 弘 毅 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月13日（水曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後３時27分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 甲第１号議案 平成29年度沖縄県一般会計

補正予算（第４号）

２ 乙第１号議案 沖縄県職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例

３ 乙第２号議案 沖縄県職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例

４ 乙第３号議案 東日本大震災に対処するた

めの沖縄県職員の特殊勤務手当の特例に関す

る条例の一部を改正する条例

５ 乙第４号議案 沖縄県税条例の一部を改正

する条例

６ 乙第５号議案 県税の課税免除等の特例に

関する条例の一部を改正する条例

７ 乙第16号議案 損害賠償請求事件の和解等

について

８ 乙第28号議案 当せん金付証票の発売につ

いて

９ 乙第31号議案 沖縄県公安委員会委員の任

命について

10 乙第32号議案 沖縄県教育委員会委員の任

命について

11 陳情平成28年第37号、同第40号、同第48号、

同第55号、同第67号、同第89号、同第155号、

同第158号、同第166号、陳情第10号、第20号、

第32号、第33号、第45号、第46号、第54号、

第70号、第74号から第77号まで、第88号、

第93号、第94号、第106号及び第135号

12 不発弾等対策について（沖縄県及び全国の

不発弾処理及び対策の現状について）

13 閉会中継続審査・調査について

14 視察調査日程について

出 席

委 員 長 渡久地 修 君

副 委 員 長 新 垣 光 栄 君

委 員 花 城 大 輔 君

又 吉 清 義 君

中 川 京 貴 君

仲 田 弘 毅 君

宮 城 一 郎 君

当 山 勝 利 君

仲宗根 悟 君

玉 城 満 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
大 城 壮 彦 君

秘書防災統括監

知 事 公 室
上 原 孝 夫 君

防災危機管理課長

知 事 公 室 防 災
澤 岻 昌 行 君

危機管理課班長

総 務 部 長 金 城 武 君
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総務統括監 嘉手納 裕 君

人 事 課 長 真 鳥 洋 企 君

行政管理課長 茂 太 強 君

財 政 課 長 宮 城 嗣 吉 君

税 務 課 長 千 早 清 一 君

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

地域・離島課長 中 野 秀 樹 君

子ども生活福祉部

青少年・子ども 大 城 清 剛 君
家 庭 課 班 長

子ども生活福祉部
仲 里 直 也 君

子育て支援課班長

農 林 水 産 部
長 嶺 和 弥 君

営農支援課班長

農 林 水 産 部
大 嶺 保 和 君

糖業農産課班長

商工労働部中小
富 永 誠 君

企業支援課班長

商工労働部企業
平 田 正 志 君

立地推進課長

商工労働部情報
宮 城 宏 幸 君

産業振興課班長

文化観光スポーツ
仲 里 和 之 君

部観光政策課班長

土木建築部港湾課

港 湾 開 発 監 金 城 盛 康 君

土木建築部都市計

画・モノレール課 謝 花 勉 君
都市モノレール室長

会 計 管 理 者 大 城 玲 子 さん

物品管理課長 照 屋 政 秀 君

病院事業局
真栄城 守 君県立病院課長

教 育 庁
與 儀 秀 行 君

学校人事課班長

警察本部警務部長 中 島 寛 君

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

警察本部警備部長 髙 塚 洋 志 君

審査概要

甲第１号議案、乙第１号議案から乙第５号議案

まで、乙第28号議案、乙第31号議案及び乙第32号

議案について総務部長から提案理由の説明を聴取

した後、質疑に入り、甲第１号議案については、

年休取得代替保育士の確保に係る県が保育園に対

し補助する保育士確保対策事業の補正減額の理由

と保育士不足問題の今後の県の対策、離島食品・

日用品輸送費等補助事業の補正減額の理由と平成

30年度の事業計画終了後の今後の対応、航空機整

備基地整備事業に係る補正後の総事業費及び経済

波及効果や雇用効果の見込み、台湾でも同様な施

設が整備される中での今後の取り組み、中小企業

金融対策費の一般財源10億円の内容と補正理由、

制度上の県と金融機関との融資割合の状況、クル

ーズ船寄港岸壁への屋根つき通路の整備状況、病

院事業会計の未収金発生理由と外国人や観光客増

加との関係、離島型植物コンテナ実証事業の補正

減額の理由及び事業効果の展開方法、含蜜糖製造

コストの補塡及び製糖工場整備事業の計画変更に

よる減額補正の内容、航空機整備基地建設による

台湾・アジアとの比較優位の状況、国際物流拠点

地域の賃貸工場数及び搬出額、県内ＩＴ拠点施設

数、クラウドネットワーク拡充事業の内容及び事

業展開の方向性、モノレール事業繰越補正の増額

理由及び開業への影響の有無、観光に対する県民

目線の調査を実施する理由及び調査内容等につい

て質疑が行われた。

乙第１号議案については、質疑なし。

乙第２号議案については、改正後の教員特殊業

務手当の年間支給額、支給対象者数、部活動指導

業務手当支給の要件と対象教職員数及び同手当額

と時給額との差額、部活動指導業務改善の必要性

への認識等について質疑が行われた。

乙第３号議案については、当該条例に基づく派

遣職員数や条文中の人事委員会規則で定める区域

の内容等について質疑が行われた。

乙第４号議案については、住民基本台帳ネット

ワークシステムをこの時期から運用する理由、マ

イナンバーへの移行時期、個人情報に係るセキュ

リティー対策の状況等について質疑が行われた。

乙第５号議案については、企業立地促進法によ

る課税免除の措置がなされている県内企業の件数

や事例等について質疑が行われた。

乙第28号議案については、宝くじ発売額に対す

る本県への収益金配分額とその使途、宝くじ発売

額の当せん金と収益金等との配分割合やその決定

方法、宝くじと賭博との違いや刑法との関係等に

ついて質疑が行われた。

乙第31号議案については、現任委員が任期途中
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で辞職する理由、後任委員の選定理由や現任委員

との関連性等について質疑が行われた。

乙第32号議案については、任期満了する委員を

再任する理由、教育行政関係者以外から候補者を

選定する必要の有無や選定における地域バランス

への配慮の可否等について質疑が行われた。

次に、陳情２件について総務部長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

乙第16号議案については、警務部長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、事故トラッ

クのレッカー移動や反射板の設置などの警告措置

の義務付け、最初の事故処理終了時点での再発防

止策の徹底、事故の再発防止に向けた県警察の対

応内容、車道で待機する観光バスなどへの指導等

について質疑が行われた。

次に、陳情３件について警務部長、交通部長及

び警備部長から説明を聴取した後、質疑が行われ

た。

次に、陳情16件について知事公室長から説明を

聴取した後、質疑が行われた。

次に、沖縄県及び全国の不発弾処理及び対策の

現状について知事公室長から説明を聴取した後、

質疑が行われた。

次に、陳情７件について企画部長から説明を聴

取した。

次に、陳情第93号について会計管理者から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案10件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、陳情26件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

総務企画委員会議案処理一覧表
イ 処理（10件）

議案番号 議 案 名 議会の結果

甲 第 １ 号 平成29年度沖縄県一般会計補正予算（第４号）
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 １ 号 沖縄県職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ２ 号 沖縄県職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ３ 号
東日本大震災に対処するための沖縄県職員の特殊勤務手当の特例に関す

〃
る条例の一部を改正する条例

乙 第 ４ 号 沖縄県税条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 ５ 号 県税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙第 1 6 号 損害賠償請求事件の和解等について
全 会 一 致

可 決

乙第 2 8 号 当せん金付証票の発売について 〃

乙第 3 1 号 沖縄県公安委員会委員の任命について
全 会 一 致

同 意

乙第 3 2 号 沖縄県教育委員会委員の任命について 〃
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総務企画委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 陳情平成28年第37号 集団的自衛権を容認する

「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳情

２ 陳情平成28年第40号 女性副知事登用に関する

陳情

３ 陳情平成28年第48号 放射能公害被災者に人権

の光を求める陳情

４ 陳情平成28年第55号 沖縄で議論されることな

く突然提出された「国連先住民族勧告」の撤回を

要求する意見書及び決議の可決を求める陳情

５ 陳情平成28年第67号 沖縄県自治会連合会に対

する補助金交付等に関する陳情

６ 陳情平成28年第89号 美ぎ島美しゃ（宮古・八

重山）圏域の振興発展に関する陳情

７ 陳情平成28年第155号 石垣島川平湾沖に座礁

した外国漁船撤去に対し国と県の支援を求める陳

情

８ 陳情平成28年第158号 県有施設等の敷地内全

面禁煙に関する陳情

９ 陳情平成28年第166号 機動隊や警察による市

民弾圧の中止に関する陳情

10 陳情第10号 与論・沖縄間の航空運賃の軽減措

置に関する陳情

11 陳情第20号 石垣市振興に関する陳情

12 陳情第32号 陸自ミサイル部隊の配備に関する

陳情

13 陳情第33号 石垣島への陸上自衛隊配備の反対

を求める陳情

14 陳情第45号 北朝鮮の暴発から県民を守るため

に必要な措置をとることに関する陳情

15 陳情第46号 平成29年度「離島・過疎地域振興

に関する要望事項」に関する陳情

16 陳情第54号 国民の権利と安心・安全を守る公

務・公共サービスの拡充を求める陳情

17 陳情第70号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

18 陳情第74号 「他国の航空機が領空侵犯した際、

自衛隊機に強制的に排除する権限を与える法整備

を求める意見書」の提出を求める陳情

19 陳情第75号 沖縄県主催で国民保護計画に基づ

く避難訓練の実施を求める陳情

20 陳情第76号 「尖閣諸島地方を分割して特出し

た天気予報の実施を求める意見書」の提出を求め

る陳情

21 陳情第77号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

22 陳情第88号 消防防災ヘリとヘリ基地の整備に

関する陳情

23 陳情第93号 入札及び契約制度改善に関する陳

情

24 陳情第94号 南部離島町村における平成29年度

「離島・過疎地域振興に関する要望事項」に関す

る陳情

25 陳情第106号 情報通信の格差是正に関する陳

情

26 陳情第135号 災害時避難所施設整備事業に関

する陳情

27 広報、危機管理及び消防防災について（所管事

務調査）

28 不発弾等対策について（所管事務調査）

29 予算及び行財政について（所管事務調査）

30 県税及び公有財産について（所管事務調査）

31 市町村行財政について（所管事務調査）

32 県職員の給与について（所管事務調査）

33 学事について（所管事務調査）

34 県庁舎について（所管事務調査）

35 総合開発及び地域振興について（所管事務調査）

36 交通運輸及び通信について（所管事務調査）

37 土地利用対策について（所管事務調査）

38 警察行政について（所管事務調査）

39 自衛隊について（所管事務調査）

経済労働委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時47分

散 会 午後５時50分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席
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委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

大 城 一 馬 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月13日（水曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後３時40分

場 所 第１委員会室

議 題

１ 乙第７号議案 土地改良法等の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例

２ 乙第８号議案 沖縄県使用料及び手数料条

例の一部を改正する等の条例

３ 乙第14号議案 財産の取得について

４ 乙第15号議案 財産の取得について

５ 乙第19号議案 指定管理者の指定について

６ 乙第20号議案 指定管理者の指定について

７ 乙第21号議案 指定管理者の指定について

８ 乙第22号議案 指定管理者の指定について

９ 乙第29号議案 国営土地改良事業に係る負

担金の徴収について

10 乙第30号議案 農地整備事業の執行に伴う

負担金の徴収について

11 請願平成28年第４号、請願第２号、陳情平

成28年第49号、同第54号、同第62号、同第77号、

同第82号、同第86号、同第89号の２、同第94号、

同第120号、同第121号、同第147号、同第148号、

同第152号、同第159号、同第165号、陳情第

３号の２、第16号、第22号、第46号の２、第

62号、第91号、第92号、第93号の２、第94号

の２、第101号、第105号、第107号、第110号、

第115号、第126号、第129号、第130号、第134号、

第140号、第144号及び第146号

12 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 瑞慶覧 功 君

副 委 員 長 瀬 長 美佐雄 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

山 川 典 二 君

砂 川 利 勝 君

島 袋 大 君

大 城 一 馬 君

新 里 米 吉 君

親 川 敬 君

玉 城 武 光 君

金 城 勉 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

農林水産部長 島 尻 勝 広 君

農林水産総務課長 美 里 毅 君

営農支援課長 屋 宜 宣 由 君

糖業農産課長 喜屋武 盛 人 君

村づくり計画課長 大 村 学 君

農地農村整備課長 本 原 康太郎 君

森林管理課長 崎 洋 一 君

水 産 課 長 平安名 盛 正 君

漁港漁場課長 島 袋 均 君

商工労働部長 屋比久 盛 敏 君

産業雇用統括監 伊 集 直 哉 君

産業政策課副参事 平 田 厚 雄 君

産業政策課班長 宮 國 順 英 君

産業政策課班長 笠 原 宗一郎 君

ものづくり振興課長 神 谷 順 治 君

雇用政策課長 下 地 康 斗 君

労働政策課長 宮 平 道 子 さん

労 働 政 策 課

技能五輪・アビリ 仲 里 勉 君
ンピック準備室長

文化観光スポーツ部長 嘉手苅 孝 夫 君

観光政策課長 前 原 正 人 君

観光振興課長 糸 数 勝 君

観光整備課長 平 敷 達 也 君

スポーツ振興課長 瑞慶覧 康 博 君
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保 健 医 療 部
城 間 敦 君

医療政策課班長

教育庁県立学校

教育課特別支援 浦 崎 達 夫 君
教育室主任指導主事

審査概要

乙第７号議案、乙第19号議案、乙第29号議案及

び乙第30号議案について農林水産部長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、乙第７号議

案及び乙第30号議案については、質疑なし。

乙第19号議案については、利用者に対するアン

ケート実施の有無、これまでの指定管理業務等と

の相違点及び指定管理料、使用料収入と委託契約

額との比較について質疑が行われた。

乙第29号議案については、事業の概要、同国

営事業の作物の種類等について、質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情15件について農林水産

部長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第14号議案、乙第15号議案、乙第20号

議案及び乙第21号議案について商工労働部長から

提案理由の説明を聴取した後、質疑に入り、乙第

14号議案及び乙第15号議案については技能五輪全

国大会で使用する機器の取得であることから、一

括審査を行い、両案に関し、技能五輪後の機器の

活用、学校における機器活用による技術習得機会

の増加について質疑が行われた。

乙第20号議案については、研究成果の把握の有

無、入居企業の成果に対する県の支援策、企業の

入居期間の基準の有無、過去に退去した企業の有

無について質疑が行われた。

乙第21号議案については、質疑なし。

次に、陳情13件について商工労働部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第８号議案及び乙第22号議案について

文化観光スポーツ部長から提案理由の説明を聴取

した後、質疑に入り、乙第８号議案については、

質疑なし。

乙第22号議案については、指定管理を受託する

法人の概要、指定管理料、公募にあたり競合する

団体の有無、Ｊ１プロジェクトと将来の管理体勢

の見解等について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情11件について文化観光

スポーツ部長から説明を聴取した後、質疑が行わ

れた。

次に、議案10件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願２件及び陳情36件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

経済労働委員会議案処理一覧表
イ 処理（10件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 ７ 号
土地改良法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する 全 会 一 致

条例 原 案 可 決

乙 第 ８ 号 沖縄県使用料及び手数料条例の一部を改正する等の条例 〃

乙 第 1 4 号 財産の取得について
全 会 一 致

可 決

乙 第 1 5 号 財産の取得について 〃

乙 第 1 9 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 0 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 1 号 指定管理者の指定について 〃
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議案番号 議 案 名 議決の結果

乙 第 2 2 号 指定管理者の指定について
全 会 一 致

可 決

乙 第 2 9 号 国営土地改良事業に係る負担金の徴収について 〃

乙 第 3 0 号 農地整備事業の執行に伴う負担金の徴収について 〃

経済労働委員会陳情処理一覧表
イ 処理（１件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年
会議規則第90条に

第 4 9 号
平成28年 今期サトウキビの低糖度に対 八重山市町村議会議長会

採 択
よる地方自治法第

（継続）
５月24日 する支援を求める陳情 会長 知念 辰憲 125条の措置

（知 事）

経済労働委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願平成28年第４号 ウインタースポーツ育成

に関する請願

２ 請願第２号 石垣市におけるモリンガの取り組

みに関する請願

３ 陳情平成28年第54号 「しまくとぅば教育セン

ター」の設置要請を受け入れた学校教育を行わな

いよう求める陳情

４ 陳情平成28年第62号 レンタカーを活用したド

ライバー委託事業を断固阻止するよう求める陳情

５ 陳情平成28年第77号 沖縄特例通訳案内士育成

研修制度に関する陳情

６ 陳情平成28年第82号 「全琉ハーリー大会」に

関する陳情

７ 陳情平成28年第86号 再生可能エネルギー発電

設備から住環境を守ることに関する陳情

８ 陳情平成28年第89号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

９ 陳情平成28年第94号 台湾を国として認めるた

めの意見書提出を求める陳情

10 陳情平成28年第120号 県発注工事における県

内木工事業者への優先発注に関する陳情

11 陳情平成28年第121号 最低賃金引き上げを求

める陳情

12 陳情平成28年第147号 県立職業能力開発校に

おける自動車整備科の再編計画に関する陳情

13 陳情平成28年第148号 サトウキビ価格・政策

確立に関する陳情

14 陳情平成28年第152号 女性が仕事と生活を両

立させて働き続けることができる施策の拡充を求

める陳情

15 陳情平成28年第159号 泊魚市場の糸満市場へ

の移転計画の中止等に関する陳情

16 陳情平成28年第165号 軽度知的障害者等への

支援機関の充実を求める陳情

17 陳情第３号の２ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

18 陳情第16号 沖縄県立浦添職業能力開発校にお

けるエクステリア科の存続を求める陳情

19 陳情第22号 沖縄観光の健全な発展と県独自の

施策の実施を求める陳情

20 陳情第46号の２ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

21 陳情第62号 渡名喜漁港の環境整備を求める陳

情

22 陳情第91号 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）圏

域の振興発展に関する陳情

23 陳情第92号 伊是名村振興発展に関する陳情

24 陳情第93号の２ 入札及び契約制度改善に関す
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る陳情

25 陳情第94号の２ 南部離島町村における平成29

年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」に

関する陳情

26 陳情第101号 県立武道館の施設運営に関する

陳情

27 陳情第105号 沖縄県公契約条例を規制型とす

ることを求める陳情

28 陳情第107号 砂糖制度の堅持及び経営安定対

策・サトウキビ生産振興等に関する陳情

29 陳情第110号 奨学金返済基金の創設に関する

陳情

30 陳情第115号 糸満漁港の高度衛生管理型荷さ

ばき施設等の早期整備及び泊漁港の再開発に関す

る陳情

31 陳情第126号 伊江村の振興発展に関する陳情

32 陳情第129号 サトウキビ価格・政策確立に関

する陳情

33 陳情第130号 沖縄県公契約条例を規制型とす

ることを求める陳情

34 陳情第134号 「1964東京オリンピック聖火国

内第一到着地記念碑（仮称）」の設置に関する陳

情

35 陳情第140号 泊漁港及び泊魚市場整備に関す

る陳情

36 陳情第144号 外国人観光客患者対応に関する

陳情

37 陳情第146号 貧困と格差是正につながる実効

ある沖縄県公契約条例を求める陳情

38 農林水産業について（所管事務調査）

39 商・鉱・工業について（所管事務調査）

40 労働問題について（所管事務調査）

41 観光について（所管事務調査）

42 県民文化について（所管事務調査）

43 スポーツについて（所管事務調査）

44 国内外の交流について（所管事務調査）

文教厚生委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時49分

散 会 午後５時51分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 照 屋 守 之 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

欠 席

新 垣 新 君

末 松 文 信 君

次呂久 成 崇 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月13日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時29分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 乙第６号議案 沖縄県介護保険事業推進基

金条例の一部を改正する条例

２ 乙第18号議案 指定管理者の指定について

３ 乙第26号議案 指定管理者の指定について

４ 乙第27号議案 指定管理者の指定について

５ 陳情平成28年第37号の２、同第50号、同第

51号、同第54号の２、同第61号、同第69号、

同第72号、同第85号、同第96号、同第111号、

同第133号、同第141号から同第143号まで、

同第157号、陳情第７号、第26号、第36号、

第39号、第65号、第67号、第68号、第84号、

第89号、第91号の２、第92号の２、第94号の

３、第96号、第103号、第104号、第109号、

第111号、第120号、第121号、第126号の２、

第127号、第131号及び第147号

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん
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委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

子ども福祉統括監 名渡山 晶 子 さん

福祉政策課長 金 城 賢 君

高齢者福祉
長 浜 広 明 君

介 護 課 長

青少年・子ども
友 利 公 子 さん

家 庭 課 長

子育て支援課長 大 城 清 二 君

障 害 福 祉 與那嶺 武 君

教 育 長 平 敷 昭 人 君

教育管理統括監 宜野座 葵 君

教育指導統括監 與那嶺 善 道 君

総 務 課 長 識 名 敦 君

教育支援課長 登 川 安 政 君

県立学校教育課長 半 嶺 満 君

義務教育課長 當 間 正 和 君

保健体育課長 平 良 朝 治 君

生涯学習振興課長 平 田 久 嗣 君

審査概要

乙第６号議案及び乙第18号議案について子ども

生活福祉部長から、乙第26号議案及び乙第27号議

案について教育長からそれぞれ提案理由の説明を

聴取した後、質疑に入り、乙第６号議案について

は、沖縄県介護保険事業推進基金の実績、当初の

基金の積立額と現在の基金残高の状況、各都道府

県における基金の設置状況、基金の有効的な活用

に当たって必要不可欠となる社会福祉協議会との

連携のあり方、県内市町村の介護保険料の現状、

介護保険認定に対する県の支援のあり方、介護従

事者の人材確保の方策等について質疑が行われ

た。

乙第18号議案については、指定管理者となる団

体の選定理由、指定管理に応募してきた団体数、

指定管理者制度運用委員会における委員の構成、

指定管理者の変更に伴う現職員の処遇、県と指定

管理者の役割の明確化、指定管理料が引き上げら

れた理由、入所児童数の推移、入所児童の人権を

擁護するための方法、退所者に対する支援のあり

方、児童養護施設と地域との連携、指定管理者の

チェックの方法等について質疑が行われた。

乙第26号議案については、施設の運営面におけ

る課題、現在の職員体制、指定管理者の変更の有

無、専門員の職務の内容、指定管理者のチェック

の方法等について質疑が行われた。

乙第27号議案については、施設の概要と現在の

職員体制、指定管理者の変更の有無、指定管理料

の算定方法等について質疑が行われた。

次に、陳情25件について子ども生活福祉部長か

ら提案理由の説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、陳情18件について教育長から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

（３）

◎平成29年12月14日（木曜日）

開 会 午前10時０分

散 会 午後２時30分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 甲第４号議案 平成29年度沖縄県病院事業

会計補正予算（第２号）

２ 乙第６号議案 沖縄県介護保険事業推進基

金条例の一部を改正する条例

３ 乙第18号議案 指定管理者の指定について

４ 乙第26号議案 指定管理者の指定について

５ 乙第27号議案 指定管理者の指定について

６ 請願第１号、陳情平成28年第37号の２、同

第50号、同第51号、同第54号の２、同第61号、

同第69号、同第72号、同第79号、同第85号、

同第96号、同第111号、同第133号、同第139号、

同第141号から同第143号まで、同第157号、

陳情第７号、第26号、第34号、第36号、第39号、

第55号、第65号、第67号、第68号、第71号、

第72号、第84号、第89号、第91号の２、第92号

の２、第94号の３、第96号、第97号、第103号、

第104号、第109号、第111号、第118号から第

121号まで、第126号の２、第127号、第131号、

第136号から第139号まで、第147号及び第

148号
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７ 閉会中継続審査・調査について

８ 視察調査日程について（追加議題）

出 席

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

平 良 昭 一 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

保健医療部長 砂 川 靖 君

保健医療総務課長 大 城 博 君

医療政策課長 諸見里 真 君

衛生薬務課長 玉 城 宏 幸 君

国民健康保険課長 名 城 政 広 君

病院事業局長 伊 江 朝 次 君

病院事業統括監 金 城 聡 君

県立病院課長 真栄城 守 君

県立病院課
山 城 英 昭 君経営企画監

県立病院課
與那覇 博 康 君医療企画監

審査概要

甲第４号議案について病院事業局長から提案理

由の説明を聴取した後、質疑に入り、労働基準監

督署から勧告を受け支給すべき医師の時間外勤務

手当について２カ年分の全額を一般会計からの繰

入金として処理しない理由、県立病院における時

間外勤務手当の支給状況、各県立病院の繰入金額、

病院事業局と知事部局との補正予算に係る調整の

経緯、当直手当の有無、医師の勤務体制の状況等

について質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情13件について保健医療

部長から、陳情５件について病院事業局長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案５件を採決した結果、別掲のとおり

決定した

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、視察調査日程について協議し、決定した。

文教厚生委員会議案処理一覧表
イ 処理（５件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 ４ 号 平成29年度沖縄県病院事業会計補正予算（第２号）
全 会 一 致

原 案 可 決

乙 第 ６ 号 沖縄県介護保険事業推進基金条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 8 号 指定管理者の指定について
全 会 一 致

可 決

乙 第 2 6 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 7 号 指定管理者の指定について 〃

文教厚生委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第１号 民泊サービスにおける簡易宿泊営

業のフロント業務簡便化に関する請願

２ 陳情平成28年第37号の２ 集団的自衛権を容認

する「平和・安全保障関連法」の廃止を求める陳

情

３ 陳情平成28年第50号 認可外保育園の現状と活

用に関する陳情

４ 陳情平成28年第51号 「慰霊の日」のあり方に

関する陳情
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５ 陳情平成28年第54号の２ 「しまくとぅば教育

センター」の設置要請を受け入れた学校教育を行

わないよう求める陳情

６ 陳情平成28年第61号 犯罪被害者支援条例の制

定を求める陳情

７ 陳情平成28年第69号 過度な競争になっている

「学力推進運動」を改め、子供たちに豊かな教育

を求める陳情

８ 陳情平成28年第72号 学校における「集団フッ

化物洗口導入」に反対する陳情

９ 陳情平成28年第79号 「民泊新法」についての

意見書の提出を求める陳情

10 陳情平成28年第85号 成人向けビデオに関する

陳情

11 陳情平成28年第96号 「しまくとぅばの保護・

強化に関する条例」の制定に関する陳情

12 陳情平成28年第111号 障害者への合理的配慮

や対応に関する陳情

13 陳情平成28年第133号 離婚後の親子の面会交

流に関する法整備と支援を求める陳情

14 陳情平成28年第139号 子供の医療費助成への

「罰則」廃止と国の制度化を求める陳情

15 陳情平成28年第141号 「無料低額診療事業の

保険薬局への拡充を政府に求める意見書」の提出

を求める陳情

16 陳情平成28年第142号 介護保険制度の見直し

に対する陳情

17 陳情平成28年第143号 「要介護１・２」の「一

部保険給付からの除外」を中止し、安心、安全の

介護保障を国の責任で実現するよう求める陳情

18 陳情平成28年第157号 認可外保育園に関する

陳情

19 陳情第７号 意思疎通支援事業等の充実に関す

る陳情沖退連2016年度医療・介護制度及び地域公

共交通機関に関する陳情

20 陳情第26号 ヘイトスピーチに関する陳情

21 陳情第34号 学校法人うるま学園うるま医療福

祉大学設立に関する陳情

22 陳情第36号 沖縄県盲ろう者向け通訳・介助員

派遣事業及び盲聾者支援に関する陳情

23 陳情第39号 所得税及び地方税における寡婦控

除を未婚の母及び生別寡婦にも適用することを求

める陳情

24 陳情第55号 国民健康保険都道府県単位化につ

いて意見書提出を求める陳情

25 陳情第65号 過度な競争になっている「学力推

進運動」を改め、子供たちに豊かな教育を求める

陳情

26 陳情第67号 「労働安全衛生委員会」の設置を

進め、学校労働環境の改善を求める陳情

27 陳情第68号 義務教育費国庫負担拡充を求める

意見書採択に関する陳情

28 陳情第71号 薬剤師確保に関する陳情

29 陳情第72号 国民健康保険都道府県単位化に関

する陳情

30 陳情第84号 認可外保育園を利用する乳幼児の

処遇改善を求める陳情

31 陳情第89号 ハワイ捕虜沖縄出身者名簿及び戦

没者の遺骨収集に関する陳情

32 陳情第91号の２ 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）

圏域の振興発展に関する陳情

33 陳情第92号の２ 伊是名村振興発展に関する陳

情

34 陳情第94号の３ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

35 陳情第96号 沖縄県内で学ぶ学生への給付型奨

学金に関する陳情

36 陳情第97号 透析患者や移植者が自立と安心し

て生活できる福祉社会づくりに関する陳情

37 陳情第103号 沖縄県青年団協議会への財政的

支援等に関する陳情

38 陳情第104号 沖縄県出身特定失踪者の救出に

関する陳情

39 陳情第109号 地すべり防止区域への有料老人

ホーム建設の中止を求める陳情

40 陳情第111号 貧困と格差をなくし、憲法第25

条が規定した健康で文化的な最低限度の生活を全

ての県民に保障する立場で「生活保護行政」を進

めることを求める陳情

41 陳情第118号 国保財政の県移管における国保

制度改善を求める陳情

42 陳情第119号 こども医療費助成制度改善を求

める陳情

43 陳情第120号 子供たちの豊かな未来のために

教育費の増額を求める陳情

44 陳情第121号 子供たちの未来を守るための施

策を求める陳情
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45 陳情第126号の２ 伊江村の振興発展に関する

陳情

46 陳情第127号 介護の現場と県民の生活を守る

ために介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改

善を進め、国の責任で介護報酬など財源の確保を

求める陳情

47 陳情第131号 球陽中学校・高等学校における

学生寮及び施設の整備・増設に関する陳情

48 陳情第136号 新沖縄県立八重山病院における

高気圧酸素治療装置の設置に関する陳情

49 陳情第137号 新沖縄県立八重山病院における

高気圧酸素治療装置の設置に関する陳情

50 陳情第138号 新沖縄県立八重山病院における

高気圧酸素治療装置の設置と減圧症等治療の継続

実施に関する陳情

51 陳情第139号 新沖縄県立八重山病院における

高気圧酸素治療装置の設置と減圧症等治療の継続

実施に関する陳情

52 陳情第147号 障害児童生徒の通常学校、保育

園の受け入れに関する陳情

53 陳情第148号 離島・僻地の患者・妊産婦等の

経済的負担軽減を図るための宿泊支援策に関する

陳情

54 青少年について（所管事務調査）

55 社会福祉及び社会保障について（所管事務調査）

56 県民生活について（所管事務調査）

57 交通安全問題について（所管事務調査）

58 平和及び男女共同参画について（所管事務調査）

59 保健衛生について（所管事務調査）

60 医療について（所管事務調査）

61 教育及び学術文化について（所管事務調査）

土木環境委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時46分

散 会 午後５時50分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 審査日程について

２ 視察調査日程について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

欠 席

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

審査概要

審査日程について及び視察調査日程について協

議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月13日（水曜日）

開 会 午前10時２分

散 会 午後５時44分

場 所 第３委員会室

議 題

１ 甲第２号議案 平成29年度沖縄県下水道事

業特別会計補正予算（第２号）

２ 甲第３号議案 平成29年度沖縄県宜野湾港

整備事業特別会計補正予算（第１号）

３ 乙第９号議案 沖縄県道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例

４ 乙第10号議案 沖縄県都市公園条例の一部

を改正する条例

５ 乙第11号議案 沖縄県営住宅の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例

６ 乙第12号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

７ 乙第13号議案 工事請負契約についての議

決内容の一部変更について

８ 乙第17号議案 指定管理者の指定について

９ 乙第23号議案 指定管理者の指定について

10 乙第24号議案 指定管理者の指定について

11 乙第25号議案 指定管理者の指定について
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12 請願第５号、陳情平成28年第45号の４、同

第76号、同第89号の４、同第106号、同第107号、

同第115号、同第145号、同第160号、同第169号、

陳情第３号の４、第９号、第11号、第12号の

２、第20号の３、第21号、第38号、第46号の

４、第56号、第61号、第64号、第69号、第78号、

第80号、第83号、第91号の３、第92号の３、

第94号の４、第95号、第98号、第102号、第

108号、第109号の２、第113号、第122号、第

124号、第126号の３、第132号、第145号、第

149号、第150号及び第151号

13 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

赤 嶺 昇 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

説明員の職、氏名

環 境 部 長 大 浜 浩 志 君

環境政策課副参事 桑 江 隆 君

環境整備課長 松 田 了 君

自然保護課長 金 城 賢 君

環境再生課長 安 里 修 君

子ども生活福祉部

平和援護・男女 中 里 智 子 さん
参画 課副 参事

土木建築部長 宮 城 理 君

土木企画統括監 新 垣 健 一 君

技術・建設業課長 小橋川 透 君

道路街路課長 玉 城 佳 卓 君

道路管理課長 喜屋武 元 秀 君

海岸防災課長 永 山 正 君

港 湾 課 長 照 屋 寛 志 君

空 港 課 長 與那覇 聰 君

参事兼都市計画・ 古 堅 孝 君
モノレール課長

下水道課長 金 城 光 祐 君

建築指導課長 宮 平 尚 君

住 宅 課 長 幸 喜 敦 君

施設建築課長 佐久川 尚 君

審査概要

甲第２号議案、甲第３号議案、乙第９号議案か

ら乙第13号議案まで及び乙第23号議案から乙第

25号議案までについて土木建築部長から提案理由

の説明を聴取した後、質疑に入り、甲第２号議案

については、質疑なし。

甲第３号議案については、指定管理者の指定期

間を３年間から５年間に変更した理由、施設使用

料収入と指定管理料の状況等について質疑が行わ

れた。

乙第９号議案については、道路上の電柱に対す

る道路占用料の有無、道路占有料の年間徴収額、

市町村における道路占有料の徴収等について質疑

が行われた。

乙第10号議案については、児童・生徒がキャン

プ場を利用する際の利用料減免の可否、条例で規

定する基準額と施設利用料金の違い、条例改正に

伴う利用者への影響等について質疑が行われた。

乙第11号議案については、条例改正による認知

症患者等への家賃減額の有無、認知症患者等の家

賃負担額の増加を回避する仕組み等について質疑

が行われた。

乙第12号議案については、質疑なし。

乙第13号議案については、設計料変更の有無、

工事の進捗状況等について質疑が行われた。

乙第23号議案については、指定管理者となる団

体のこれまでの管理実績、指定管理に係る収支計

画の内容等について質疑が行われた。

乙第24号議案については、質疑なし。

乙第25号議案については、応募が１社しかなか

ったことについての県の認識、指定管理者の費用

負担の有無等について質疑が行われた。

次に、陳情24件について土木建築部長から説明

を聴取した後、質疑が行われた。

次に、乙第17号議案について環境部長から提案

理由の説明を聴取した後、質疑に入り、民間企業

からの応募の有無、選定に関して点数の重点配分

した審査項目で第２位となった団体が指定管理者

として選定されているが、このことについての県

の見解、公園の今後のあり方等について質疑が行
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われた。

次に、請願１件、陳情22件について環境部長か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、議案11件を採決した結果、別掲のとおり

決定した。

次に、請願１件、陳情41件を採決した結果、別

掲のとおり決定した。

次に、閉会中審査・調査については、別掲のと

おり決定した。

土木環境委員会議案処理一覧表
イ 処理（11件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

甲 第 ２ 号 平成29年度沖縄県下水道事業特別会計補正予算（第２号）
全 会 一 致

原 案 可 決

甲 第 ３ 号 平成29年度沖縄県宜野湾港整備事業特別会計補正予算（第１号） 〃

乙 第 ９ 号 沖縄県道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 0 号 沖縄県都市公園条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 1 号 沖縄県営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 〃

乙 第 1 2 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について
全 会 一 致

可 決

乙 第 1 3 号 工事請負契約についての議決内容の一部変更について 〃

乙 第 1 7 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 3 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 4 号 指定管理者の指定について 〃

乙 第 2 5 号 指定管理者の指定について 〃

土木環境委員会陳情処理一覧表
イ 処理（２件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成28年 一般社団法人 沖縄県電
会議規則第90条に

第 1 4 5 号
平成28年 公共工事設計労務単価の適切

気管工事業協会 採 択
よる地方自治法第

（継続）
11月15日 な引き上げに関する陳情

会長 中村 達
125条の措置

（知 事）

第 1 2 6 号 平成29年 伊江村の振興発展に関する陳 伊江村長

の ３ 11月13日 情 島袋 秀幸
〃 〃
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土木環境委員会閉会中継続

審 査 ・ 調 査 事 件 一 覧

１ 請願第５号 被災動物救護体制の確立に関する

請願

２ 陳情平成28年第45号の４ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

３ 陳情平成28年第76号 公共工事の施工による損

害賠償を求める陳情

４ 陳情平成28年第89号の４ 美ぎ島美しゃ（宮古

・八重山）圏域の振興発展に関する陳情

５ 陳情平成28年第106号 県の建設業許可業者及

び県指定の建築確認検査機関の業務改善と指導を

求める陳情

６ 陳情平成28年第107号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情

７ 陳情平成28年第115号 産業廃棄物最終処分場

に関する陳情

８ 陳情平成28年第160号 那覇港泊埠頭の乗船施

設整備に関する陳情

９ 陳情平成28年第169号 公有水面埋立事業にお

ける埋立用材に係る外来生物の侵入防止に関する

条例の改正に関する陳情

10 陳情第３号の４ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情

11 陳情第９号 アスファルト舗装版の切断汚濁水

（汚泥）及び紛体（粉じん）の適正処理に関する

陳情

12 陳情第11号 「沖縄県の蝶（県蝶）」の制定に

関する陳情

13 陳情第12号の２ 法定積載で安心・安全な交通

安全が担保できる適正単価を求める陳情

14 陳情第20号の３ 石垣市振興に関する陳情

15 陳情第21号 「（仮称）竹富島コンドイビーチ

リゾート事業計画」の開発行為許可の取り下げを

求める陳情

16 陳情第38号 本部港が「国際クルーズ船の拠点

港」に選出されたことに関する陳情

17 陳情第46号の４ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

18 陳情第56号 （仮称）沖縄伊武部ビーチホテル

計画に関する陳情

19 陳情第61号 平成29年度中城湾港（新港地区）

振興に関する陳情

20 陳情第64号 南部東道路の那覇空港自動車道へ

の直接乗り入れに関する陳情

21 陳情第69号 「沖縄県の蝶（県蝶）」制定に関

する陳情

22 陳情第78号 軍事基地の建設と米軍及び自衛隊

による訓練を沖縄県環境影響評価条例の対象事業

に加えることを求める陳情

23 陳情第80号 沖縄県における外来種侵入予防対

策の強化に関する陳情

24 陳情第83号 仲間交差点の改良を求める陳情

25 陳情第91号の３ 美ぎ島美しゃ（宮古・八重山）

圏域の振興発展に関する陳情

26 陳情第92号の３ 伊是名村振興発展に関する陳

情

27 陳情第94号の４ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

28 陳情第95号 沖縄市東部地区の防災公園造成に

関する陳情

29 陳情第98号 沖縄市北部産廃処分場に関する陳

情

30 陳情第102号 泡瀬干潟をラムサール条約湿地

に登録させるための具体的な作業の促進に関する

陳情

31 陳情第108号 外来生物に関する国際シンポジ

ウム開催に関する陳情

32 陳情第109号の２ 地すべり防止区域への有料

老人ホーム建設の中止を求める陳情

33 陳情第113号 宮古島及び石垣島における陸上

自衛隊のミサイル新基地建設について、防衛省に

対して沖縄県環境影響評価条例に基づく環境アセ

スメントの実施を求める陳情

34 陳情第122号 国立沖縄戦没者墓苑裏のごみ回

収と遺骨収集を求める陳情

35 陳情第124号 ペットを受動喫煙から守る条例

の制定を求める陳情

36 陳情第132号 下地島空港に関する陳情

37 陳情第145号 石垣市字白保兼久原における開

発行為（仮称）石垣島白保ホテルプロジェクトに

対する是正指導及び開発許可申請の不許可を求め

る陳情

38 陳情第149号 沖縄県環境影響評価条例に県の

特殊性への配慮を求める陳情
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39 陳情第150号 沖縄県環境影響評価条例の対象

事業の追加を求める陳情

40 陳情第151号 農連市場の違法再開発と完全崩

壊したのうれんプラザの現場に関する陳情

41 道路、橋梁の整備事業について（所管事務調査）

42 港湾の整備事業について（所管事務調査）

43 空港の整備事業について（所管事務調査）

44 河川、海岸及び砂防の整備事業について（所管

事務調査）

45 都市計画事業について（所管事務調査）

46 上下水道事業について（所管事務調査）

47 住宅環境の改善について（所管事務調査）

48 建築関係について（所管事務調査）

49 公害防止及び環境保全について（所管事務調査）

50 緑化の推進について（所管事務調査）

土木環境委員会

委員派遣

（１）

視察調査の日時

平成29年12月14日（１日）

視察調査の場所

沖縄市

視察調査事項

１ 公害防止及び環境保全について（産業廃棄物

の不法投棄について）

参 加 者

委 員 長 新 垣 清 涼 君

副 委 員 長 照 屋 大 河 君

委 員 座 波 一 君

具志堅 透 君

仲 村 未 央 さん

崎 山 嗣 幸 君

上 原 正 次 君

嘉 陽 宗 儀 君

糸 洲 朝 則 君

委 員 外 議 員

新 垣 光 栄 君

大 城 憲 幸 君

當 間 盛 夫 君

米軍基地関係特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年11月28日（火曜日）

開 会 午後５時35分

散 会 午後５時58分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 議員提出議案第１号 在沖米海兵隊員によ

る飲酒運転死亡事故に関する意見書

２ 議員提出議案第２号 在沖米海兵隊員によ

る飲酒運転死亡事故に関する抗議決議

３ 議員提出議案第３号 在沖米軍人・軍属に

よる多発する事件・事故に関する意見書

４ 議員提出議案第４号 在沖米軍人・軍属に

よる多発する事件・事故に関する抗議決議

５ 議員提出議案第１号在沖米海兵隊員による

飲酒運転死亡事故に関する意見書及び議員提

出議案第３号在沖米軍人・軍属による多発す

る事件・事故に関する意見書に対する修正案

について（追加議題）

６ 議員提出議案第２号在沖米海兵隊員による

飲酒運転死亡事故に関する抗議決議及び議員

提出議案第４号在沖米軍人・軍属による多発

する事件・事故に関する抗議決議に対する修

正案について（追加議題）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

渡久地 修 君

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

審査概要

議員提出議案第１号から議員提出議案第４号ま

-129-



でについて協議した結果、２つの意見書と２つの

抗議決議をそれぞれ１本化したいとの提案があ

り、「議員提出議案第１号在沖米海兵隊員による

飲酒運転死亡事故に関する意見書及び議員提出議

案第３号在沖米軍人・軍属による多発する事件・

事故に関する意見書に対する修正案」及び「議員

提出議案第２号在沖米海兵隊員による飲酒運転死

亡事故に関する抗議決議及び議員提出議案第４号

在沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に関

する抗議決議に対する修正案」を議題に追加し協

議した結果、別掲のとおり提出することになった。

（２）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時54分

散 会 午後５時56分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 審査日程について

委員の異動

12月12日の会議において、委員会条例第５条第

１項の規定により嘉陽宗儀君から瀬長美佐雄君に

委員の変更がなされた。

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

欠 席

照 屋 守 之 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月13日（水曜日）

開 会 午後０時10分

散 会 午後０時28分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（普天間第二

小学校への米軍ヘリの窓落下事故について）

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知事公室参事兼
金 城 典 和 君

基地対策課長

審査概要

普天間第二小学校への米軍ヘリの窓落下事故に

ついて知事公室参事兼基地対策課長から説明を聴

取した後、質疑が行われた。

（３）

◎平成29年12月18日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後５時14分

場 所 第４委員会室

議 題

１ 請願第６号、陳情平成28年第39号、同第

78号、同第117号、同第119号、同第124号か

ら同第127号まで、同第138号、同第153号、

同第161号、同第163号、同第167号、同第168号、

同第173号、同第175号、同第178号から同第

183号まで、陳情第１号、第13号、第14号、

第20号の４、第23号、第25号、第27号、第28号、

第31号、第44号、第79号、第81号、第85号、

第86号、第90号、第99号、第100号、第114号、

第116号、第117号、第123号、第128号及び第
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141号から第143号まで

２ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（宜野湾市野

嵩の保育園における落下物について）

３ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（米軍ＣＨ53

Ｅ大型輸送ヘリコプターの部品落下事故につ

いて）（追加議題）

４ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（９月以降の

米軍関係の事件・事故について）

５ 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関

係諸問題の調査及び対策の樹立（宜野湾市野

嵩の保育園における落下物について及び米軍

ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターの部品落下事

故についてに係る意見書及び抗議決議の提出

について）（追加議題）

６ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 仲宗根 悟 君

副 委 員 長 親 川 敬 君

委 員 山 川 典 二 君

花 城 大 輔 君

末 松 文 信 君

照 屋 守 之 君

宮 城 一 郎 君

照 屋 大 河 君

新 垣 清 涼 君

瀬 長 美佐雄 君

渡久地 修 君

金 城 勉 君

當 間 盛 夫 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室 長 謝 花 喜一郎 君

基地対策統括監 池 田 竹 州 君

参 事 兼
金 城 典 和 君基地対策課長

辺野古新基地建設
多良間 一 弘 君

問 題 対 策 課 長

環境部環境
棚 原 憲 実 君企画統括監

環 境 部
仲宗根 一 哉 君環境保全課長

子ども生活福祉部

平 和 援 護 ・ 大 濱 靖 君
男 女参 画課長

企業局企業
仲 村 豊 君技術統括監

教育庁教育
宜野座 葵 君管理統括監

教育庁義務
宮 城 威 君教育課副参事

警察本部刑事部長 當 山 達 也 君

警察本部刑事部
松 崎 賀 充 君

捜査第一課長

警察本部交通部長 梶 原 芳 也 君

審査概要

請願１件及び陳情47件について、知事公室長、

環境部環境企画統括監、子ども生活福祉部平和援

護・男女参画課長、企業局企業技術統括監及び教

育庁教育管理統括監からそれぞれ説明を聴取した

後、質疑が行われた。

次に、米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターの部

品落下事故について議題に追加することを諮り、

意見の一致を見たことことから宜野湾市野嵩の保

育園における落下物についての議題の後に追加す

ることを決定した。

次に、宜野湾市野嵩の保育園における落下物に

ついて知事公室長から説明を聴取した後、質疑が

行われた。

次に、米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターの部

品落下事故について、知事公室長から説明を聴取

した後、質疑が行われた。

次に、９月以降の米軍関係の事件・事故につい

て警察本部刑事部長及び警察本部交通部長からそ

れぞれ説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、請願１件及び陳情47件を採決した結果、

別掲のとおり決定した。

次に、「米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターか

らの普天間第二小学校への窓落下事故に関する意

見書」及び「同抗議決議」の提出について議題に

追加し、協議した結果、別掲のとおり提出するこ

とになった。
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米軍基地関係特別委員会議案処理一覧表
イ 処理（４件）

議案番号 議 案 名 議決の結果

議 員 提 出
全 会 一 致

議案第１号
在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書 修 正 議 決

（修正案別紙）

議 員 提 出
議案第２号

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗議決議 〃

議 員 提 出
議案第３号

在沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に関する意見書 〃

議 員 提 出
議案第４号

在沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に関する抗議決議 〃

（別紙）

議員提出議案第１号在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書及び議員提出議案第３号在沖

米軍人・軍属による多発する事件・事故に関する意見書に対する修正案

議員提出議案第２号在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗議決議及び議員提出議案第４号在

沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に関する抗議決議に対する修正案

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書及び在沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に関

する意見書の全部を別紙１のように修正する。

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗議決議及び在沖米軍人・軍属による多発する事件・事故に

関する抗議決議の全部を別紙２のように修正する。

米軍基地関係特別委員会陳情処理一覧表
イ 処理（９件）

陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

オスプレイのつり下げ訓練及 会議規則第90条に

第 １ 号 平成28年 び騒音被害に対する抗議並び 宜野座村城原区長
採 択

よる地方自治法第

（継続） 12月12日 に着陸帯ファルコン撤去に関 崎濱 秀正 125条の措置

する陳情 （知 事）

米軍ＭＶ22オスプレイによる

第 9 0 号 平成29年 低空飛行及び騒音、粉じん被 宜野座村城原区長
〃 〃

（継続） ７月25日 害並びに着陸帯ファルコン撤 崎濱 秀正

去に関する陳情

第 1 0 0 号 平成29年 ＭＶ22オスプレイ墜落事故に 嘉手納町議会議長

（継続） ９月11日 関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

第 1 1 4 号 平成29年
常態化する嘉手納基地での米

嘉手納町議会議長

（継続） ９月28日
軍パラシュート降下訓練の禁

徳里 直樹
〃 〃

止を求める陳情

平成29年 米軍ＣＨ53ヘリコプターの不 嘉手納町議会議長
第 1 2 3 号

10月25日 時着・炎上事故に関する陳情 徳里 直樹
〃 〃
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陳情番号
受 理

件 名 陳 情 者 名
審査の

措 置
年月日 結 果

平成29年 Ｆ35Ａ戦闘機の嘉手納基地へ 嘉手納町議会議長
第 1 2 8 号

11月14日 の暫定配備に関する陳情 徳里 直樹
〃 〃

平成29年 米国原子力艦船のホワイト・ うるま市長
第 1 4 1 号

12月４日 ビーチ寄港に関する陳情 島袋 俊夫
〃 〃

平成29年 米国原子力潜水艦のホワイト うるま市議会議長
第 1 4 2 号

12月４日 ・ビーチ寄港に関する陳情 大屋 政善
〃 〃

米軍ＭＶ22オスプレイによる

第 1 4 3 号
平成29年 夜間飛行及び騒音・粉じん被 宜野座村城原区

〃 〃
12月５日 害並びに着陸帯ファルコン撤 区長 崎濱 秀正

去に関する陳情

米 軍 基 地 関 係 特 別 委 員 会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 請願第６号 在沖米軍基地の核兵器貯蔵疑惑に

関する請願

２ 陳情平成28年第39号 辺野古新基地建設を直ち

に中止し、普天間基地の即時閉鎖を求める陳情

３ 陳情平成28年第78号 ヤンバル上空のオスプレ

イ飛行禁止等を求める陳情

４ 陳情平成28年第117号 高江ヘリパッド建設に

伴う環境破壊への懸念に関する陳情

５ 陳情平成28年第119号 北部訓練場のオスプレ

イ飛行訓練による高江区民の生活権の侵害につい

て視察し改善を求める陳情

６ 陳情平成28年第124号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設工事等に関する陳情

７ 陳情平成28年第125号 継続審議になった陳情

第78号の再審議を求める陳情

８ 陳情平成28年第126号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設に対する抗議決議を求める陳情

９ 陳情平成28年第127号 米軍北部訓練場のオス

プレイパッド建設とヤンバル上空のオスプレイ飛

行に関する陳情

10 陳情平成28年第138号 北部訓練場のヘリパッ

ド建設に関する陳情

11 陳情平成28年第153号 高江でのヘリパッド建

設に向けた資材搬入等の中止を求める陳情

12 陳情平成28年第161号 ４度の国際自然保護連

合勧告・決議の履行を日本政府と国際自然保護連

合に求める陳情

13 陳情平成28年第163号 高江のヘリパッド建設

及びオスプレイ飛行に関する陳情

14 陳情平成28年第167号 米軍北部訓練場のヘリ

パッド建設及び米軍への提供に反対し、米軍機の

飛行訓練への使用禁止を求める陳情

15 陳情平成28年第168号 高江ヘリパッド工事に

よる沖縄県民の生活用水汚染の可能性に関する陳

情

16 陳情平成28年第173号 平成29年度住宅防音工

事の予算確保とコンター見直しに関する陳情

17 陳情平成28年第175号 米軍北部訓練場ヘリパ

ッド建設に関する意見書を支持する陳情

18 陳情平成28年第178号 翁長知事及びオール沖

縄に対する陳情

19 陳情平成28年第179号 米軍キャンプ・シュワ

ブ陸上部工事の受け入れに関する陳情

20 陳情平成28年第180号 北部訓練場新設ヘリパ

ッドにおけるオスプレイの飛行禁止等を求める陳

情

21 陳情平成28年第181号 高江オスプレイパッド

建設反対宣言に関する陳情

22 陳情平成28年第182号 北部訓練場について県

民に対する説明責任を果たすことを求める陳情

23 陳情平成28年第183号 高江ヘリパッド建設に

関する陳情
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24 陳情第13号 沖縄の民意を尊重し、地方自治の

堅持を日本政府に求める陳情

25 陳情第14号 沖縄防衛局のコンター見直しに関

する陳情

26 陳情第20号の４ 石垣市振興に関する陳情

27 陳情第23号 北部訓練場に関する陳情

28 陳情第25号 在沖米海兵隊の駐留検証に関する

陳情

29 陳情第27号 オスプレイ等の飛行訓練による高

江区民の生活権侵害の現状を把握し、オスプレイ

の飛行禁止を求める陳情

30 陳情第28号 北部訓練場に関する陳情

31 陳情第31号 赤土等流出防止条例に基づく現地

立入調査を求める陳情

32 陳情第44号 ＩＵＣＮの協力要請を受けるよう

に日本政府に求め、沖縄県がＩＵＣＮに協力を要

請することを求める陳情

33 陳情第79号 「辺野古新基地建設の中止と普天

間基地代替施設について国民的議論を深め、民主

主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとす

る」意見書の提出を求める陳情

34 陳情第81号 東村高江区の米軍被害について積

極的な現状把握と対策を行いオスプレイ配備撤回

の政策を具体的に実行することを求める陳情

35 陳情第85号 嘉手納基地旧海軍駐機場の航空機

使用禁止を求める陳情

36 陳情第86号 嘉手納基地における米軍機の騒音

激化に関する陳情

37 陳情第99号 米軍機低周波影響調査に関する陳

情

38 陳情第116号 オスプレイ飛行訓練地の被害状

況を沖縄県は実情に合った測定と聞き取りを行

い、継続的に把握することを求める陳情

39 陳情第117号 北部訓練場のあるヤンバルの森

を世界自然遺産登録するに当たり沖縄県と米軍が

環境協定のための協議を求める陳情

40 軍使用土地、基地公害、演習等米軍基地関係諸

問題の調査及び対策の樹立

別紙１

在沖米海兵隊員による飲酒運転

死亡事故に関する意見書

去る11月19日午前５時25分ごろ、那覇市の国道58

号泊交差点において、米軍公用車のトラックと、右

折しようとしていた軽トラックが衝突し、運転して

いた那覇市の男性会社員が死亡する事故が発生し

た。

米軍公用車を運転していた在沖米海兵隊員の呼気

からは基準値の約３倍を超えるアルコールが検出さ

れ、同日、那覇署に逮捕された。

本県議会は、これまでも米軍人・軍属等による事

件・事故が発生するたびに綱紀粛正、再発防止等を

徹底するよう米軍を初め関係機関に強く申し入れて

きたところである。それにもかかわらず、在沖米海

兵隊員による事故によって県民のとうとい命が失わ

れたことは極めて遺憾であり、基地あるがゆえの事

件・事故が繰り返されることに怒りを禁じ得ない。

特に今回、公用車が公務外に使用されているとい

う状況も鑑みると、米軍における綱紀粛正や再発防

止の取り組みは、もはや機能していないと言わざる

を得ず、米軍及び日米両政府においては、事故に至

る経緯等も含め十分調査するとともに、遺族に対す

る補償などについて誠実に対応すべきである。また、

日本政府においては、このような事故が再び起こる

ことがないよう米側に毅然とした態度で臨むべきで

ある。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、今回の事故に対し厳重に抗議するとともに、

下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請す

る。

記

１ 被害者の遺族への謝罪及び完全な補償を速やか

に行うこと。

２ 在沖米海兵隊の早期の国外、県外の移転を求め

ること。

３ 在沖米軍人・軍属による凶悪犯罪等に対し、司

令官及び上司の更迭を図ること。

４ 沖縄県・日本政府・米国政府の三者による特別

対策協議会を設置して、事件・事故の再発防止を

図ること。

５ 日米地位協定の抜本改定を行うこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年11月28日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣
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外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

別紙２

在沖米海兵隊員による飲酒運転

死亡事故に関する抗議決議

去る11月19日午前５時25分ごろ、那覇市の国道58

号泊交差点において、米軍公用車のトラックと、右

折しようとしていた軽トラックが衝突し、運転して

いた那覇市の男性会社員が死亡する事故が発生し

た。

米軍公用車を運転していた在沖米海兵隊員の呼気

からは基準値の約３倍を超えるアルコールが検出さ

れ、同日、那覇署に逮捕された。

本県議会は、これまでも米軍人・軍属等による事

件・事故が発生するたびに綱紀粛正、再発防止等を

徹底するよう米軍を初め関係機関に強く申し入れて

きたところである。それにもかかわらず、在沖米海

兵隊員による事故によって県民のとうとい命が失わ

れたことは極めて遺憾であり、基地あるがゆえの事

件・事故が繰り返されることに怒りを禁じ得ない。

特に今回、公用車が公務外に使用されているとい

う状況も鑑みると、米軍における綱紀粛正や再発防

止の取り組みは、もはや機能していないと言わざる

を得ず、米軍及び日米両政府においては、事故に至

る経緯等も含め十分調査するとともに、遺族に対す

る補償などについて誠実に対応すべきである。また、

日本政府においては、このような事故が再び起こる

ことがないよう米側に毅然とした態度で臨むべきで

ある。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、今回の事故に対し厳重に抗議するとともに、

下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求す

る。

記

１ 被害者の遺族への謝罪及び完全な補償を速やか

に行うこと。

２ 在沖米海兵隊の早期の国外、県外の移転を求め

ること。

３ 在沖米軍人・軍属による凶悪犯罪等に対し、司

令官及び上司の更迭を図ること。

４ 沖縄県・日本政府・米国政府の三者による特別

対策協議会を設置して、事件・事故の再発防止を

図ること。

５ 日米地位協定の抜本改定を行うこと。

上記のとおり決議する。

平成29年11月28日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官 宛て

第 ３ 海 兵 遠 征 軍 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事

米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプ

ターからの普天間第二小学校へ

の窓落下事故に関する意見書

去る12月13日午前10時９分ごろ、宜野湾市立普天

間第二小学校の運動場に米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリ

コプターから約90センチメートル四方、重さ7.7キ

ログラムの窓が落下する事故が発生した。

事故当時は、約50人の児童が体育の授業中で、児

童たちのわずか10メートルの至近距離に落下してお

り、一歩間違えば人命にかかわる重大事故につなが

りかねず、児童や保護者、学校関係者に強い衝撃と

恐怖を与えた。

また、その６日前には同市野嵩の保育園のトタン

屋根にドーンという衝撃音とともに同型機の部品が

落下したと見られる事案が発生したばかりであり、

基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている県民

をさらなる不安に陥れている。

米軍機の事故等については、枚挙にいとまがない

ほど発生しており、特に昨年からことしにかけては、

ＡＶ８Ｂハリアー攻撃機、ＭＶ22オスプレイ、ＡＨ

１Ｚ攻撃ヘリコプター及びＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコ

プターによる墜落・不時着事故が連続して発生して

いるほか、機体のふぐあいによる民間空港等への緊

急着陸、さらに、去る11月30日には飛行訓練中のＦ

35Ａ戦闘機からパネルが落下するなど、短期間に基

地あるがゆえの事件・事故が頻発する異常事態とな

っている。

このように米軍機の事故等が後を絶たない実態

は、米軍における安全管理体制及び再発防止の取り
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組みが機能していないことを如実に示すものであ

り、県民の米軍に対する不信感は一層高まっている。

沖縄県議会は、在沖米海兵隊の国外・県外への移

転を求めてきたところであるが、これ以上、県民の

暮らしが脅かされることがあってはならず、米軍及

び日米両政府においては、県民の不安の払拭に向け

全力で取り組むべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、相次ぐ米軍機の事故等に対し厳重に抗議す

るとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう

強く要請する。

記

１ 落下原因を徹底的に究明し、その結果を速やか

に県民に明らかにすること。

２ 保育園、学校、病院、住宅などの民間地上空で

の普天間飛行場所属の米軍機の飛行・訓練を中止

すること。

３ 政府が約束した普天間飛行場の５年以内の運用

停止の実現を図ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

平成29年12月21日

沖 縄 県 議 会

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣
宛て

防 衛 大 臣

沖縄及び北方対策担当大臣

米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプ

ターからの普天間第二小学校へ

の窓落下事故に関する抗議決議

去る12月13日午前10時９分ごろ、宜野湾市立普天

間第二小学校の運動場に米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリ

コプターから約90センチメートル四方、重さ7.7キ

ログラムの窓が落下する事故が発生した。

事故当時は、約50人の児童が体育の授業中で、児

童たちのわずか10メートルの至近距離に落下してお

り、一歩間違えば人命にかかわる重大事故につなが

りかねず、児童や保護者、学校関係者に強い衝撃と

恐怖を与えた。

また、その６日前には同市野嵩の保育園のトタン

屋根にドーンという衝撃音とともに同型機の部品が

落下したと見られる事案が発生したばかりであり、

基地と隣り合わせの生活を余儀なくされている県民

をさらなる不安に陥れている。

米軍機の事故等については、枚挙にいとまがない

ほど発生しており、特に昨年からことしにかけては、

ＡＶ８Ｂハリアー攻撃機、ＭＶ22オスプレイ、ＡＨ

１Ｚ攻撃ヘリコプター及びＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコ

プターによる墜落・不時着事故が連続して発生して

いるほか、機体のふぐあいによる民間空港等への緊

急着陸、さらに、去る11月30日には飛行訓練中のＦ

35Ａ戦闘機からパネルが落下するなど、短期間に基

地あるがゆえの事件・事故が頻発する異常事態とな

っている。

このように米軍機の事故等が後を絶たない実態

は、米軍における安全管理体制及び再発防止の取り

組みが機能していないことを如実に示すものであ

り、県民の米軍に対する不信感は一層高まっている。

沖縄県議会は、在沖米海兵隊の国外・県外への移

転を求めてきたところであるが、これ以上、県民の

暮らしが脅かされることがあってはならず、米軍及

び日米両政府においては、県民の不安の払拭に向け

全力で取り組むべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立

場から、相次ぐ米軍機の事故等に対し厳重に抗議す

るとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう

強く要求する。

記

１ 落下原因を徹底的に究明し、その結果を速やか

に県民に明らかにすること。

２ 保育園、学校、病院、住宅などの民間地上空で

の普天間飛行場所属の米軍機の飛行・訓練を中止

すること。

３ 政府が約束した普天間飛行場の５年以内の運用

停止の実現を図ること。

上記のとおり決議する。

平成29年12月21日

沖 縄 県 議 会

駐 日 米 国 大 使

在 日 米 軍 司 令 官

在 日 米 軍 沖 縄 地 域 調 整 官 宛て

第 ３ 海 兵 遠 征 軍 司 令 官

在 沖 米 国 総 領 事
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公共交通ネットワーク特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時54分

散 会 午後５時55分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

欠 席

大 城 一 馬 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月18日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後０時７分

場 所 第５委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第45号の５、同第60号、同第

90号、同第128号、陳情第３号の５、第７号

の２、第46号の５、第87号、第94号の５、第

125号、第126号の４及び第133号

２ 閉会中継続審査・調査について

出 席

委 員 長 玉 城 満 君

副 委 員 長 当 山 勝 利 君

委 員 西 銘 啓史郎 君

座 波 一 君

座喜味 一 幸 君

翁 長 政 俊 君

狩 俣 信 子 さん

大 城 一 馬 君

平 良 昭 一 君

玉 城 武 光 君

比 嘉 瑞 己 君

上 原 章 君

大 城 憲 幸 君

説明員の職、氏名

知 事 公 室
伊 田 幸 司 君

基地対策課副参事

企 画 部 長 川 満 誠 一 君

企画振興統括監 嘉 数 登 君

交通政策課長 座 安 治 君

交 通 政 策 課
宮 城 優 君

公共交通推進室長

交通政策課公共
寺 元 美 幸 さん

交通推進室主幹

土 木 建 築 部
嘉 川 陽 一 君

建築都市統括監

審査概要

陳情11件について企画部長から、陳情１件につ

いて知事公室基地対策課副参事及び土木建築部建

築都市統括監からそれぞれ説明を聴取した後、質

疑が行われた。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

公共交通ネットワーク特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情平成28年第45号の５ 平成28年度「離島・

過疎地域振興に関する要望事項」に関する陳情

２ 陳情平成28年第60号 鉄軌道の導入ルートに関

する陳情

３ 陳情平成28年第90号 鉄軌道整備に係る中部東

・北部東ルート（Ｄ案）の実現を求める陳情

４ 陳情平成28年第128号 沖縄鉄軌道構想の「ル

ート案」決定に関する陳情

５ 陳情第３号の５ 平成28年度久米島町の振興施

策に関する陳情
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６ 陳情第７号の２ 沖退連2016年度医療・介護制

度及び地域公共交通機関に関する陳情

７ 陳情第46号の５ 平成29年度「離島・過疎地域

振興に関する要望事項」に関する陳情

８ 陳情第87号 多良間－石垣間航空路線の早期運

航に関する陳情

９ 陳情第94号の５ 南部離島町村における平成

29年度「離島・過疎地域振興に関する要望事項」

に関する陳情

10 陳情第125号 旅客船に係る軽油引取税特例措

置の延長・恒久化に関する陳情

11 陳情第126号の４ 伊江村の振興発展に関する

陳情

12 陳情第133号 高速船代船建造支援に関する陳

情

13 鉄軌道を含む公共交通ネットワークの整備拡充

並びにこれらに関連する諸問題の調査及び対策の

樹立

子どもの未来応援特別委員会

委員会記録

（１）

◎平成29年12月12日（火曜日）

開 会 午後５時55分

散 会 午後５時57分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 審査日程について

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 具志堅 透 君

島 袋 大 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

西 銘 純 恵 さん

金 城 泰 邦 君

欠 席

新 垣 新 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

嘉 陽 宗 儀 君

審査概要

審査日程について協議し、決定した。

（２）

◎平成29年12月18日（月曜日）

開 会 午前10時１分

散 会 午後２時43分

場 所 第２委員会室

議 題

１ 陳情平成28年第140号

２ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸

問題の調査及び対策の樹立（教育庁として考

える学校をプラットフォームとした総合的な

子どもの貧困対策の展開について）

３ 閉会中継続審査・調査について

４ 参考人招致について（追加議題）

出 席

委 員 長 仲 村 未 央 さん

副 委 員 長 上 原 正 次 君

委 員 新 垣 新 君

具志堅 透 君

島 袋 大 君

仲 田 弘 毅 君

次呂久 成 崇 君

亀 濱 玲 子 さん

比 嘉 京 子 さん

瑞慶覧 功 君

西 銘 純 恵 さん

嘉 陽 宗 儀 君

金 城 泰 邦 君

説明員の職、氏名

子 ど も 生 活
金 城 弘 昌 君福 祉 部 長

福祉政策課長 金 城 賢 君

青少年・子ども
友 利 公 子 さん

家 庭 課 長

子ども未来
喜舎場 健 太 君政 策 課 長

保 健 医 療 部
上 里 とも子 さん

地域保健課班長

商 工 労 働 部
伊 集 直 哉 君

産業雇用統括監
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商工労働部
下 地 康 斗 君雇用政策課長

商工労働部
宮 平 道 子 さん労働政策課長

教 育 庁
與那嶺 善 道 君

教育指導統括監

教 育 庁
登 川 安 政 君教育支援課長

教 育 庁
古 堅 圭 一 君学校人事課長

教 育 庁
半 嶺 満 君

県立学校教育課長

教 育 庁
當 間 正 和 君義務教育課長

教 育 庁
島 袋 勝 範 君

保健体育課副参事

審査概要

陳情１件について子ども生活福祉部長、商工労

働部産業雇用統括監及び教育庁教育指導統括監か

ら説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、子どもの貧困問題並びにこれに関連する

諸問題の調査及び対策の樹立（教育庁として考え

る学校をプラットフォームとした総合的な子ども

の貧困対策の展開について）について、教育庁教

育指導統括監、義務教育課長及び子ども未来政策

課長から説明を聴取した後、質疑が行われた。

次に、閉会中継続審査・調査については、別掲

のとおり決定した。

次に、参考人招致について議題に追加し協議し、

決定した。

子どもの未来応援特別委員会

閉会中継続審査・調査事件一覧

１ 陳情第140号 貧困をなくし、子供の未来を保

障する対策を求める陳情

２ 子どもの貧困問題並びにこれに関連する諸問題

の調査及び対策の樹立
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議案の会期別委員会別付託・処理内訳





4 18 11 33 25 6 2

1 4 12 17 17

2 7 8 17 17

4 7 23 34 34

2 2 2 6 2 4

35 35 35

2 23 25 2 23

46 36 58 23 2 2 167 132 6 2 23 4

8 2 10 9 1

1 1 2 2

3 2 5 5

2 8 10 10

35 35 35

35 14 13 62 61 1

修

正

議

決

修

正

議

決

決

定

平成29年沖縄県議会委員会別議案処理一覧表（年間）

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

決

算

審

査

未

了

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

可

決

否

決

議

決

不

要

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

同

意

承

認

認

定

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書18件及び決議11件は委員会付託を省略し、うち意見書17件及び決議10件は可決し、残りは議決不要となった。

平成29年第１回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

承

認

議

決

事

件

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

認

定

決

定

審

査

未

了

議

決

不

要

継

続

審

査

委 員 会 別

調

査

の

件

可

決

否

決

同

意

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書７件及び決議２件は委員会付託を省略して可決した。
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2 2 2

2 2 2

1 3 3 7 4 3

2 2 2

1 3 4 4

1 1 1

1 6 7 14 11 3

修

正

議

決

修

正

議

決

平成29年第２回沖縄県議会（臨時会）議案処理一覧表

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

認

定

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

決

定

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

審

査

未

了

議

決

不

要

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

可

決

否

決

同

意

承

認

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書２件及び決議２件は委員会付託を省略して可決した。

（注）議員提出の意見書２件及び決議１件は委員会付託を省略して可決した。

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

平成29年第３回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

認

定

決

定

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

可

決

審

査

未

了

議

決

不

要

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

否

決

同

意

承

認

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

平成29年第４回沖縄県議会（臨時会）議案処理一覧表

（注）本臨時会において、意見書２件及び決議２件は委員会付託を省略し、うち意見書１件及び決議１件は可決し、残りは議決不要となった。
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2 2 4 4

1 1 3 5 5

1 1 3 5 5

2 1 6 9 9

1 1 1

2 23 25 25

6 5 15 23 49 24 25

1 5 4 10 8 2

2 8 10 10

1 1 3 5 5

2 3 6 11 11

2 2 4 4

2(2) 23(23) 25(25) 2(2) 23(23)

4 11 23(2) 23(23) 2 2 65(25) 36(2) 2 23(23) 4

修

正

議

決

修

正

議

決

議

決

事

件

調

査

の

件

平成29年第５回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

可

決

否

決

同

意

承

認

認

定

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

決

定

審

査

未

了

議

決

不

要

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）議員提出の意見書４件及び決議３件は委員会付託を省略して可決した。

経 済 労 働

文 教 厚 生

平成29年第６回沖縄県議会（定例会）議案処理一覧表

区　　　 分
委員会別付託内訳

合
　
　
　
計

委員会別処理内訳

予

算

条

例

議

決

事

件

認

定

決

算

意

見

書

決

議

報

告

書

調

査

の

件

決

定

審

査

未

了

議

決

不

要

継

続

審

査

委 員 会 別

総 務 企 画

可

決

否

決

同

意

承

認

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

予 算 特 別

決 算 特 別

合 計

（注）カッコ内は前定例会からの継続議案で内数である。

（注）議員提出の意見書１件及び決議１件は委員会付託を省略して可決した。
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請願・陳情の会期別委員会別付託・処理内訳





1 1 1 14 19 33 2 5 26

1 2 3 1 2 15 22 37 2 35

1 1 2 1 1 28 51 79 27 52

1 1 1 25 38 63 24 39

1 1 1 1 1 1

1 1 1 27 39 66 27 38 1

4 8 12 12

2 2 1 1

2 7 9 1 1 5 2 115 178 293 83 5 204 1

14 6 20 1 5 14

1 1 1 15 3 18 18

1 1 2 1 1 28 10 38 9 29

25 9 34 1 33

1 1 1

27 11 38 38

4 2 6 6

2 2 1 1

2 1 3 1 2 115 42 157 12 5 140

平成29年第１回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

平成29年沖縄県議会委員会別請願・陳情処理一覧表（年間）

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

合 計

採

択

区　　　 分

米 軍 基 地 関 係 特 別

文 教 厚 生

土 木 環 境

公共交通ネットワーク特別

前

回

継

続

今

回

取

り

下

げ

取

り

下

げ

委 員 会 別

総 務 企 画

経 済 労 働

採

択

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

前

回

継

続

処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

請　　　　願

付

託

が

え

今

回

計

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

計

採

択

不

採

択

今

年

付

託

が

え

不

採

択

計

採

択

陳　　　　情

付 託 内 訳

請　　　　願 陳　　　　情

付 託 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

委 員 会 別

取

り

下

げ

審

査

未

了

継

続

審

査

取

り

下

げ

総 務 企 画

継

続

審

査

処 理 内 訳

今

年

計

前

年

継

続

前

年

継

続

審

査

未

了

一

部

採

択

区　　　 分

合 計

米 軍 基 地 関 係 特 別

文 教 厚 生

土 木 環 境

公共交通ネットワーク特別

経 済 労 働

議 会 運 営 委 員 会

議 会 運 営 員 会

一

部

採

択
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1 1 1 14 8 22 22

1 1 2 2 18 3 21 21

1 1 1 29 17 46 18 28

33 9 42 17 25

1 1 1 1 1 1

38 14 52 18 34

6 1 7 7

1 1 1

2 3 5 5 140 52 192 53 139

1 1 1 22 4 26 1 25

2 1 3 1 2 21 9 30 1 29

1 1 1 28 11 39 39

25 12 37 4 33

1 1 1 1 1 1

34 9 43 43

7 2 9 9

1 1 1

5 1 6 1 5 139 47 186 6 180

平成29年第３回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

平成29年第５回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

採

択

継

続

審

査

取

り

下

げ

不

採

択

審

査

未

了

前

回

継

続

委 員 会 別

採

択

前

回

継

続

今

回

継

続

審

査

米 軍 基 地 関 係 特 別

合 計

取

り

下

げ

委 員 会 別

付

託

が

え

今

回

不

採

択

総 務 企 画

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

公共交通ネットワーク特別

不

採

択

付 託 内 訳 処 理 内 訳

計

継

続

審

査

審

査

未

了

取

り

下

げ

審

査

未

了

計

採

択

前

回

継

続

採

択

継

続

審

査

計

前

回

継

続

付

託

が

え

今

回

陳　　　　情

付 託 内 訳 処 理 内 訳

請　　　　願

取

り

下

げ

不

採

択

審

査

未

了

計

今

回

経 済 労 働

文 教 厚 生

土 木 環 境

公共交通ネットワーク特別

米 軍 基 地 関 係 特 別

区　　　 分

区　　　 分
請　　　　願 陳　　　　情

付 託 内 訳 処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳

合 計

総 務 企 画

議 会 運 営 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

一

部

採

択

一

部

採

択
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1 1 1 25 1 26 26

2 2 2 29 7 36 1 35

1 1 1 39 13 52 52

1 1 1 33 8 41 2 39

1 1 1 1 1 1

1 1 1 43 5 48 9 38 1

9 3 12 12

1 1 1

5 2 7 5 2 180 37 217 12 204 1

子 ど も の 未 来 応 援 特 別

平成29年第６回沖縄県議会（定例会）請願・陳情処理一覧表

採

択

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

合 計

文 教 厚 生

土 木 環 境

米 軍 基 地 関 係 特 別

公共交通ネットワーク特別

総 務 企 画

経 済 労 働

不

採

択

審

査

未

了

継

続

審

査

取

り

下

げ

前

回

継

続

今

回

委 員 会 別

計

付

託

が

え

今

回

取

り

下

げ

採

択

陳　　　　情

前

回

継

続

計

付 託 内 訳 処 理 内 訳 付 託 内 訳 処 理 内 訳
区　　　 分

請　　　　願

議 会 運 営 委 員 会

一

部

採

択
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会 期 別 委 員 会 日 等 一 覧





種別 会 期

28 年 総 企 2.13 (１日) 総 企 1.18 ～ 1.19

11.29 文 厚 2.8 (１日) 経 労 1.28 ～ 2.3

～ 軍 特 1.27 2.9 (２日) 文 厚 1.24 ～ 1.26

12.22 土 環 1.16 ～ 1.18

軍 特 1.11

2.7

29 年 総 企 3.2 3.9 3.10 3.21 3.22 総 企 4.27 5.29 (２日) 総 企 6.7

2.15 (５日) 文 厚 5.18 5.19 (２日)
子 ど も の
未 来 応 援 6.7 ～ 6.9

～ 経 労 2.22 3.2 3.9 3.10 3.21 軍 特 4.20 4.26 5.1

3.29 (５日) (３日)

文 厚 2.20 3.2 3.9 3.10 3.21
子 ど も の
未 来 応 援 6.7 (１日)

3.22 3.27 (７日)

土 環 3.2 3.9 3.10 3.21 (４日)

軍 特 3.2 3.14 3.24 3.27 (４日)

公 共 交 通 3.2 3.24 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 3.2 3.24 (２日)

予 算 3.2 3.3 3.8 3.16 3.24

(５日)

5.2 総 企 5.2 (１日)

6.20 総 企 7.5 7.6 (２日) 文 厚 9.7 9.8 (２日) 総 企 8.8 ～ 8.9

～ 経 労 7.5 7.6 (２日) 軍 特 8.10 8.15 8.28 9.6 ～ 9.7

7.14 文 厚 7.5 7.6 7.7 (３日) (３日) 軍 特 8.31

土 環 7.5 7.6 (２日)
子 ど も の
未 来 応 援 7.11

軍 特 7.5 7.11 (２日)

公 共 交 通 7.5 7.11 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 7.5 7.11 (２日)

9.20 総 企 9.25 9.27 10.4 10.5 (４日) 総 企 10.18 10.19 (２日) 総 企 11.6 ～ 11.7

～ 経 労 10.4 10.5 (２日) 経 労 10.18 10.19 (２日) 土 環 10.30 ～ 11.6

10.16 文 厚 10.4 10.5 (２日) 文 厚 10.18 10.19 (２日)

土 環 10.4 10.5 (２日) 土 環 10.18 10.19 (２日)

軍 特 10.4 10.11 10.13 (３日) 軍 特 11.27 (１日)

公 共 交 通 10.4 10.11 (２日) 決 算 10.17 10.26 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 10.4 10.11 (２日)

決 算 10.4 (１日)

11.28 総 企 12.12 12.13 (２日) 土 環 12.14

～ 経 労 12.12 12.13 (２日)

12.21 文 厚 12.12 12.13 12.14 (３日)

土 環 12.12 12.13 (２日)

軍 特 11.28 12.12 12.13 12.18 (４日)

公 共 交 通 12.12 12.18 (２日)

子 ど も の
未 来 応 援 12.12 12.18 (２日)

定

例

会

会 期 別 委 員 会 日 等 一 覧 表

委員派遣開会中の委員会(日数) 閉会中の委員会(日数)

定

例

会

回

平

成

28

年

第

６

回

議

会

第

３

回

議

会

平

成

29

年

第

２

回

議

会

臨

時

会

定

例

会

第

１

回

議

会

平

成

29

年

平

成

29

年

平

成

29

年

第

６

回

議

会

定

例

会

定

例

会

第

５

回

議

会

平

成

29

年
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会派別常任・議会運営・特別委員一覧





会派別・委員会別委員一覧表
  ◎は委員長　○は副委員長

会
派

委
員
会

花城　大輔 宮城　一郎 ○ 新垣　光栄 比嘉　瑞己 上原　章 當間　盛夫

又吉　清義 当山　勝利 玉城　満 ◎ 渡久地　修

13 中川　京貴 仲宗根　悟

人 仲田　弘毅

西銘　啓史郎 大城　一馬 親川　敬 ○ 瀬長　美佐雄 金城　勉 大城　憲幸

山川　典二 新里　米吉 ◎ 瑞慶覧　功 玉城　武光

12 砂川　利勝

人 島袋　大

新垣　新 次呂久　成崇 平良　昭一 ○ 西銘　純恵 金城　泰邦

末松　文信 亀濱　玲子

11 照屋　守之 ◎ 狩俣　信子

人 比嘉　京子

座波　一 仲村　未央 上原　正次 嘉陽　宗儀 糸洲　朝則

具志堅　透 ○ 照屋　大河 ◎ 新垣　清涼

12 座喜味　一幸 崎山　嗣幸 赤嶺　昇

人 翁長　政俊

又吉　清義 仲村　未央 ○ 新垣　光栄 玉城　武光 上原　章 大城　憲幸

砂川　利勝 崎山　嗣幸 瑞慶覧　功 渡久地　修

13 島袋　大 ◎ 大城　一馬

人 中川　京貴

山川　典二 宮城　一郎 ○ 親川　敬 瀬長　美佐雄 金城　勉 當間　盛夫

花城　大輔 照屋　大河 新垣　清涼 渡久地　修

13 末松　文信 ◎ 仲宗根　悟

人 照屋　守之

西銘　啓史郎 ○ 当山　勝利 平良　昭一 玉城　武光 上原　章 大城　憲幸

座波　一 狩俣　信子 ◎ 玉城　満 比嘉　瑞己

13 座喜味　一幸 大城　一馬

人 翁長　政俊

新垣　新 次呂久　成崇 ○ 上原　正次 西銘　純恵 金城　泰邦

具志堅　透 亀濱　玲子 瑞慶覧　功 嘉陽　宗儀

13 島袋　大 ◎ 仲村　未央

人 仲田　弘毅 比嘉　京子

平成29年12月12日現在

定
　
　
数

沖縄・自民党
社民・社大
・結連合

おきなわ

（12人） （８人）

関

係

特

別

米

軍

基

地

（４人）（６人） （２人）

(欠員１)

公明党日本共産党 維新の会

ト

ワ
ー

ク

特

別

公

共

交

通

ネ
ッ

総

務

企

画

経

済

労

働

（15人）

応

援

特

別

子

ど

も

の

未

来

文

教

厚

生

土

木

環

境

議

会

運

営
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委員会関係条例・規則等





沖縄県議会委員会条例

昭和47年５月15日 条例第61号

改正 昭和49年３月29日 条例第21号

昭和51年７月２日 条例第23号

昭和54年７月30日 条例第26号

昭和58年３月31日 条例第25号

昭和59年３月31日 条例第14号

昭和59年６月28日 条例第18号

昭和61年４月３日 条例第18号

平成３年７月12日 条例第17号

平成４年６月26日 条例第41号

平成５年９月28日 条例第20号

平成９年12月26日 条例第36号

平成11年12月27日 条例第57号

平成16年12月28日 条例第51号

平成17年３月４日 条例第１号

平成18年３月31日 条例第36号

平成19年３月30日 条例第29号

平成22年３月29日 条例第23号

平成23年３月31日 条例第26号

平成25年２月28日 条例第５号

平成26年３月18日 条例第５号

平成27年３月31日 条例第33号

（常任委員会の設置）

第１条 議会に常任委員会を置く。

（常任委員会の名称、委員定数及び所管）

第２条 常任委員会の名称、委員の定数及び所管は、

次のとおりとする。

総務企画委員会 13人

知事公室、総務部、企画部、出納事務局、公安

委員会、選挙管理委員会、人事委員会及び監査委

員に関する事項並びに他の常任委員会の所管に属

しない事項

経済労働委員会 12人

農林水産部、商工労働部、文化観光スポーツ

部、労働委員会、海区漁業調整委員会及び内水

面漁場管理委員会に関する事項

文教厚生委員会 11人

子ども生活福祉部、保健医療部、病院事業局及

び教育委員会に関する事項

土木環境委員会 12人

環境部、土木建築部、企業局及び収用委員会

に関する事項

（常任委員の任期）

第２条の２ 常任委員は、議員の任期中在任する。

（議会運営委員会の設置）

第３条 議会に議会運営委員会を置く。

２ 議会運営委員会の委員の定数は、13人とする。

３ 議会運営委員は、議員の任期中在任する。

（特別委員会の設置）

第３条の２ 特別委員会は、必要がある場合において

議会の議決で置く。

２ 特別委員会の委員の定数は、議会の議決で定める。

３ 特別委員は、委員会に付議された事件が議会にお

いて審議されている間存在する。

（委員の各派割当選任）

第４条 常任委員、議会運営委員及び特別委員（以下

「委員」という。）は、各派の所属議員数の比率によ

り、各派に割り当てて選任する。ただし、議会運営

委員及び特別委員の選任については特別の事情があ

るときは、各派の所属議員数の比率による割当てを

しないことができる。

２ 前項の規定により委員が選任された後、各派の所

属議員数に異動があつたため、委員の各派割当数を

変更する必要があるときは、その任期にかかわらず、

議長は、議会の議決を経て委員を変更することがで

きる。ただし、閉会中においては、議長が変更する

ことができる。

３ 前項ただし書の規定により委員を変更したとき

は、議長は、その旨を次の議会に報告しなければな

らない。

（委員の選任）

第５条 委員は、議長が会議に諮って指名する。ただ

し、閉会中においては、議長が指名することができ

る。

２ 議員は、少なくとも一の常任委員となるものとす

る。

３ 議長は、常任委員の申出があるときは、会議に諮

って当該委員の委員会の所属を変更することができ

る。ただし、閉会中においては、議長が変更するこ

とができる。

４ 第１項ただし書の規定により委員を指名したとき

及び前項ただし書の規定により委員の所属を変更し

たときは、議長は、その旨を次の議会に報告しなけ

ればならない。
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（委員長及び副委員長）

第６条 常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会

（以下「委員会」という。）に委員長及び副委員長

１人を置く。

２ 委員長及び副委員長は、委員会において互選する。

３ 委員長及び副委員長の任期は、委員の任期による。

（委員長及び副委員長がともにないときの互選）

第７条 委員長及び副委員長がともにないときは、議

長が委員会の招集日時及び場所を定めて、委員長の

互選を行なわせる。

２ 前項の互選に関する職務は、年長の委員が行なう。

（委員長の議事整理、秩序保持権）

第８条 委員長は、委員会の議事を整理し、秩序を保

持する。

（委員長の職務代行）

第９条 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けた

ときは、副委員長が委員長の職務を行なう。

２ 委員長及び副委員長にともに事故があるときは、

年長の委員が委員長の職務を行なう。

（委員長、副委員長の辞任）

第10条 委員長及び副委員長が辞任しようとするとき

は、委員会の許可を得なければならない。

（議会運営委員及び特別委員の辞任）

第11条 議会運営委員及び特別委員が辞任しようとす

るときは、議会の許可を得なければならない。ただ

し、閉会中においては、議長が許可することができ

る。

２ 前項ただし書の規定により議会運営委員及び特別

委員の辞任を許可したときは、議長は、その旨を次

の議会に報告しなければならない。

（招集）

第12条 委員会は、委員長が招集する。

２ 委員の定数の半数以上の者から審査又は調査すべ

き事件を示して招集の請求があつたときは、委員長

は、委員会を招集しなければならない。

（定足数）

第13条 委員会は、委員の定数の半数以上の委員が出

席しなければ会議を開くことができない。ただし、

第15条（委員長及び委員の除斥）の規定による除斥

のため半数に達しないときは、この限りでない。

（表決）

第14条 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、

可否同数のときは、委員長の決するところによる。

２ 前項の場合においては、委員長は、委員として議

決に加わることができない。

（委員長及び委員の除斥）

第15条 委員長及び委員は、自己若しくは父母、祖父

母、配偶者、子、孫若しくは兄弟姉妹の一身上に関

する事件又は自己若しくはこれらの者の従事する業

務に直接の利害関係のある事件については、その議

事に参与することができない。ただし、委員会の同

意があつたときは、会議に出席し、発言することが

できる。

（委員会の公開）

第16条 委員会は、これを公開する。ただし、委員

会の議決で秘密会とすることができる。

（傍聴の取扱い）

第17条 委員長は、会議の秩序を保持するため必要

があると認めるときは、傍聴人の退場を命ずること

ができる。

２ 前項に定めるもののほか、委員会の傍聴に関し必

要な事項は、議長が別に定める。

（出席説明の要求）

第18条 委員会は、審査又は調査のため、知事、教育

委員会の教育長、選挙管理委員会の委員長、人事委

員会の委員長、公安委員会の委員長、労働委員会の

委員及び監査委員その他法律に基づく委員会の代表

者又は委員並びにその委任又は嘱託を受けた者に対

し、説明のため出席を求めようとするときは、議長

を経てしなければならない。

（議事妨害及び離席の禁止）

第19条 何人も、会議中は、みだりに発言し、騒ぎ、

その他議事の妨害となる言動をしてはならない。

２ 委員は、会議中みだりに離席してはならない。

（秩序保持に関する措置）

第20条 委員会において地方自治法（昭和22年法律第

67号）、会議規則又はこの条例に違反し、その他委

員会の秩序を乱す委員があるときは、委員長は、こ

れを制止し、又は発言を取り消させることができる。

２ 委員が前項の規定による命令に従わないときは、

委員長は、当日の委員会が終るまで発言を禁止し、

又は退場させることができる。

３ 委員長は、委員会が騒然として整理することが困

難であると認めるときは、委員会を閉じ、又は中止

することができる。

（公聴会開催の手続）

第21条 委員会が公聴会を開こうとするときは、議長

の承認を得なければならない。
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２ 議長は、前項の承認をしたときは、その日時、場

所及び意見を聞こうとする案件その他必要な事項を

公示する。

（意見を述べようとする者の申出）

第22条 公聴会に出席して意見を述べようとする者

は、文書であらかじめその理由及び案件に対する賛

否を、その委員会に申し出なければならない。

（公述人の決定）

第23条 公聴会において意見を聞こうとする利害関係

者及び学識経験者等（以下「公述人」という。）は、

前条の規定によりあらかじめ申し出た者及びその他

の者の中から、委員会において定め、議長を経て、

本人にその旨を通知する。

２ あらかじめ申し出た者の中に、その案件に対して、

賛成者及び反対者があるときは、一方に偏らないよ

うに公述人を選ばなければならない。

（公述人の発言）

第24条 公述人が発言しようとするときは、委員長の

許可を得なければならない。

２ 前項の発言は、その意見を聞こうとする案件の範

囲を超えてはならない。

３ 公述人の発言がその範囲を超え、又は公述人に不

穏当な言動があるときは、委員長は、発言を制止し、

又は退席させることができる。

（委員と公述人の質疑）

第25条 委員は、公述人に対し質疑をすることができ

る。

２ 公述人は、委員に対し質疑をすることができない。

（代理人又は文書による意見の陳述）

第26条 公述人は、代理人に意見を述べさせ、又は文

書で意見を提示することができない。ただし、委員

会が特に許可した場合は、この限りでない。

（参考人）

第26条の２ 委員会が、参考人の出席を求めるには、

議長を経なければならない。

２ 前項の場合において、議長は、参考人にその日時、

場所及び意見を聞こうとする案件その他必要な事項

を通知しなければならない。

３ 参考人については、第24条（公述人の発言）、第

25条（委員と公述人の質疑）及び第26条（代理人又

は文書による意見の陳述）の規定を準用する。

（記録）

第27条 委員長は、職員をして会議の概要、出席委員

の氏名等必要な事項を記載した記録を作成させ、こ

れに署名又は押印しなければならない。

２ 前項の記録は、議長が保管する。

（会議規則との関係）

第28条 この条例に定めるもののほか、委員会に関し

ては、会議規則の定めるところによる。

附 則

１ この条例は、昭和47年５月15日から施行する。

２ 沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律（昭和46

年法律第129号）第５条の規定に基づき、議会の議

員が選挙され、かつ就任するまでは、第２条の規定

の適用については、同条中「11人」とあるのは、「８

人」と読み替えるものとする。

附 則（昭和49年３月29日条例第21号）

１ この条例は、沖縄県部設置条例の一部を改正する

条例（昭和48年沖縄県条例第74号）の施行の日（昭

和49年４月１日）から施行する。

２ この条例施行の際、現に次の表の左欄に掲げる常

任委員会の委員長、副委員長及び委員は、それぞれ

同表右欄に掲げる常任委員会の委員長、副委員長及

び委員に選任されたものとみなす。

総 務 委 員 会 企 画 総 務 委 員 会

経 済 労 働 委 員 会 経済労働渉外委員会

文 教 厚 生 委 員 会 文 教 厚 生 委 員 会

３ この条例施行の際、現に改正前の沖縄県議会委員

会条例（以下「委員会条例」という。）第２条第１

号、第２号及び第３号に規定する常任委員会で審査

又は調整中の事件は、この条例による改正後の委員

会条例第２条第１号、第２号及び第３号の規定によ

り当該事件を所管することになる常任委員会にそれ

ぞれ付議されたものとみなす。

附 則（昭和51年７月２日条例第23号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（昭和54年７月30日条例第26号）

１ この条例は、沖縄県部設置条例の一部を改正する

条例（昭和54年沖縄県条例第25号）の施行の日から

施行する。

２ この条例施行の際、現に次の表の左欄に掲げる常

任委員会の委員長、副委員長及び委員は、同表右欄

に掲げる常任委員会の委員長、副委員長及び委員に

選任されたものとみなす。
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経済労働渉外委員会 経 済 労 働 委 員 会

３ この条例施行の際、現に改正前の沖縄県議会委員

会条例（以下「委員会条例」という。）第２条に規

定する常任委員会で審査又は調査中の事件は、この

条例による改正後の委員会条例第２条の規定により

当該事件を所管することになる常任委員会にそれぞ

れ付議されたものとみなす。

附 則（昭和58年３月31日条例第25号）

１ この条例は、沖縄県部設置条例の一部を改正する

条例（昭和58年沖縄県条例第11号）の施行の日から

施行する。

２ この条例施行の際、現に次の表の左欄に掲げる常

任委員会の委員長、副委員長及び委員は、それぞれ

同表右欄に掲げる常任委員会の委員長、副委員長及

び委員に選任されたものとみなす。

企 画 総 務 委 員 会 総 務 企 画 委 員 会

３ この条例施行の際、現に改正前の沖縄県議会委員

会条例（以下「委員会条例」という。）第２条に規

定する常任委員会で審査又は調査中の事件は、この

条例による改正後の委員会条例第２条の規定により

当該事件を所管することになる常任委員会にそれぞ

れ付議されたものとみなす。

附 則（昭和59年３月31日条例第14号）

この条例は、昭和59年４月１日から施行する。

附 則（昭和59年６月28日条例第18号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（昭和61年４月３日条例第18号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成３年７月12日条例第17号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成４年６月26日条例第41号）

この条例は、公布の日から施行する。

附 則（平成５年９月28日条例第20号）

この条例は、平成５年10月１日から施行する。

附 則（平成９年12月26日条例第36号）

１ この条例は、沖縄県部設置条例の一部を改正する

条例（平成９年沖縄県条例第31号）の施行の日から

施行する。

２ この条例の施行の際、現に改正前の沖縄県議会委

員会条例（以下「委員会条例」という。）第２条に

規定する常任委員会で審査又は調査中の事件は、こ

の条例による改正後の委員会条例第２条の規定によ

り当該事件を所管することとなる常任委員会にそれ

ぞれ付議されたものとみなす。

附 則（平成11年12月27日条例第57号）

この条例は、平成12年４月１日から施行する。

附 則（平成16年12月28日条例第51号）

この条例は、平成17年１月１日から施行する。

附 則（平成17年３月４日条例第１号）

１ この条例は、沖縄県部設置条例の一部を改正する

条例（平成16年沖縄県条例第35号）の施行の日から

施行する。

２ この条例の施行の際、現に改正前の沖縄県議会委

員会条例（以下「委員会条例」という。）第２条に

規定する常任委員会で審査又は調査中の事件は、こ

の条例による改正後の委員会条例第２条の規定によ

り当該事件を所管することとなる常任委員会にそれ

ぞれ付議されたものとみなす。

附 則（平成18年３月31日条例第36号）

この条例は、沖縄県病院事業の地方公営企業法の全

部適用に伴う関係条例の整備に関する条例（平成18年

沖縄県条例第22号）の施行の日〔平成18年４月１日〕

から施行する。

附 則（平成19年３月30日条例第29号）

この条例は、平成19年４月１日から施行する。

附 則（昭和22年３月29日条例第23号）

１ この条例は、平成22年４月１日から施行する。

２ この条例の施行の際現に改正前の第２条の規定に

よる次の表の左欄に掲げる常任委員会の委員長、副

委員長又は委員である者は、この条例の施行の日に

それぞれ改正後の第２条の規定による同表右欄に掲

げる常任委員会の委員長、副委員長又は委員に選任

されたものとみなす。

文 教 厚 生 委 員 会 文 教 厚 生 委 員 会

土 木 委 員 会 土木文化環境委員会

３ この条例の施行の際現に改正前の第２条第３号又

は第４号の規定による常任委員会に付議されている

事件は、この条例の施行の日にそれぞれ改正後の第

２条第３号又は第４号の規定による当該事件を所管

することとなる常任委員会に付議されたものとみな
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す。

附 則（平成23年３月31日条例第26号）

１ この条例は、平成23年４月１日から施行する。

２ この条例の施行の際現に改正前の第２条の規定に

よる次の表の左欄に掲げる常任委員会の委員長、副

委員長又は委員である者は、この条例の施行の日に

それぞれ改正後の第２条の規定による同表右欄に掲

げる常任委員会の委員長、副委員長又は委員に選任

されたものとみなす。

経 済 労 働 委 員 会 経 済 労 働 委 員 会

土木文化環境委員会 土 木 環 境 委 員 会

３ この条例の施行の際現に改正前の第２条第２号又

は第４号の規定による常任委員会に付議されている

事件は、この条例の施行の日にそれぞれ改正後の第

２条第２号又は第４号の規定による当該事件を所管

することとなる常任委員会に付議されたものとみな

す。

附 則（平成25年２月28日条例第５号）

この条例は、地方自治法の一部を改正する法律（平

成24年法律第72号）附則第１条ただし書の政令で定

める日（平成25年３月１日）から施行する。

附 則（平成26年３月18日条例第５号）

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。

２ この条例の施行の際現に改正前の第２条第３号及

び第４号の規定による次の表左欄に掲げる常任委員

会の委員長、副委員長又は委員である者は、この条

例の施行の日にそれぞれ改正後の第２条第３号及び

第４号の規定による同表右欄に掲げる常任委員会の

委員長、副委員長又は委員に選任されたものとみな

す。

文 教 厚 生 委 員 会 文 教 厚 生 委 員 会

土 木 環 境 委 員 会 土 木 環 境 委 員 会

３ この条例の施行の際現に改正前の第２条第３号及

び第４号の規定による常任委員会に付議されている

事件は、この条例の施行の日にそれぞれ改正後の第

２条第３号及び第４号の規定による当該事件を所管

することとなる常任委員会に付議されたものとみな

す。

附 則（平成27年３月31日条例第33号）

１ この条例は、平成27年４月１日から施行する。

２ この条例の施行の際地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律

第76号）附則第２条第１項の規定により教育長がな

お従前の例により在職するものとする場合において

は、同項に規定する期間中に限り、改正後の第18条

の規定は適用せず、改正前の第18条の規定は、なお

その効力を有する。
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沖縄県議会会議規則

昭和47年５月15日 議会規則第１号

改正 平成３年５月24日 議会規則第１号

平成３年７月12日 議会規則第２号

平成14年５月22日 議会規則第１号

平成19年３月30日 議会規則第１号

平成20年９月18日 議会規則第１号

平成25年２月28日 議会規則第１号

注 委員会に係る部分を抄録

第８章 委員会

（議長への通知）

第72条 委員会を招集しようとするときは、委員長は、

開会の日時、場所、事件等をあらかじめ議長に通知

しなければならない。

（会議中の委員会の禁止）

第73条 委員会は、議会の会議中は、開くことができ

ない。

（委員の発言）

第74条 委員は、議題について自由に質疑し、及び意

見を述べることができる。ただし、委員会おいて別

に発言の方法を決めたときは、この限りでない。

（委員外議員の発言）

第75条 委員会は、審査又は調査中の事件について、

必要があると認めるときは、委員でない議員に対し

その出席を求めて説明又は意見を聞くことができ

る。委員でない議員から発言の申出があつたときも、

また同様とする。

（委員の議案修正）

第76条 委員は、修正案を発議しようとするときは、

その案をあらかじめ委員長に提出しなければならな

い。

（分科会又は小委員会）

第77条 委員会は、審査又は調査のため必要があると

きは、分科会又は小委員会を設けることができる。

（連合審査会）

第78条 委員会は、審査又は調査のため必要があると

きは、他の委員会と協議して連合審査会を開くこと

ができる。

（証人出頭又は記録提出要求）

第79条 委員会は、法第100条の規定による調査を委

託された場合において、証人の出頭又は記録の提出

を求めようとするときは、議長に申し出なければな

らない。

（所管事務等の調査）

第80条 常任委員会は、その所管に属する事務につい

て調査しようとするときは、その事項、目的、方法

及び期間等をあらかじめ議長に通知しなければなら

ない。

２ 議会運営委員会が、法第109条第３項に規定する

調査をしようとするときは、前項の規定を準用する。

（委員の派遣）

第81条 委員会は、審査又は調査のため委員を派遣し

ようとするときは、その日時、場所、目的及び経費

等を記載した派遣承認要求書を議長に提出し、あら

かじめ承認を得なければならない。

（閉会中の継続審査）

第82条 委員会が閉会中もなお審査又は調査を継続す

る必要があると認めるときは、その理由を付け、委

員長から議長に申し出なければならない。

（少数意見の留保）

第83条 委員は、委員会において少数で廃棄された意

見で他に出席委員１人以上の賛成があるものは、こ

れを少数意見として留保することができる。

２ 前項の規定により少数意見を留保した者がその意

見を議会に報告しようとする場合においては、簡明

な少数意見報告書を作り、委員会の報告書が提出さ

れるまでに、委員長を経て議長に提出しなければな

らない。

（委員会報告書）

第84条 委員会は、事件の審査又は調査を終わったと

きは、報告書を作り、議長に提出しなければならな

い。
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沖縄県議会傍聴規則

昭和47年５月15日 議会規則第２号

改正 昭和63年７月５日 議会規則第１号

平成４年９月29日 議会規則第１号

平成19年３月30日 議会規則第２号

平成26年３月18日 議会規則第１号

（この規則の目的）

第１条 この規則は、地方自治法（昭和22年法律第67

号）第130条第３項の規定に基づき会議の傍聴に関

し必要な事項を定めることを目的とする。

（傍聴席の区分）

第２条 傍聴席は、一般席、特別席、車椅子席及び報

道関係者席に分ける。

２ 特別席は、公賓、沖縄県議会議員の職にあつた者

の礼遇に関する規程（昭和57年沖縄県議会告示第１

号）第２条の規定により礼遇を受ける者その他議長

が特に必要と認める者の傍聴の用に供する。

（傍聴人の定員）

第３条 一般席の傍聴人の定員は、155人とする。た

だし、特に必要がある場合は、議長において増員す

ることができる。

（傍聴券等の交付）

第４条 会議を傍聴しようとする者は、傍聴券又は傍

聴証の交付を受けなければならない。

（傍聴券）

第５条 傍聴券は、一般傍聴券及び紹介傍聴券とする。

２ 一般傍聴券は、会議当日議会事務局所定の場所で

先着順により交付する。

３ 紹介傍聴券は、議長において特に必要があると認

めた場合に、議長又は議員を経て交付し、その数は、

その都度議長が定める。

４ 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴券に記載された

日に限り傍聴することができる。

（傍聴券への記入）

第６条 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴券に住所及

び氏名を記入しなければならない。

（傍聴証）

第７条 傍聴証は、報道関係者及び沖縄県職員で議長

において必要があると認める者に交付する。

２ 傍聴証の交付を受けた者は、その会期を通じて傍

聴することができる。

（傍聴人の入場）

第８条 傍聴人が入場しようとするときは、指定の入

口で傍聴券又は傍聴証を係員に提示しなければなら

ない。

（傍聴券等の提示）

第９条 傍聴人は、係員から要求を受けたときは、傍

聴券又は傍聴証を提示しなければならない。

（傍聴券等の返還）

第10条 傍聴券の交付を受けた者は、傍聴を終え退場

しようとするときは、これを返還しなければならな

い。

２ 傍聴証の交付を受けた者は、その会期が終わった

ときは、これを返還しなければならない。

（傍聴人の制限）

第11条 議長において取締上必要があると認めたとき

は、傍聴人の数を制限することができる。

（議場への入場禁止）

第12条 傍聴人は、議場に入ることはできない。

（傍聴席に入ることができない者）

第13条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席

に入ることができない。

銃器、棒、杖その他人に危害を加え、又は迷惑

を及ぼすおそれのある物を携帯している者

張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼ

り、たれ幕、かさの類を携帯している者

はち巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘ

ルメットの類を着用し、又は携帯している者

拡声器の類を携帯している者

笛、ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携帯して

いる者

下駄、木製サンダルの類をはいている者

酒気を帯びていると認められる者

異様な服装をしている者

前各号に掲げる者のほか、議事を妨害すること

を疑うに足りる顕著な事情が認められる者

２ 議長は、必要と認めたときは、傍聴人に対し、係

員をして、前項第１号から第５号までに規定する物

品を携帯しているか否かを質問させることができる。

３ 議長は、前項の質問を受けた者がこれに応じない

ときは、その者の入場を禁止することができる。

４ 児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることができない。

ただし、議長の許可を得た場合は、この限りでない。

（傍聴人の守るべき事項）

第14条 傍聴人は、傍聴席にあるときは、静粛を旨と
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し、次の事項を守らなければならない。

議場における言論に対して拍手その他の方法に

より公然と可否を表明しないこと。

談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てない

こと。

はち巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘ

ルメットの類を着用し、又は張り紙、旗、たれ幕

の類を掲げる等示威的行為をしないこと。

帽子、外とう、襟巻の類を着用しないこと。た

だし、病気その他の理由により議長の許可を得た

場合は、この限りでない。

飲食又は喫煙をしないこと。

みだりに席を離れないこと。

不体裁な行為又は他人に迷惑となる行為をしな

いこと。

前各号に掲げる者のほか、議場の秩序を乱し、

又は議事の妨害となるような行為をしないこと。

（写真、映画等の撮影及び録音等の禁止）

第15条 傍聴人は、傍聴席において写真、映画等を撮

影し、録音し、又は情報通信機器類を使用してはな

らない。ただし、特に議長の許可を得た場合は、こ

の限りでない。

（係員の指示）

第16条 傍聴人は、全て係員の指示に従わなければな

らない。

（違反に対する措置）

第17条 傍聴人がこの規則に違反するときは、議長は、

これを制止し、その命令に従わないときは、これを

退場させることができる。

附 則

この規則は、昭和47年５月15日から施行する。

附 則 （昭和63年７月５日議会規則第１号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則 （平成４年９月29日議会規則第１号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則 （平成19年３月30日議会規則第２号）

この規則は、平成19年４月１日から施行する。

附 則 （平成26年３月18日議会規則第１号）

この規則は、平成26年４月１日から施行する。

-155-



沖縄県議会委員会傍聴規程

平成26年３月18日 議会告示第１号

（趣旨）

第１条 この規程は、沖縄県議会委員会条例（昭和47

年沖縄県条例第61号。以下「条例」という。）第17

条第２項の規定に基づき、委員会の傍聴に関し必要

な事項を定めるものとする。

（傍聴席の区分）

第２条 傍聴席は、一般席及び報道関係者席に区分す

る。

２ 一般席の定員は、15人とする。

３ 前項の規定にかかわらず、委員長が必要と認めた

場合には、定員を変更することができる。

（委員会傍聴券の交付）

第３条 委員会を傍聴しようとする者は、委員会傍聴

券（別記様式）の交付を受けなければならない。

２ 委員会傍聴券は、委員会の当日、議会事務局議事

課で、定員の範囲内において受付順により交付する。

３ 委員会傍聴券の交付を受けた者は、委員会傍聴券

に記載された委員会及び日に限り、一般席において

傍聴することができる。

（報道関係者の傍聴）

第４条 報道関係者において傍聴することができる者

は、沖縄県議会傍聴規則（昭和47年沖縄県議会規則

第２号）第７条第１項に規定する傍聴証（以下「傍

聴証」という。）の交付を受けた報道関係者とする。

（傍聴人の入室等）

第５条 傍聴人は、係員の指示に従い、静粛に委員会

室へ入らなければならない。

２ 傍聴人は、係員から要求を受けたときは、委員会

傍聴券又は傍聴証を提示しなければならない。

３ 委員会傍聴券の交付を受けた者は、傍聴を終えた

ときは、これを議会事務局議事課に返還しなければ

ならない。

（委員会室に入ることができない者）

第６条 次の各号のいずれかに該当する者は、委員会

室に入ることができない。

銃器、棒、杖その他人に危害を加え、又は迷惑

を及ぼすおそれのある物を携帯している者

張り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼ

り、たれ幕、傘の類を携帯している者

はち巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘ

ルメットの類を着用し、又は携帯している者

拡声器の類を携帯している者

笛、ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携帯して

いる者

下駄、木製サンダルの類をはいている者

酒気を帯びていると認められる者

異様な服装をしている者

前各号に掲げる者のほか、委員会の運営を妨害

することを疑うに足りる顕著な事情が認められる

者

２ 委員長は、必要と認めたときは、傍聴人に対し、

係員をして、前項第１号から第５号までに規定する

物品を携帯しているか否かを質問させることができ

る。

３ 委員長は、前項の質問を受けた者がこれに応じな

いときは、その者の入室を禁止することができる。

４ 児童及び乳幼児は、委員会室に入ることができな

い。ただし、委員長の許可を得た場合は、この限り

でない。

（傍聴人の守るべき事項）

第７条 傍聴人は、傍聴席にあるときは、静粛を旨と

し、次の事項を守らなければならない。

委員会における言論に対して拍手その他の方法

により公然と可否を表明しないこと。

談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てない

こと。

はち巻、腕章、たすき、リボン、ゼッケン、ヘ

ルメットの類を着用し、又は張り紙、旗、たれ幕

の類を掲げる等示威的行為をしないこと。

帽子、外とう、襟巻の類を着用しないこと。た

だし、病気その他の理由により委員長の許可を得

た場合は、この限りでない。

飲食又は喫煙をしないこと。

みだりに席を離れないこと。

不体裁な行為又は他人に迷惑となる行為をしな

いこと。

写真、映画等を撮影し、録音し、又は情報通信

機器類を使用しないこと。ただし、特に委員長の

許可を得た場合は、この限りでない。

前各号に掲げる事項のほか、委員会の秩序を乱

し、又は委員会の運営の妨害となるような行為を

しないこと。

（係員の指示）

-156-



第８条 傍聴人は、全て係員の指示に従わなければな

らない。

（違反に対する措置）

第９条 傍聴人がこの規程に違反するときは、委員長

は、これを制止し、その命令に従わないときは、こ

れを退場させることができる。

（傍聴人の退場等）

第10条 傍聴人は、次の各号のいずれかに該当する場

合には、速やかに退場しなければならない。

前条の規定に基づき、委員長が退場を命じたと

き。

条例第16条の規定に基づき、秘密会とすること

が決定されたとき。

条例第17条第１項の規定に基づき、委員長が退

場を命じたとき。

２ 前項第１号又は同項第３号の規定により退場を命

ぜられた者の当日における委員会の傍聴は、認めな

い。

附 則

この告示は、平成26年４月１日から施行する。

別記様式（第３条関係）

○○○○委員会・受付番

委員会傍聴券

年 月 日

（当日限り有効）

沖縄県議会
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沖縄県議会委員会記録の作成及び

公開等に関する要綱

昭和49年９月13日 議長決裁

昭和59年５月19日 改正

平成12年１月17日 全部改正

平成14年４月22日 一部改正

平成16年４月15日 一部改正

平成17年５月27日 一部改正

平成20年１月25日 一部改正

平成27年４月28日 一部改正

（目的）

第１条 この要綱は、沖縄県議会委員会条例（昭和47

年条例第61号。以下「条例」という。）第27条第１

項に規定する記録（以下「委員会記録」という。）

の作成及び公開等に関し、必要な事項を定めること

を目的とする。

（作成）

第２条 委員会記録は、議事課及び政務調査課の作成

担当者が作成する。

（作成方法）

第３条 委員会記録は、所定の書式に招集年月日、開

閉時刻、場所、議題、委員の出欠、説明員の職・氏

名、議案の提案理由の説明、議案・陳情等に対する

質疑等に対する審査の経過及び結果並びにその他協

議事項等の必要事項を記載して作成する。

２ 委員会記録の所定の書式等は、別に定める。

３ 委員会記録は、逐語筆記により作成する。ただし、

協議事項等についてはこの限りでない。

（録音）

第４条 議事課及び政務調査課の担当者は、委員会記

録を作成するため、委員会の議事を録音する。

（保管）

第５条 委員会記録は、議長の命により担当課長が保

管する。

２ 秘密会の記録は、その他の記録と分離して作成し、

密封の上、担当課長が保管する。

（貸し出しの禁止）

第６条 委員会記録は、貸し出さないものとする。

（委員会記録の公開等）

第７条 委員会記録の公開等は、県議会ホームページ

への掲載（議会運営委員会に係る記録を除く。）又

は閲覧により行うものとし、閲覧に関し必要な事項

は別に定める。

２ 前項の委員会記録は、次の各号に掲げる事項につ

いては掲載しないものとする。

(1) 秘密会の記録

(2) 条例第20条第１項の規定により委員長が取り消

しを命じた発言

(3) 委員会の許可を得て取り消した発言又は委員長

の許可を得て訂正した発言

(4) 沖縄県情報公開条例（平成13年条例第37号）第

７条の不開示情報に該当すると認められるもの

（配布）

第８条 委員会記録は、配布しないものとする。ただ

し、予算及び決算特別委員会記録については、印刷

して配布することができるものとする。

（作成期間）

第９条 委員会記録は、次の定例会までに作成する。

ただし、閉会中の委員会並びに予算及び決算特別委

員会に係る記録については、速やかに作成する。

附 則

この要綱は、昭和49年９月13日から適用する。

この要綱は、平成12年１月17日から適用する。

この要綱は、平成14年４月22日から施行し、平成14

年第１回県議会の委員会記録の作成から適用する。

この要綱は、平成16年４月15日から適用する。

この要綱は、平成17年５月27日から適用する。

この要綱は、平成20年１月25日から適用する。

１ この要綱は、平成27年４月28日から施行する。

２ 改正後の沖縄県議会委員会記録の作成及び公開

等に関する要綱第７条の規定は、平成25年第１回

議会以降の委員会記録から適用し、平成24年第６

回議会以前の委員会記録については、なお従前の

例による。
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委員会録音記録媒体取り扱い要綱

昭和49年５月13日 議長決裁

平成12年１月17日 全部改正

平成14年４月22日 一部改正

平成16年４月15日 一部改正

平成17年５月27日 一部改正

平成24年３月１日 一部改正

（目的）

第１条 この要綱は、常任委員会、特別委員会及び議

会運営委員会（以下「委員会」という。）における

録音記録媒体の取り扱いに関し、必要な事項を定め

ることを目的とする。

（定義）

第２条 この要綱における録音記録媒体とは、テープ

及びデジタル方式で録音された音声ファイルをい

う。

（保管及び消去）

第３条 議事課または政務調査課の担当者（以下「録

音担当者」という。）は、録音終了後、録音記録媒

体に会議の年月日、委員会の名称、開閉時間、その

他必要事項を表示して、委員会記録作成担当者に引

き継ぐものとする。

２ 委員会記録作成担当者は、委員会記録作成後は秘

密会の議事に係る録音記録媒体を除き、当該録音内

容を消去する。ただし、特に担当課長が必要と認め

たものは、保管できるものとする。

３ 秘密会の議事に係る録音記録媒体は、その他の議

事と分離して録音し、録音担当者において密封の上、

担当課長が保管する。

（貸し出し禁止）

第４条 録音記録媒体は、貸し出さないものとする。

（再生）

第５条 録音記録媒体の再生は、当該課内において行

うものとする。

２ 録音記録媒体の再生は、議員及び関係部局の職員

以外は認めないものとする。ただし、特に担当課長

が再生させることを認めた者については、この限り

ではない。

３ 秘密会の議事に係る録音記録媒体は、再生させな

いものとする。

（移録の禁止）

第６条 録音記録媒体から他の記録媒体に録音するこ

とは、認めないものとする。

附 則

この要綱は、昭和49年５月13日から適用する。

この要綱は、平成12年１月17日から適用する。

この要綱は、平成14年４月１日から適用する。

この要綱は、平成16年４月15日から適用する。

この要綱は、平成17年５月27日から適用する。

この要綱は、平成24年３月１日から適用する。
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議事についての各種成立要件一覧

（注）「法」は地方自治法、「例」は沖縄県議会委員会条例、「則」は沖縄県議会会議規則を表す。

件 名 根 拠 法 規 成 立 数
本 県 の 場 合

備 考
の 最 低 数

１ 臨時会招集の請求 法 101③ 議員定数の４分の１以上 12人

２ 開議の請求 法 114① 議員定数の半数以上 24人

３ 閉議または会議中止に対 法 114② １人以上

する異議の申し出

４ 委員会招集の請求 例 12② 委員定数の半数以上

５ 議案（予算案を除く）の 法 112② 議員定数の12分の１以上 ４人

提出

６ 上記５以外の議案の提出 則 14 １人以上の賛成

７ 議案（条例案、予算案等） 法 115の３ 議員定数の12分の１以上 ４人

に対する修正動議の提出

８ 懲罰動機の提出 法 135② 議員定数の８分の１以上 ６人

９ 上記７及び８以外の動議 則 16、17 １人以上の賛成

の提出

10 会議の定足数 法 113 議員定数の半数以上 24人

11 委員会の定足数 例 13 委員定数の半数以上

12 秘密会を開く発議 法 115① 議長または議員３人以上

13 議会の選挙において指名 法 118② 出席議員全員の同意

推薦の方法を用いること

14 投票表決の要求 則 65① 出席議員の８分の１以上

15 委員会における少数意見 則 83① 出席委員１人以上の賛成

の留保

16 開票の立会人 則 31①② 議員２人以上 議長指名

17 会議録署名議員 法 123② 議長及び議員２人

則 121
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特 別 多 数 議 決 一 覧

（注）「法」は地方自治法、「教」は地方教育行政の組織及び運営に関する法律、「特」は地方公共団体の議会の

解散に関する特例法を示す。

事 項 根 拠 法 規 成 立 数 備 考

１ 地方公共団体の事務所の位置の設定 法 ４③ 出席議員の３分の２以上

または変更に関する条例の制定または の同意

改廃の議決

２ 直接請求に基づく副知事、選挙管理 法 87① 出席議員の４分の３以上 在職議員の３分の２以上

委員、監査委員、公安委員会委員及び 教 ８② の同意 の出席

教育委員会の教育長または委員の解職

の議決

３ 秘密会開催の議決 法 115① 出席議員の３分の２以上 議長または議員３人以上

の賛成 の発議

４ 議員の資格決定 法 127① 出席議員の３分の２以上

の賛成

５ 議員の除名の議決 法 135③ 出席議員の４分の３以上 在職議員の３分の２以上

の同意 の出席

６ 知事の一般的拒否権により再議に付 法 176③ 出席議員の３分の２以上

された議決の同一議決の確定 の同意

７ 知事に対する不信任の議決 法 178③ 出席議員の４分の３以上 在職議員の３分の２以上

の同意 の出席

８ 議会解散後初めて招集された議会に 法 178③ 出席議員の過半数の同意 在職議員の３分の２以上

おいて再び行う知事の不信任の議決 の出席

９ 重要な公の施設のうち特に重要なも 法 244の２② 出席議員の３分の２以上

のについて、これを廃止し、または長 の同意

期かつ独占的利用をさせようとすると

きの議決

10 地方公共団体の議会の自主的解散の 特 ２② 出席議員の５分の４以上 在職議員の４分の３以上

議決 の同意 の出席
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議長、委員会、議員の職務権限

（１） 議 長

事 項 根 拠 法 規 摘 要

１ 臨時会の招集請求権 自治法 101② 議会運営委員会の議決を経

る

２ 議場の秩序保持権 自治法 104

(1) 議場の秩序を乱す議員に対する制止、発言取消、自治法 129①

発言禁止または議場外へ退去を命ずること

(2) 議場が騒然として整理することが困難であると 自治法 129②

認めるときは、その日の会議を閉じまたは中止す

ること

(3) 傍聴人の会議妨害に対する制止及び退場命令ま 自治法 130①②

たは警察官への引き渡し

(4) 会議の傍聴に関する規則制定権 自治法 130③

３ 議事整理権 自治法 104

４ 議会事務の統理権 自治法 104

５ 議会の代表権 自治法 104

６ 委員会への出席発言権 自治法 105

７ 出席催告権 自治法 113ただし書

８ 秘密会発議権 自治法 115①ただし書 議長または議員３人以上の

発議により、出席議員の３

分の２以上の同意

９ 可否同数の場合の裁決権 自治法 116① 過半数議決の場合、表決権

なし（116②）

10 長等に対する議場出席請求権 自治法 121

11 会議録の調製及び署名 自治法 123①②

12 会議録が電磁的記録で作成されているときの署名に 自治法 123③

かわる措置

13 正当な理由がなく欠席した議員に対する懲罰発議権 自治法 137

14 閉会中における副議長及び議員の辞職許可権 自治法 108、126

15 議決した条例及び予算を知事に送付すること 自治法 16①、219① 議決をした日から３日以内

16 会議の結果を知事に報告すること 自治法 123④

17 事務局長、書記その他の職員の任免 自治法 138⑤

18 議会に関する事務を事務局長に命ずること 自治法 138⑦

19 議会において知事の不信任を議決したとき、知事に 自治法 178① 在職議員数の３分の２以上

その旨を通知すること が出席し、その４分の３以

上の同意（自治法178③）

20 解散後初めて招集された議会で再び不信任の議決を 自治法 178② 在職議員数の３分の２以上

したとき、その旨を通知すること が出席し、その過半数の同

意（自治法178③）

21 議員に欠員を生じた場合または長の退職の申し立て 公選法 111①(3)(4) 欠員を生じた日または申し

があった場合、選挙管理委員会に通知すること 立ての日から５日以内

22 閉会中における常任委員、議会運営委員及び特別委 自治法 109⑨

員を選任すること 沖縄県議会委員会条例

５
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（２） 委員会

事 項 根 拠 法 規 摘 要

１ 常任委員会

(1) その部門に属する県の事務に関する調査 自治法 109②

(2) 議案、陳情等の審査 自治法 109②

(3) 公聴会開催による関係者等からの意見聴取 自治法 109⑤

（115の２①）

(4) 参考人の出頭要求及び意見聴取 自治法 109⑤

（115の２②）

(5) 議案の提出（予算を除く） 自治法 109⑥

(6) 議会から付議された特定の事件についての閉会 自治法 109⑧

中の審査

２ 特別委員会

(1) 議会から付議された事件の会期中における審査 自治法 109④

(2) 公聴会開催による関係者等からの意見聴取 自治法 109⑤

（115の２①）

(3) 参考人の出頭要求及び意見聴取 自治法 109⑤

（115の２②）

(4) 議案の提出（予算を除く） 自治法 109⑥

(5) 議会から付議された特定の事件についての閉会 自治法 109⑧

中の審査

（３） 議 員

事 項 根 拠 法 規 摘 要

１ 知事に対し臨時会の招集を請求すること 自治法 101③ 議員定数の４分の１以上の

請求

２ 議案を提出すること（予算を除く） 自治法 112①② 議員定数の12分の１以上の

賛成

３ 議長に対し開議の請求をすること 自治法 114① 議員定数の半数以上の請求

４ 会議を閉じまたは中止することに異議を申し立てる 自治法 114②

こと

５ 秘密会を開く発議 自治法 115①ただし書 本会議は、議員３人以上の

沖縄県議会委員会条例 発議で、出席議員の３分の

16 ２以上の同意

６ 議案に対する修正動議の提出 自治法 115の３ 議員定数の12分の１以上の

沖縄県議会会議規則 発議（団体意思決定）

17

７ 表決権 自治法 116
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事 項 根 拠 法 規 摘 要

８ 除斥該当事件について、議会の同意を得て会議に出 自治法 117

席し、発言すること

９ 議会で行う選挙の効力に関する異議申し立て、これ 自治法 118①⑤

に対する決定に不服がある場合の審査の申し立て及び

出訴

10 指名推選に対する異議の申し立て 自治法 118②

11 議員の被選挙権の有無または地方自治法第92条の２ 自治法 127③④

（兼業禁止）の規定に該当するかどうかについて会 （118⑤）

議に出席し、弁明すること、その決定に不服がある場

合の審査の申し立て及び出訴

12 書面で作成されている会議録に署名すること 自治法 123② 議長及び議員２人以上

13 電磁的記録で作成されている会議録に署名にかわる 自治法 123③ 議長及び議員２人以上

措置をすること

14 請願を紹介すること 自治法 124

15 議場の秩序保持について議長の注意を喚起すること 自治法 131

16 会議または委員会で侮辱を受けた議員による議会の 自治法 133

懲罰処分の請求

17 懲罰動議の提出 自治法 135② 議員定数の８分の１以上の

発議

（除名は、在職議員の３分

の２以上が出席し、その４

分の３以上の同意）
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